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柏
木	

智
雄

解
題は

じ
め
に

　

横
浜
美
術
館
は
、
平
成
二
五
年
度
に
開
催
し
た「
生
誕
一
四
〇
年
記
念　

下
村
観
山
展
」

（
会
期
：
平
成
二
五
年
一
二
月
七
日
か
ら
同
二
六
年
二
月
一
一
日
ま
で
）を
機
に
、
下
村

観
山
の
画
房
日
記
六
冊（『
や
ま
の
上
』『
日
記
帳
』『
山
の
松
葉　

下
村
家
』お
よ
び
無
題
三

冊
）を
観
山
の
遺
族
よ
り
受
贈
し
た
。
こ
の
う
ち
、『
や
ま
の
上
』（
大
正
八
年
一
〇
月
一
日

か
ら
大
正
九
年
六
月
三
〇
日
ま
で
、
記
録
者
：
入
江
多
平
）を
、
当
館
の
研
究
紀
要
の
第

一
六
号
・
一
七
号
に
お
い
て
翻
刻
し
解
題
を
掲
載
し
た
。
本
号
で
は
、『
や
ま
の
上
』に
続

く『
日
記
帳
』（
挿
図
1
）を
翻
刻
し
、
解
題
を
付
す
。

　
『
日
記
帳
』に
は
、
大
正
九
年
七
月
一
日
か
ら
同
一
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
ま
で
の
画
房
お

よ
び
家
中
の
出
来
事
が
摘
記
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ド
に「（
㋑
伊
勢
伊
製
）」の
印
刷
文
字
が
あ

る
市
販
の
冊
子
を
使
用
し
、
一
丁
の
表
側
、
大
正
九
年
七
月
一
日
横
浜
開
港
記
念
日
の
出

来
事
か
ら
起
筆
さ
れ
、
巻
末
の
九
六
丁
表
側
に「
拾
年
拾
月
中
ノ
揮
毫
品
」と
し
て
八
点
、

同
裏
側
に「
拾
年
七
月
中
出
来
品
」四
点
、「
拾
年
八
月
中
出
来
品
」六
点
が
記
録
さ
れ
擱
筆

さ
れ
る
。「
揮
毫
品
」「
出
来
品
」の
語
の
用
法
に
つ
い
て
日
記
に
説
明
は
な
い
が
、
前
者
が

応
需
制
作
で
後
者
は
自
発
的
な
制
作
を
概
ね
意
味
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。『
や
ま
の

上
』と
同
様
に
こ
の『
日
記
帳
』に
お
い
て
も
、書
翰
の
受
発
・
通
信
、来
客
、観
山
の
活
動（
制

作
、
外
出
）、
金
銭
の
出
納
な
ど
、
画
房
・
家
中
の
動
向
の
詳
細
が
記
さ
れ
、
膨
大
な
制

作
依
頼
と
作
品
納
品
の
催
促
、
箱
書
、
鑑
定
の
依
頼
な
ど
の
備
忘
が
、
日
記
の
最
も
大
き

な
役
割
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。
実
際
、
応
需
制
作
の
諾
否
、
画
料
受
領
に
関
わ
る
行
き
違

い
な
ど
が
少
な
か
ら
ず
散
見
さ
れ
る
。

　

表
紙
裏
に
、
お
そ
ら
く
下
村
英
時（
観
山
の
三
男
）の
筆
跡
で
、「
自　

大
正
九
年
七
月

一
日　

至　

大
正
九
年
十
月
廿
五
日　

多
平
記
」「
自　

大
正
九
年
十
月
廿
六
日　

至　

大

正
十
年
十
月
廿
日　

英
時
記
」の
補
記
が
あ
り
、
記
録
者
が
入
江
多
平
と
下
村
英
時
で
あ
っ

た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
入
江
多
平
は
観
山
邸
で
住
み
込
み
書
生
を
し
て
い
た

が
、
大
正
九
年
一
一
月
一
〇
日
の
記
事
に「
本
日
、
入
江
多
平
氏
、
下
村
晴
時
氏
二
階
へ

移
転
す
」（「
晴
時
氏
」は「
清
時
氏
」の
誤
記
）と
英
時
が
記
し
て
い
る
。
何
ら
か
の
理
由
で
、

挿図1　『日記帳』表紙
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多
平
は『
や
ま
の
上
』に
お
い
て「
下
の
下
村
」と
通
称
さ
れ
る
下
村
清
時（
観
山
長
兄
、
日

本
美
術
院
彫
塑
部
同
人
、
号
・
豊
山
、
豊
悦
）邸
に
転
宅
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

観
山
の
動
向

　

こ
の
間
の
観
山
の
特
記
す
べ
き
活
動
を
、
大
き
く
公
務
他
と
制
作
に
分
類
し
て
概
観
す

る
。

一
、
公
務
他
に
つ
い
て

　

公
務
に
つ
い
て
は
、
日
本
美
術
院
に
関
す
る
事
柄
が
中
心
と
な
る
。
保
田
龍
門
の
同
人

推
挙
に
関
す
る
会
合
案
内（
大
正
九
年
七
月
五
日
）に
は
じ
ま
り
、
再
興
院
展
の
監
査
会
出

席（
八
月
二
六
日
）お
よ
び
第
七
回
再
興
院
展
初
日
招
待
日（
九
月
一
日
）の
出
席
、
翌
日
の

天
心
零
社
祭
出
席（
保
田
龍
門
の
同
人
推
挙
式
か
）、
同
人
に
よ
る
京
都
・
奈
良
に
お
け
る

研
究
旅
行（
一
〇
月
一
五
日
か
ら
同
二
三
日
）、
そ
し
て「
北
米
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ト
博
物
館

主
催
巡
廻
展
覧
会
」出
品
に
関
す
る
実
務
処
理（
一
一
月
三
〇
日
、
一
二
月
二
五
日
、
二
七

日
）な
ど
が
、
大
正
九
年
の
主
な
活
動
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
翌
年
の
日
記
で
は
、
記
事

が
し
ば
し
ば
割
愛
さ
れ
る
が
、
再
興
院
展
出
品
画
の
監
査（
八
月
二
六
日
）、
院
展
初
日
の

招
待
日
出
席（
九
月
一
日
）な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
観
山
会（
明
治
四
四

年
に
日
本
橋
倶
楽
部
で
発
会
、
観
山
芸
術
を
愛
好
す
る
当
時
の
政
財
界
著
名
人
の
集
ま

り
で
渋
沢
栄
一
や
法
学
者
の
高
田
早
苗
な
ど
が
創
立
会
員
に
名
を
連
ね
る
）お
よ
び
同
会

が
発
刊
す
る『
観
山
画
集
』に
関
す
る
記
述（
大
正
九
年
九
月
一
四
日
、
一
〇
月
三
一
日
、

一
一
月
三
日
、
同
五
日
、
同
二
八
日
）が
認
め
ら
れ
、
観
山
の
創
作
を
後
援
す
る
観
山
会

の
活
況
が
読
み
取
れ
る
。

　

大
正
九
年
九
月
五
日
の
記
事
に「
奥
村
藻
山
、
児
玉
素
行
、
藤
田
青
花
、
山
本
、
下
の

兄
等
、
五
人
画
室
へ
来
り
研
究
会
を
こ
し
ら
へ
る
の
何
か
の
と
相
談
な
し
帰
る
。
先
生
存

ぜ
ぬ
事
な
り
」と
い
う
行
が
見
ら
れ
る
。
日
本
画
家
の
奥
村
藻
山
、
児
玉
素
行
や
仏
教
美

術
の
研
究
者
に
し
て
蒐
集
家
の
藤
田
青
花
、
観
山
長
兄
の
下
村
清
時
ら
が
、
研
究
会
結
成

の
相
談
に
画
室
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
翌
年
九
月
一
三
日「
三
溪
園
よ
り
、
柿
本
寺
、

及
多
武
峯
寺
の
軸
二
点
を
持
参
。
し
ば
ら
く
貸
与
す
と
の
こ
と
。
仏
像
研
究
会
の
連
中
、

松
田
福
一
郎
氏
を
初
め
、
井
澤
蘇
水
、
藤
田
青
花
、
御
明
亀
五
郎
、
入
江
美
法
氏
等
来
訪
」

の
記
事
に
見
え
る「
仏
像
研
究
会
」の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
原
三
溪
が
愛
蔵
し
、

現
在
大
和
文
華
館
が
所
蔵
す
る
重
文《
柿
本
宮
曼
荼
羅
図
》（「
柿
本
寺
」）と
、《
藤
原
鎌
足

像（
多
武
峰
曼
荼
羅
）》（「
多
武
峯
寺
」）を
借
覧
し
、
観
山
の
画
室
に
お
い
て
研
究
会
を
設

け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
下
村
英
時
は『
下
村
観
山
伝
』（
大
日
本
絵
画
、
昭
和
五
六
年
）

に
お
い
て
、
観
山
の
古
美
術
愛
玩
趣
味
に
つ
い
て
、「
学
生
時
代
に
培
わ
れ
た
有
職
故
実

の
研
究
に
基
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
経
済
的
に
余
裕
を
持
つ
に
従
い
、
次
第
に
愛
玩
品
の

蒐
集
も
そ
の
数
を
増
し
、
範
囲
が
拡
大
し
、
又
そ
れ
と
共
に
古
美
術
品
に
対
す
る
知
識
と

鑑
識
眼
は
精
到
を
加
え
て
い
っ
た
」と
評
し
て
い
る
。
借
用
し
た
原
三
溪
所
蔵
の
名
品
の

他
に
、
家
蔵
品
を
若
い
後
進
の
研
究
活
用
に
供
す
る
こ
と
も
あ
っ
た（
大
正
九
年
一
二
月

八
日
、
大
正
一
〇
年
九
月
二
〇
日
）こ
と
が
分
か
る
。

二
、
制
作
に
つ
い
て

　

大
正
九
年
後
半
に
は
、
大
き
な
委
嘱
画
を
二
件
揮
毫
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
李
王
家
へ
の
献
納
を
目
的
と
し
た
記
念
画
と
明
治
神
宮
造
営
局
よ
り
下
命
の
あ
っ

た
御
用
屏
風
で
あ
る
。

　

下
村
英
時『
下
村
観
山
伝
』の
大
正
九
年
の
部
分
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。「
こ
の
夏
、

王
世
子
殿
下
御
婚
儀
に
付
、
在
京
宮
内
省
高
等
官
よ
り
御
祝
と
し
て
献
納
す
べ
き
記
念
画
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の
揮
毫
依
嘱
を
受
け
、《
春
秋
山
水
図
》（
二
図
）を
作
る
。」英
時
が
記
す《
春
秋
山
水
図
》は
、

現
在
横
浜
美
術
館
が
所
蔵
す
る《
日
月
》（
註
、
挿
図
2
）の
こ
と
で
あ
る
。
王
世
子
殿
下
御

婚
儀
と
は
、
韓
国
併
合
時
に
李
王
家
の
一
員
と
し
て
王
族
と
な
っ
た
皇
太
子
李イ

・
ウ
ン垠（

王
世

子
）と
梨
本
宮
守
正
王
の
長
女
方
子
女
王
の
結
婚
を
指
す
。
双
幅
が
二
重
箱
に
納
め
ら
れ

て
お
り
、外
箱
の
蓋
上
面
に「
李
王
家
」の
墨
書
紙
片（
挿
図
3
）、側
面
に「
李
王
家
東
京
邸
」

の
蔵
品
票（
挿
図
4
）が
貼
付
さ
れ
る
。『
日
記
帳
』に
次
の
記
事
が
あ
る
。
七
月
一
六
日「
来

信　

溝
口
禎
次
郎
氏
よ
り
李
王
家
献
上
画
の
催
促
」、
八
月
二
八
日「
今
日
よ
り
絵
を
初
め

ら
る
、
山
水
の
下
図
が
付
け
ら
れ
て
あ
る
」、
九
月
一
日「
午
前
七
時
美
術
院
展
覧
会
場
へ

御
出
掛
け
、
博
物
館
溝
口
様
李
王
家
の
幅
春（
冨
士
に
半
月
の
図
）秋（
山
に
太
陽
、
絵
巻

風
の
壁
様
の
山
）二
幅
御
届
け
す
」、
九
月
十
三
日「
溝
口
禎
次
郎
氏
宮
内
省
の
代
理
に
て

李
王
家
献
上
画
の
謝
礼
ニ
来
る
。
金
八
百
円
也
」（
挿
図
5
）。
美
術
学
校
同
窓
で
帝
室
博

物
館
美
術
課
長
の
溝
口
禎
次
郎（
宗
文
）の
周
旋
で
宮
内
省
高
官
の
依
頼
を
受
け
、
二
週
間

足
ら
ず
で
擱
筆
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
雪
を
頂
く
富
士
に
月
、
懸
崖
に
根
を
張
る
松
に
太

陽
と
い
う
図
様
は
、富
士
山
と
常
緑
の
松
が
吉
祥
を
象
徴
す
る
と
と
も
に
、日
本（
富
士
山
）

と
朝
鮮（
松
）、「
日
月
」が
陰
陽
思
想
、
太
極
を
暗
示
す
る
よ
う
に
も
映
る
。

　

英
時『
下
村
観
山
伝
』に
よ
れ
ば
、
明
治
神
宮
内
殿
の
た
め
の
御
用
屏
風《
四
季
花
卉
図
》

（
六
曲
屏
風
一
双
）は
、
大
正
七
年
三
月
こ
ろ
に
、
明
治
神
宮
造
営
局
よ
り
ご
下
命
に
与
っ

た
と
い
う
。『
日
記
帳
』に
い
く
つ
か
関
連
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
七
月
二
八
日「
明

治
神
造
営
局
技
師　

井
上
清
氏
来
訪
。
来
意
ハ
屏
風
の
件
な
り
。
十
月
二
十
日
前
に
入

用
の
由
」、
九
月
一
四
日「
明
治
神
宮
屏
風
ノ
下
図
、
初
め
ら
る
」、
一
〇
月
一
一
日「
午

後
、
国
民
、
大
和
、
朝
日
、
時
事
新
聞
記
者
来
。
御
屏
風
の
件
の
記
事
の
事
に
就
い
て
」、

一
〇
月
一
二
日　
「
寺
内
新
太
郎
、
井
上
清
氏
、
御
屏
風
受
取
に
来
る
。
午
後
、
自
動
車

に
て
送
く
る
、
横
浜
駅
ま
で
」、
一
二
月
一
一
日「
萩
野
仲
三
郎
氏（
明
治
神
宮
造
営
局
長
）、

挿図2　�下村観山《日月》、大正9年（1920）、絹本着色・双幅、各
145.5×51.0cm、横浜美術館蔵（89-JP-004）挿図3　下村観山《日月》外箱の蓋（表）
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井
上
清
氏
、
同
道
に
て
明
治
神
宮
御
屏
風
揮
毫
の
礼
に
来
る
。
金
七
仟
円
の
御
下
賜
に
な

る
」、
一
二
月
一
三
日　
「
石
原
春
秋
氏
、
明
治
神
宮
御
屏
風
手
伝
揮
毫
料
と
し
て
金
二
百

円
渡
す
。」九
月
半
ば
に
下
図
に
取
り
か
か
っ
て
か
ら
、
お
よ
そ
一
ヶ
月
で
完
成
し
た
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
作
品
の
完
成
に
あ
た
っ
て
、
大
手
新
聞
各
社
の
取
材
が
あ
っ
た
こ
と
、

日
本
画
家
の
石
原
春
秋
が
制
作
に
あ
た
っ
て
助
手
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

大
正
九
年
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
右
記
二
点
の
重
要
な
応
需
制
作
が
あ
っ
た
た
め
、

八
月
一
三
日「
美
術
院
よ
り
、
出
品
の
寸
法
を
聞
合
せ
来
る
」と
い
う
記
事
が
あ
る
も
の
の
、

院
展
へ
の
出
品
を
控
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
翌
年
の
日
本
美
術
院
再
興
第
八
回

展
に
は
、
意
欲
作《
楠
公
図
》（
三
幅
対
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）を
出
品
し
た
。
英
時『
下

村
観
山
伝
』に
よ
る
と
、
こ
の
作
品
は
楠
木
正
成
を
尊
崇
し
た
原
三
溪
の
懇
請
に
よ
っ
て

描
か
れ
た
と
さ
れ
、
三
溪
自
筆
の
蔵
品
目
録『
松
風
閣
蒐
蔵
目
録
』（
三
溪
園
蔵
）等
に
も
蔵

品
と
し
て
記
さ
れ
て
あ
る
。
明
治
に
入
り
、
南
北
朝
正
閏
論
の
論
争
の
末
に
南
朝
が
正
統

と
さ
れ
る
と
、
楠
木
正
成
は「
大
楠
公
」と
称
さ
れ
、
忠
臣
の
鑑
と
し
て
尊
崇
の
対
象
と
な

り
、
歴
史
画
の
主
題
と
し
て
好
ま
れ
た
。『
日
記
帳
』に
次
の
記
事
が
認
め
ら
れ
る
。
大
正

十
年
八
月
三
十
一
日「
原
富
太
郎
氏
へ
父
の
今
回
院
展
出
品
画
楠
公（
尺
八
絹
本
三
幅
対
）

の
原
色
版
持
参
す
」、[

拾
年
八
月
中
出
来
品
］（
巻
末
）「
楠
公（
原
富
太
郎
氏
依
頼
品
三
幅
対
）

院
展
出
品
画　

極
彩
色
密
画
。」

結
び

　
『
日
記
帳
』の
記
事
か
ら
、
公
用
の
往
来
訪
、
大
規
模
な
応
需
制
作
な
ど
で
多
忙
を
極
め

る
観
山
の
日
常
が
垣
間
見
え
る
。

挿図4−1,�2　下村観山《日月》外箱の側面貼付のラベル挿図5　『日記帳』大正9年9月13日記事
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（ ）79【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

凡
例

一�

、
本
稿
は
、
下
村
観
山
が
横
浜
の
本
牧
和
田
山
に
構
え
た
居
宅
兼
画
房
の
、
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）七
月
一
日
か
ら
同
一
〇
年（
一
九
二
一
）十
月
二
十
日
ま
で
の
家
内
の
出
来

事
を
記
し
た『
日
記
帳
』を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

一�

、翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、横
浜
美
術
館
所
蔵
の
原
本
に
あ
た
り
、読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、

原
本
の
体
裁
を
尊
重
し
つ
つ
以
下
の
よ
う
に
改
め
た
。

①　

�

紙
幅
の
都
合
に
よ
り
本
書
の
形
状
に
よ
る
改
行
等
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
追
込
み

と
し
た
。

②　

�

固
有
名
詞
や
明
ら
か
な
意
図
を
も
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
旧
字
体
以
外
は
、
原
則
と

し
て
新
字
体
に
改
め
た
。
算
用
数
字
は「
拾
」「
廿
」「
卅
」を
除
き
、「
壱
」を
一
、「
弐
」

を
二
な
ど
と
新
字
体
と
し
た
。
ま
た
、
異
体
字
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
場
合
が
あ
る
。

③　

変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

④　

�

原
本
の
抹
消
部
分
は
、
該
当
箇
所
の
左
側
に
�

�

で
示
し
、
抹
消
箇
所
に
訂
正
が
あ

る
場
合
は
、
左
側
に
�

�

で
示
す
と
と
も
に
、
右
側
に
訂
正
の
字
句
を
記
し
た
。

⑤　

加
筆
・
挿
入
文
字
は
、
そ
の
文
言
を［　

］で
括
っ
た
。

⑥　

�

再
読
文
字
は
漢
字
を「
々
」、
片
仮
名
を「
ヽ
・
ヾ
」、
平
仮
名
を「
ゝ
・
ゞ
」、
二
字
続

き
は「
〳
〵
」と
し
た
。

⑦　
�

本
文
中
に
誤
字
、
脱
字
、
意
味
不
明
な
文
字
が
あ
る
場
合
、「
マ
マ
」「
カ
」な
ど
行
間

へ
注
釈
を
付
記
し
た
。

⑧　

�

汚
損
等
で
判
読
で
き
な
い
箇
所
、
闕
字
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
字
数
が
判
明
す
る

場
合
は
□
□
□
で
示
し
、
字
数
が
判
明
し
な
い
場
合
は�

�

な
ど
を
も
っ
て

示
し
た
。

　

一
方
で
、
英
時『『
下
村
観
山
伝
』の
大
正
一
〇
年
の
行
に「
こ
の
冬
、
肝
臓
病
を
病
む
」

と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
慢
性
的
な
疾
病
も
抱
え
て
い
た
。
実
際
、『
日
記
帳
』に
も
、
大

正
九
年
九
月
一
一
日「
午
後
四
時
半
、
三
宅
博
士
を
桜
木
町
駅
へ
迎
ふ
。
大
胡
医
師
と
立

合
ひ
の
上
、
診
察
済
む
。
七
時
頃
、
自
動
車
に
送
く
る
」、
同
年
九
月
一
四
日「
三
宅
博
士

の
手
紙
を
持
参
な
し
石
井
と
か
云
ふ
看
護
人
、
夕
刻
来
る
も
一
先
返
す
」と
い
っ
た
往
診
・

療
養
に
関
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
大
正
一
〇
年
七
月
一
八
日
に
誕
生
し
た
六
男
・
純
が
、
同
年
九
月
二
五
日
に
生

後
二
月
ほ
ど
で
早
逝
す
る
と
い
う
不
幸
が
、
死
児
の
兄
・
英
時
の
筆
で
淡
々
と
記
録
さ
れ

て
い
る
。
充
実
し
た
創
作
活
動
に
取
り
組
む
一
方
で
、
観
山
に
と
っ
て
は
多
難
な
一
年
で

あ
っ
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。

註　

�

以
下
の
論
文
に
お
い
て《
日
月
》が
李
王
家
の
所
蔵
と
な
っ
た
経
緯
と
そ
の
後
の
処
遇

が
、
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。�

�

李
美
那「
下
村
観
山〈
日
月
〉と
岡
田
三
郎
助〈
裸
婦
〉の
調
査
よ
り
―
李
王
家
旧
蔵
日

本
美
術
品
の
所
蔵
経
緯
に
つ
い
て
」、
韓
国
近
現
代
美
術
史
学
会
編『
韓
国
近
現
代
美

術
史
学
』（
第
二
八
集
）、
二
〇
一
四
年
一
二
月
、
二
一
一
か
ら
二
三
九
頁
。
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（ ）78 【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

⑨　

編
者
が
加
え
た
注
は〔　

〕で
示
し
た
。

⑩　

�
適
宜
、
読
点
や
句
点
、
並
列
点
を
付
し
た
。

一�

、
収
載
し
た
史
料
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。�

�

『
日
記
帳
』…�
紙
本
墨
書
・
袋
綴
じ
冊
子
装
、
丁
数
九
六
、�

�
縦
二
四
・
五
㎝　

横
一
六
・
五
㎝　

厚
一
・
三
㎝

【
表
紙
】

日
記
帳

【
表
紙
裏
】

自　

大
正
九
年
七
月
一
日

至
　

大
正
拾
年
十
月
吉�［
廿
］日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
号

�

自　

大
正
九
年
七
月
一
日　
　
　
　
　

�
多
平
記

�

至　

大
正
九
年
十
月
廿
五
日　
　
　
　

�

自　

大
正
九
年
十
月
廿
六
日　
　
　
　

�

英
時
記

�

至　

大
正
十
年
十
月
廿
日　
　
　
　
　

七〔
欄
外
〕月　

七
月

一
日　

晴

横
浜
開
港
記
念
日　

六
拾
一
年
目
の
由
。

発〔
欄
外
〕信　

川
口
誠
三
郎
、
礼
状
。

来〔
欄
外
〕信　

箱
根
、妹
尾
春
太
郎
氏
よ
り
、箱
書
来
る
。
多
分
半
切
揮
毫
の
旨
、共
に
願
ひ
度
い
、

と
の
意
味
な
ら
ん
。
井
上
徳
三
よ
り
、「
う
ち
か
け
」と
云
へ
る
本
五
部
、
送
ら
る
。
中
根

人
夫
、
賃
金
九
拾
九
円
十
二
銭
渡
す
。
但
し
六
月
十
五
日
以
後
の
分
な
り
。

二
日　

晴

画
室
の
障
子
を
簾
と
取
り
換
へ
る
。
す
つ
か
り
夏
の
気
分
に
な
る
。
午
後
、
川
柳
詩
人
、

赤
穂
義
士
会
云
々
の
名
刺
持
参
な
し
某
来
る
。
主
人
不
在
な
れ
バ
後
日
出
直
す
と
て
帰
る
。

来〔
欄
外
〕信　

山
浦
瑞
洲（
封
書
）紋
の
催
足マ

マ

。
四
谷
区
塩
町
一
の
廿
四
。

発〔
欄
外
〕信　

高
橋
蔦
之
助
、
春
草
筆
小
品
、
鑑
定
物
及
び
案
。

内
状（
葉
書
）発
送
の
件
。

三
日　

晴　

南
の
風
あ
り

高
橋
蔦
之
助
の
小
包
出
す
。
伊
藤
栄
市
、
鑑
定
に
来
る
。
初
音
町
時
代
の
作
、
白
菊
と
□

□
の
図（
尺
五
）、
席
画
ら
し
。
真
筆
。
乾
南
陽
氏
来
。
美
信
、
踊
の
図
一
幅
を
残
し
後
二

幅
返
す
。
半
切
と
交
換
に
な
る
ら
し
い
。

四
日　

晴　

日
曜
日

櫻
井
定
次
郎
来
。
法
月
鋭
児
な
る
者
よ
り
日
本
画
家
評
論
と
云
へ
る
本
三
部
来
る
。
こ
れ

に
て
半
切
一
枚
と
云
ふ
。
山
形
、
中
村
大
助
氏
よ
り
封
書（
催
足マ

マ

）あ
り
。
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（ ）77【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

五
日　

晴

静
岡
県
小
山
町
音
淵
、
小
山
正
月
、
鑑
定
物
発
送
し
来
る
。
常
信
の
贋
物
也
。
五
拾
円
、

東
京
会
の
分
、
石
原
氏
へ
立
替
へ
る
。
上
色
消
二
匁
目
、
拾
五
円
六
拾
銭
也
。

東
京
日
本
橋
区
大
伝
馬
町
二
丁
目　

河
本
金
箔
店　

電
話　

浪
花　

一
五
一
七
番　

振
替

口
座　

東
京　

三
〇
二
〇
番

来
ル
九
日
、
保
田
龍
門
氏
を
同
人
に
□
□
す
べ
く
相
談
会
あ
り
。
御
来
会
を
乞
ふ
と
日
本

美
術
院
よ
り
封
書
に
て
申
し
来
る
。

六
日　

晴　

風
あ
り

小
林
正
月
、
小
包
出
す
。

来〔
欄
外
〕信　

井
上
徳
三
、
小
物
催
足マ

マ

。

七
日　

晴

川
村
東
陽
、
箱
書
の
催
足マ

マ

、
葉
書
に
て
申
し
来
る
。
山
形
巳
三
次
郎
氏
来
訪
。

八
日　

晴

浦
山
幾
次
郎
、
鑑
定
品
送
り
越
す
。
尺
五
墨
絵
、
七
夕
ノ
図
。
偽
筆
な
り
。
有
田
音
松
ド

ラ
ツ
ク
商
会
よ
り
妙
な
本
送
り
寄
越
す
。
中
川
忠
順
氏
来
。
午
前
十
時
少
々
過
ぎ
よ
り
四

時
近
く
ま
で
。

九
日　

晴

浦
山
幾
次
郎（
鑑
定
）、
有
田
音
松（
寄
賜
）、
書
留
小
包
に
て
返
送
。
井
上
徳
三
父
来
。
小

品
の
催
足マ

マ

。
亦
、
小
さ
き
枠
張
預
る
。
以
前
の
預
品
と
寸
法
同
じ
。
美
術
院
へ
電
話
に
て

今
日
の
会
議
欠
席
の
旨
話
す
。

東
京
市
外
巣
鴨
謙
和
会
別
館　

中
村
千
代
松　

北
海
道
美
術
展
覧
会
図
録
一
部
、
送
り
来

る
。

十
日　

晴
後
雨
な
り

北
上
未
亡
人
子
息
来
。

十
一
日　

晴
後
雨　

昨
日
と
同
じ
天
好マ

マ

寺
内
新
太
郎
氏
来
。
中
央
美
術
協
会
よ
り
中
元
。
大
阪
、
大
日
本
美
術
株
式
会
社
よ
り
、

鑑
定
品
着
。
寿
老
ノ
図
、
真
筆
也
。

十
二
日　

晴
な
れ
ど
風
あ
り
時
々
地
□
□
起
る

長
井
利
右
衛
門
よ
り
例
年
の
如
く
茶
来
る
。
黒
須
氏
夫
妻
来
訪
。

十
三
日　

晴

大
日
本
美
術
株
式
会
社
、鑑
定
の
幅
返
送
。小
柳
町
大
保�
久
保
の
若
夫
人
来
。琅
玕
洞
主
人
、

中
元
ニ
来
る
。
児
玉
氏
紹
介
の
人
、
山
本
某
来
。

十
四
日　

晴

橋
本
永
邦
氏
来
。
日
親
絵
巻
出
来
て
来
る
。

十
五
日　

晴

渡
辺
実
、
奥
田
某（
高
田
様
紹
介
の
人
）、
柴
田
克
己
氏
の
依
頼
に
て
田
口
卯
之
吉
氏
来
訪
。
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直
接
、
柴
田
氏
へ
延
引
詫
状
差
出
す
様
約
す
。

十
六
日　

晴

東
京
日
日
新
聞
の
佐
々
政
徳
氏
よ
り
、
中
元
来
る
。

来
信　

溝
口
禎
次
郎
氏
よ
り
、
李
王
家
献
上
画
の
催
足マ

マ

。

十
七
日　

晴

高
嶌
屋
、
高
橋
初
郎
氏
来
。
箱
書
預
る
。
塩
瀬
に
観
音
を
描
き
し
も
の
。
午
後
退
院
の
事

に
て
佐
野
病
院
へ
行
く
。

十
八
日　

晴

小
林
正
月
よ
り
山
葵
漬
来
る
。

十
九
日　

晴

浜
中
移
山（
華
山
の
三
組
盆
の
）来
。
半
切
の
催
足マ

マ

。
片
岡
平
兵
衛
氏
来
。
長
野
草
風
氏
の

紹
介
に
て
ト
ン
ボ
を
半
切
と
交
換
と
約
せ
し
人
、
矢
張
催
足マ

マ

に
来
る
。

廿
日　

晴

松
澤
敬
次
郎
氏
来
。
箱
書
渡
す
。

廿
一
日　

晴

別
に
な
し
。

廿
二
日　

晴
な
れ
ど
雨
あ
り
、
大
い
に
凌
ぎ
よ
し
。

水
道
局
よ
り
工
事
の
調
べ
に
来
る
。

廿
三
日　

曇
後
雨

電
話
料
第
一
期
分
、
八
円
八
拾
八
銭（
但
し
第
二
期
の
基
金
も
ふ
く
む
）、
水
道
税
納
む
。

夜
に
至
り
驟
雨
降
る
こ
と
甚
だ
し
。

廿
四
日　

曇
天

町
田
清
治
来
。
雅
邦
先
生
三
幅
対
の
補
修〻
修
の
証
明
書
の
如
き
も
の
を
求
む
。

東
京
牛
込
拂
方
町
廿
五　

田
中
良
助

東
京
会（
神
田
五
軒
町
十
番
地
）よ
り
、
書
留
封
書
に
て
川
崎
銀
行
小
切
手
五
拾
円
来
る
。

石
原
氏
へ
立
替
へ
し
分
な
り
。

廿
五
日　

曇
雨
荒
模
様
な
り

三
尺
巾
、
縦
一
尺
五
寸
分
の
も
の
へ
雨
後
の
富
士（
虹
あ
り
）を
描
き
初
め
ら
る
。
此
の
廿

九
日
の
双
璧
会
の
分
な
り
。

廿
六
日　

晴

奥
村
藻
山
氏
、
母
堂
同
伴
に
て
来
訪
の
由
。
高
嶋
や
へ
箱
書（
観
音
）届
く
。

廿
七
日　

曇
天

石
原
春
秋
氏
来
。
石
川
県
能
美
郡
板
津
村
字
髙
堂　

髙
林
清
之
氏
よ
り
、
昨
廿
六
日
小
包

に
て
菓
子
来
る
。
暑
中
見
舞
な
ら
ん
。
礼
状
出
す
。
齋
藤
隆
三
氏
来
訪
。
石
川
安
助
よ
り
、

9



（ ）75【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

封
書
に
て
後
一
枚
の
尺
八
の
件
云
々
申
し
来
る
。
石
川
の
分
ハ
昨
年
十
一
月
廿
七
日
ニ
渡

せ
し
尺
八
、
問
答（
二
千
円
持
参
）の
外
に
望
む
ら
し
。

廿
八
日　

晴

明
治
神
造
営
局
技
師　

井
上
清
氏
来
訪
。
来
意
ハ
屏
風
の
件
な
り
。
十
月
二
十
日
前
に
入

用
の
由
。
千
葉
不
動
堂　

尾
川
昭
純
氏
よ
り
、
浜
納
豆
来
る
。
水
道
局
よ
り
、
人
夫
四
人

来
り
工
事
を
な
し
て
帰
る
。
此
度
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
高
築
誠
之
助
来
。
谷
中
寺
内
よ
り
、

生
姜
来
る
。

廿
九
日　

晴

石
井
柳
助
氏
よ
り
、
画
集
一
部
贈
ら
る
。
三
尺［
○
］巾
、
横
物「
冨
士
」（
虹
あ
り
）、
尺
八
、

［
○
］横
物（
釣
人
）、
共
に
双
璧
会
の
分
に
て
、
午
後
五
時
頃
御
出
掛
け
の
と
き
御
持
ち
に

な
る
。夜
に
入
り
て
大
分
涼
し
く
な
る
。二
時
ま
で
御
帰
り
を
待
つ
。遂
ひ
に
御
帰
り
な
し
。

卅
日　

晴

今
日
よ
り
、
小
学
校
休
み
に
な
る
。
音
菊
よ
り
、
電
話
あ
り
。
先
生
宿
泊
の
由
。
午
前

十
一
時
御
帰
り
に
な
る
。

卅
一
日　

概
ね
晴
後
曇

櫻
井
定
次
郎
来
訪
。
□�
七
百
円
に
て
尺
五
三
幅
対
を
描
け
と
い
ふ
。
五
拾
円
、
内
金
と
し

て
預
り
を
る
由
。
紀
淑
雄
来
。
税
務
所
員
二
人
来
。

八〔
欄
外
〕月

八
月
一
日　

晴

根
岸
鉄
太
郎
よ
り
、
画
架
一
個
贈
ら
る
。
鉄
道
便
に
て
来
る
。
山
浦
瑞
洲
来
訪
。
伊
東
源

四
郎
よ
り
、
孔
子
の
図
箱
書
に
来
る
。
滞
在
地
ハ
左
の
如
し
。

愛
知
県
知
多
郡
成
光
町
、
大
槗
倉
次
郎
方

二
日　

曇
天
後
雨
な
り

長
谷
宗
吉
よ
り
、
箱
書
に
来
る
。
半
切「
京
の
夕
」。
画
の
蔵
品
の
□〔

整
理
カ
〕理初

め
る
。
七
時
過

ぎ
髙
築
富
次
の
使
、
箱
書
に
来
る
。
尺
八
の
横
物
ら
し
き
に
布
袋
の
袋
に
腰
掛
け
月
を
指

さ
す
図（
墨
絵
淡
彩
）を
持
参
。
よ
く
見
る
に
偽
筆
と
判
明
し
箱
書
断
る
。
観
山
記
の
文
字

の
み
な
れ
ハ
、
箱
裏
を
消
す�
し
て
渡
す
。
新
潟
県
新
潟
市
本
町
通
八
番
地
、
阪
井
淳
一
氏

の
依
頼
の
由
。
油
断
な
ら
ず
。
用
心
〳
〵
。

三
日　

曇
り
後
荒
れ
模
様
ナ
リ

な
し
。

四
日　

曇
後
雨

川
口
誠
三
郎
来
訪
。
尺
五
残
の
催
足マ

マ

。
午
後
風
雨
甚
し
。

五
日　

曇
り
荒
レ
模
様

税
務
所
へ
手
当
金
額
、
歳
費
高
等
書
き
出
し
て
返
送
す
る
。
定
室
�

�

帝
室
技
芸
員
会
費
六
円

支
払
ふ
。
午
後
、
飯
嶌
医
師
を
□
□
し
時
春
様
診
を
乞
ふ
。
大
雷
雨
あ
り
。
午
前
、
島
田

友
春
氏
来
。
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（ ）74 【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

六
日　

晴

章
君
、
英
時
君
、
山
田
様
、
御
同
伴
に
て
冨
士
へ
向
け
て
立
つ
。
石
倉
翠
葉
の
代
人
、
色

紙
の
催
足マ

マ

ニ
来
る
。
小
林
源
太
郎
氏
、
榊
原
氏
の
箱
書（
鯉
魚
）依
頼
さ
れ
て
来
る
。
預
り

置
く
。
夜
、
植
清
公
を
た
の
む
で
来
る
。
明
日
よ
り
来
る
由
。

七
日　

土
曜
日　

雨

終
日
、
降
っ
て
ハ
止
み
、
止
む
で
ハ
降
る
。
入
梅
の
如
し
。「
清
」来
る
も
雨
の
た
め
朝
の

う
ち
帰
る
。

八
日　

雨

朝
よ
り
小
雨
降
る
。
宮
越
正
治
氏
よ
り
、
暑
中
見
舞
と
し
て
例
年
の
如
く
ビ
ー
ル
三
ダ
ー

ス
贈
ら
る
。
礼
状
を
出
す
。
町
田
清
治
よ
り
、
雅
邦
先
生
筆
三
幅
対
、
送
り
来
る
。
富
士

登
山
隊
、
夕
刻
帰
宅
。

九
日　

通
り
雨

引
文
／
七
〇

〔
以
上
欄
外
〕

六

朝
よ
り
降
っ
た
り
照
っ
た
り
す
る
。
町
田
清
治
へ
書
留
に
て
銀
行
小
切
手
、
金
拾
円
返
送

す
。
補
筆
証
明
の
謝
礼
ら
し
。
断
る
。
川
村
東
陽
使
い
箱
書
渡
す
。

十
日　

曇
後
雨

本
所
大
平
町
、
田
中
弘
三
よ
り
、
封
書
に
て
依
頼
画
の
事
に
就
い
て
申
し
来
り
、
現
金
に

て
返
済
を
乞
ふ
旨
申
し
来
る
。
金
田
伝
兵
衛
、
尾
澤
八
郎
右
ヱ
門
等
に
て
大
正
元
年
に
依

頼
せ
し
も
の
。
夜
、
雨
降
る
。

十
一
日　

水
曜
日　

晴

田
中
弘
三
氏
宛
、返
信
出
す
。
何
日
に
て
も
、預
り
証
引
換
へ
に
て
返
金
の
事
、申
し
や
る
。

十
二
日　

曇
後
雨
な
れ
ど
時
々
晴
る

髙
嶋
屋
使
、
京
都
、
飯
田
氏
の
代
理
に
て
来
る
。
殿
塚
な
り
。
箱
ウ
チ
ワ
十
本
の
う
ち
一

本
だ
け
御
染
筆
願
ひ
度
く
、
猶
々
、
暦
の
記
念
画
帖（
尺
三
巾
、
横
物
）も
と
の
事
。
ウ
チ

ワ
十
本
の
う
ち
九
本
ハ
返
済
す
べ
き
事
。

十
三
日　

朝
雨
な
れ
ど
後
晴
れ
る

伊
勢
山
大
神
宮
祭
礼
の
寄
附
金
と
り
に
来
る
。
一
円
渡
す
。
美
術
院
よ
り
、
出
品
の
寸
法

を
聞
合
せ
来
る
。

十
四
日　

概
ね
晴
な
れ
ど
風
雨
の
気
味
有

栃
木
県
足
利
町
二　

恩
田
半
之
助
よ
り
、
客
車
便
に
て
鑑
定
の
幅
来
る
。
偽
筆
な
り
。
図

「
寿
老
」二
五
巾
、
以
前
、
千
登
世
へ
描
き
も
の
。
植
清
へ
三
日
分
六
円
支
払
ふ
。
東
京
時

事
新
聞
記
者　

山
梨
勝
治
氏
、
大
観
氏
名
刺
持
参
に
て
来
訪
。
出
品
画
の
記
事
の
事
な
り
。

玄
関
に
て
帰
す
。
恩
田
半
之
助
、
町
田
清
治
の
小
荷
物
、
鉄
道
に
て
出
す（
公
園
前
扱
）。

運
賃
二
ケ
、
一
円
拾
銭
也
。
山
田
福
太
郎
氏
夫
人
来
。
文〔

文
晁
カ
〕□の

大
幅
、
鑑
定
に
持
参
。
偽

筆
な
り
。
富
関
子
の
件
に
て
、
寺
舘
廣
次
夜
に
入
っ
て
来
る
。
十
一
時
近
く
帰
る
。

〔
欄
外
〕十
五
日

箱
根　

妹
尾
春
太
郎
来
。
半
切
の
催
足マ

マ

。
福
住
楼
、箱
書
持
参
。
墨
絵「
遊
女
の
後
姿
」預
る
。

奥
田
地�
氏（
髙
田
様
紹
介
の
）来
。
こ
れ
も
催
足マ

マ

。
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（ ）73【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

十
六
日　

概
晴

石
原
氏
老
婆
来
。

十
七
日　

晴

島
田
住
美〔

カ
〕氏

来
。
乾
山
の
皿
持
参
。

十
八
日　

晴

奥
様
、
太
田
町
飯
野
氏
宅
ま
で
謝
礼
に
出
ら
る
。
京
都
、
九
州
堂「
白
描
図
」（
美
術
院
寄

附
画
の
う
ち
）鑑
定
ニ
持
参
。

十
九
日　

東
北
の
風　

雨

奥
村
藻
山
氏
来
訪
。
町
田
清
治
よ
り
、
三
幅
対
の
受
取
来
る
。

廿
日　

雨

廿
一
日　

雨

赤
羽
雪
邨
氏
使
、
画
集
一
部
持
参
。

廿
二
日　

雨
後
晴

奥
村
氏
、
依
頼
の
幅
、
塩
川
へ
廻
す
。
二
十
三
円
に
て
出
来
る
由
。

廿
三
日　

晴

本
郷
田
町
の
奥
様
、
御
光
来
。
一
泊
。
加
奈
太
サ
ン
生
命
保
険
会
社
、
書
面
一
通
出
す
。

廿
四
日　

晴

田
町
奥
様
御
帰
り
。
山
口
使
、色
紙
直
し（
冨
士
）、箱
書
渡
す
。
伊
東
源
四
郎
、箱
書
返
送
。

廿
五
日　

晴

神
戸
新
聞
社
員　

米
津
獨
坐
氏
来
。
尺
八
の
催
足マ

マ

。
来
月
廿
日
頃
、
展
観
の
予
定
。

廿
六
日　

曇
天

美
術
院
鑑
別
に
て
、
先
生
御
出
京
。
午
後
四
時
前
帰
宅
。
午
前
、
千
葉　

島
田
友
春
氏
来
。

廿
七
日　

曇
天

先
生
、
午
後
七
時
半
頃
帰
宅
。
十
時
頃
、
報
知
新
聞
よ
り
電
話
に
て
、
今
日
の
鑑
別
の
感

想
を
聞
き
度
き
由
。

廿
八
日　

概
ね
晴

今
日
よ
り
絵
を
初マ

マ

め
ら
る
。
山
水
の
下
図
が
付
け
ら
れ
て
あ
る
。

廿
九
日　

晴

小
玉
氏
来
訪
。

卅
日　

晴

東
神
火
災
保
険
会
社
員　

髙
柳
良
助
氏
来
。
群
馬
県
利
根
郡
、
小
野
伝
右
ヱ
門
氏
が（
令

兄
の
由
）、
昨
年
六
月
頃
、
御
依
頼
せ
し［
と
云
ふ
］画
帖
の
催
足マ

マ

。
一
寸
、
失
念
す
。
覚

え
な
し
。
電
話
本
局
四
四
八
七
番（
会
社
）。
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（ ）72 【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

卅
一
日　

晴　

二
三
日
来
甚
だ
暑
し

時
春
君
の
為
め
、
看
護
婦
一
人
呼
ぶ
�

�

ま
ね
く
。
昨
日
ハ
飯
野
氏
と
堀
医
師
と
立
合
し
て
戴

く
。
英
時
君
、
夜
、
東
京
行
。

九〔
欄
外
〕月

九
月
一
日　

二
百
十
日　

晴
。

午
前
七
時
、
美
術
院
展
会
場
へ
御
出
掛
け
。
博
物
館
、
溝
口
様
李
王
家
の
幅
、
春（
冨
士

に
半
月
の
図
）、
秋（
山
に
太
陽
、
絵
巻
風
の
壁カ

様
の
山
）。
二
幅
御
届
け
す
。

二
日　

曇
天　

時
雨
あ
り

午
前
七
時
、
先
生
御
出
ま
し
。
天
心
零
社
祭
な
り
。
津
田
藤
太
郎
氏
来
訪
。
水
道
工
事
費
、

二
拾
八
円
五
十
銭
納
む
。
午
後
五
時
、
先
生
帰
宅
。

三
日　

曇
後
驟
雨
あ
り

長
谷
の
雛
屏
風
初
む
。
老
松
な
り
。

四
日　

雨

林
の
奥
様
御
来
訪
。
山
浦
瑞
洲
来
。
三
拾
円
を
御
菓
子
料
と
し
て
包
み
き
た
り
。
絖
筆�

［
絹
］二
枚
の
外
、
半
切
一
枚
を
依
頼
し
た
き
と
云
ふ
。
断
る
。
絖
筆�
絹
ハ
、
近
々
出
来
な

れ
ば
、
何
れ
出
来
の
上
ハ
送
る
か
ら
と
返
答
な
す
。
午
後
殆
ん
と
雨
小
な
る
風
さ
へ
出
る
。

二
百
十
日
に
暴
れ
も
せ
ず
、
此
の
二
三
日
雨
な
ど
は
け
し
く
降
る
。

五
日
晴

奥
村
藻
山
、
小�［
児
］玉
素
行
、
藤
田
青
花
、
山
本
、
下
の
兄
等
、
五
人
画
室
へ
来
り
研
究

会
を
こ
し
ら
へ
る
の
何
か
の
と
相
談
な
し
帰
る
。
先
生
存
ぜ
ぬ
事
な
り
。
飯
野
氏
宅
へ
電

話
に
て
、明
日
の
往
診
を
乞
ふ
。時
春
様
、大
分
悪
し
。夜
、堀
医
師
を
乞
ふ
て
診
察
を
願
ふ
。

六
日　

晴

島
田
友
春
氏
来
。
越
後
の
小
管
充
氏
来
訪
。
八
王
子
市
お
伊
楚
へ
、
招
待
券
四
枚
送
く
る
。

茨
城
県
金
江
沢
、
青
野
き
の
え
な
る
者
、
封
書
に
て
絵
が
ほ
し
い
と
て
、
自
分
ハ
今
逆
境

に
居
る
か
ら
充
分
な
礼
ハ
出
来
な
い
。
わ
づ
か
二
拾
円
、
貯
蓄
せ
し
分
を
差
上
け
度
い
と

云
ふ
。
不
在
の
旨
返
事
出
す
。

七
日　

晴

石
原
氏
来
。
倉
林
氏
の
弟
と
云
ふ
人
、
盆�
盃
を
持
参
な
し
、
例
の
絵
、
本
日
中
に
頂
戴
出

得
る
か
と
云
ふ
。島
田
友
春
氏
、［
○
］尺
八
に
水
鶏［
ク
ヒ
ナ
］ノ
図
発
送
。長
谷
栄
吉
氏
来
。

雛
屏
風［
○
］一
つ
、
並
び［
○
］尺
八
納
涼
ノ
図
、
一
枚
渡
す
。
雛
屏
風
の
潤
筆
料
と
し
て

金
七
百
円
持
参
。
受
取
出
す
。
外
一
百
円
を
出
し
半
切
一
枚
、
新
に
依
頼
す
。

八
日　

慨マ
マ

晴

山
田
様
と
飯
野
様
宅
へ
伺
ふ
。
時
春
様
の
事
に
て
意
見
を
問
ふ
。
島
田
様
よ
り
、
卵
沢
山

来
る
。

九
日　

晴

小
管
充
氏
、
尺
八
、
牧
童
一
枚
発
送
。
図
、
牛
ニ
二
人
の
牧
童
眠
る
。
小
諸
、
島
田
常
蔵
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（ ）71【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

氏
よ
り
、
桃
一
箱
来
る
。

十
日　

曇
後
雨

泰
文
社
よ
り
、
箱
書（
鷺
ニ
鳥
双
幅
真
筆
）の
為
め
送
り
来
る
。
中
村
岳
陵
氏
来
訪
。

十
一
日　

雨
後
晴

午
後
四
時
半
、
三
宅
博
士
を
桜
木
町
駅
へ
迎
ふ
。
大
胡
医
師
と
立
合
ひ
の
上
、
診
察
済
む
。

七
時
頃
、
自
動
車
に
送
く
る
。

十
二
日　

日
曜
日　

晴

三
宅
博
士
宅（
小
石
川
竹
早
町
七
六
）へ
御
礼
に
行
く
。
松
島
勝
之
助
、
大
塚
弥
太
郎
の
使

ひ
に
て
来
り
、
先
日
の
一
万
円
の
一
件
の
書
類
、
返
済
の
請
求
を
申
し
来
る
由
。
名
古
屋

新
聞
の
社
員
と
云
ふ
人
二
人
来
り
、
大
名
古
屋
市
の
記
念
展
観
の
出
品
画
を
依
頼
に
来
り

た
る
由
。

十
三
日　

晴

山
浦
瑞
洲
、
依
頼
画
絹
絖［
○
］二
枚
、
維
摩
、
布
袋
、
半
切
、
書
留
便
ニ
て
出
す
。
泰
文

社
依
頼
の
箱
書
、
鷺
と
烏（
双
幅
）、
書
留
に
て
発
送
。
名
古
屋
朝
日
新
聞
社
美
術
部
よ
り
、

十
週マ

マ

年
記
念
展
観
の
寄
附
申
し
来
る
。
紙
巻
一
本
、
並
び
に
封
書
来
る
。
溝
口
禎
次
郎
氏
、

宮
内
省
の
代
理
に
て
李
王
家
献
上
画
の
謝
礼
ニ
来
る
。
金
八
百
円
也
。

十
四
日　

曇

黒
須
氏
来
。
観
山
画
集
第
三
持
参
。
名
古
屋
朝
日
新
聞
社
宛
小
包（
捲マ

マ

き
も
の
）返
送
。
明

治
神
宮
下
□
�

�

屏
風
ノ
下
図
、
初マ

マ

め
ら
る
。
三
宅
博
士
の
手
紙
を
持
参
な
し
石
井
と
か
云
ふ

看
護
人
、
夕
刻
来
る
も
一
先
返
す
。

十
五
日　

雨

長
野　

柴
田
克
己
氏
よ
り
、
林
檎
一
箱
着
。
高
嶌
や
美
術
部　

殿
澤
来
。
小
品
物
催
足
。

本
月
一
ぱ
い
の
由
。
水
戸　

渡
辺
定
氏
来
。
雨
後
の
朝
渡
す
。（
二
尺
五
寸
、
小
切
）横
物
、

筆
料
未
納
。

十
六
日　

雨
晴

高
谷
豊
之
助
氏
使　

安
田
市
太
郎
来
。
預
り
の
画
帖
一
先
返
す
。
大
観
氏
よ
り
電
話
あ
り
。

十
七
日　

晴

島
田
友
春
来
。
観
音
の
幅（
宅
磨
の
白
磁
）持
参
。
美
術
院　

名
取
氏
、
箱
書
持
参
。「
魚

境カ

」の
蓋
な
り
。
預
る
。

十
八
日　

晴

午
前
七
時
半
、
先
生
、
京
橋　

辰
澤
様
ま
で
御
出
に
な
る
。
精
藝
出
版
合
資
会
社
員　

宮

木
直
一
氏
来
。
来
意
ハ
現
代
大
家
集
を
つ
く
らマ

マ

か
ら
五
点
程
、
御
知
ら
せ
願
ひ
度
し
と
云

ふ
。

十
九
日　

慨マ
マ

ね
晴

奥
様
等
、
院
展
へ
御
出
掛
け
。
村
松
雨
石
同
道
に
て
石
原
様
画
室
へ
上
る
。
島
田
悦
山
来
。

国
勢
調
査
員
来
る
。
高
築
富
次
使
、
箱
書
持
参
。
扇
面
、
石
革

〔
鞏
カ
〕、

白
藤
、
色
紙
、
落
苔
、
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扇
面
は
何
れ
も
丸
万
堂
へ
描
き
し
も
の
。

二
十
日　

曇
天

大
塚
源
太
郎
、
預
り
し
書
類（
銀
行
手
形
等
）返
送
す
。

二
十
一
日　

晴

大
塚
源
太
郎
氏
よ
り
、
受
取
り
の
端
書
来
る
。

来〔
欄
外
〕信　

小
林
源
太
郎（
箱
書
催
促マ

マ

）。

万
葉
支
吉（
岐
阜
県
麻
生
野
小
学
校
長
）

発〔
欄
外
〕信　

小
林
源
太
郎
氏
、
出
来
通
知
。

髙
田
早
苗
氏
来
訪
。
小
野
善
兵
衛
代
人（
本
人
の
弟
と
称
す
男
）来
。
画
帖（
松
雪
積
り
）渡

す
。

二
十
二
日　

慨マ
マ

ね
晴

山
形
己
之
次
郎
氏
、石
燈
籠
の
事
に
て
袢
天マ

マ

を
着
た
男
一
人
連
れ
来
る
。南
米
岳
来
。尺
五
、

依
頼
の
件
な
り
。

二
十
三
日　

彼
岸
仲
日　

曇
天

明
治
神
宮
造
営
局
の
井
上
清
氏
来
。
画
室
へ
通
す
。
静
岡　

長
倉
太
郎
氏
来
。

二
十
四
日　

晴

奥
様
、東
京
へ
御
出
掛
け
に
な
る
。
税
務
所
の
官
吏
来
る
。
山
田
様
に
出
て
戴
く
。
石
原
様
、

午
後
よ
り
屏
風
の
手
伝
ひ
。

廿
五
日　

曇
天

長
野
草
風
、
山
村
耕
花
、
外
一
人
同
伴
来
訪
。
山
村
氏
、
ト
ン
ボ
玉
置
い
て
帰
ら
る
由
。

山
宮
半
四
郎
氏
よ
り
来
信
。

廿
六
日　

曇
天

旧
暦
十
五
夜
ニ
当
る
。
来
客
も
な
し
。

廿
七
日　

曇

留
守
中
、
竹
内
常
吉
来
り
、
大
森
尼
瀬
門
氏
の
幅
預
り
あ
る
や
否
や
聞
き
ゝマ

マ

に
来
る
由
。

廣
業
、
玉
堂
の
対
幅
に
て
先
生
の
梅
と
三
幅
に
す
る
由
。

廿
八
日　

曇

午
前
七
時
前
、
美
術
院
へ
御
出
掛
け
に
な
る
。
柿
沼
氏
よ
り
、
電
話
に
て
箱
書
を
と
り
に

来
る
由
申
し
来
る
。
十
時
半
頃
御
帰
り
。

廿
九
日　

雨

午
後
よ
り
御
出
掛
け
に
な
る
。
夜
に
な
り
て
雨
繁
く
降
る
。

卅
日　

雨

朝
か
ら
雨
、
見
事
な
降
り
様
な
り
。
夜
十
時
過
、
下
の
春
田
と
云
ふ
家
よ
り
電
話
あ
り
。

堤
が
潰
れ
て
家
の
一
部
を�

�

し
た
由
通
知
あ
り
。
十
一
時
、
益
々
荒
れ
る
。
雨

の
音
の
み
強
し
。
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十〔
欄
外
〕月

十
月
一
日　

晴
�

一
過
見
事
に
晴
れ
る
。

�

四
ケ
所
、
早
速
、
平
塚
を
呼
ぶ
。
損
害
甚

だ
多
し
。
被
害
を
□�
受
け
し
二
三
の
家
へ
見
舞
へ
に
ま
わ
る
。
平
塚
の
手
に
て
土
方
来
る
。

坪
井
、
木
下
氏
来
。
箱
書
渡
す
。
柿
沼
氏
の
分
も
渡
す
。
小
柳
町
大
久
保
よ
り
電
話
に
て

見
舞
あ
る
。
大
阪
高
嶌
屋
よ
り
電
報
に
て
見
舞
。

二
日　

晴
後
曇

植
清
、
十
六
人
、
五
分
、
分
金
三
拾
三
円
渡
す
。
石
原
様
、
昨
日
も
今
日
も
来
ら
ず
。
寺

内
新
太
郎
氏
来
。
午
後
三
時
半
頃
、
先
生
東
京
へ
御
出
ま
し
。

三
日　

晴

奈
良
新
弥
様
よ
り
、
梨
贈
ら
る
。
山
本
良
次
郎
氏�

�
よ
り
、
風
害
見
舞
状
来
る
。

神
戸
新
聞�

�

氏
来
。
高
嶌
や　

殿
澤
来
。
南
米
岳
来
。
箱
書
、
春
草
双
幅
、
蓬

莱
の
図
に
て
大
観
の
箱
書
な
り
なマ

マり
。

四
日　

晴
後
雨
模
様

中
畑
米
次
郎
氏
よ
り
、
松
茸
到
来
せ
る
も
、
全
部�

�

し
て
あ
る
。
琅
玕
洞
来
。

安
立
寺　

山
田
時
氏
よ
り
、
見
舞
□
来
。
小
林
源
太
郎
氏
、
手
紙
持
参
せ
し
日
本
橋
の
樋

口
の
使
へ
箱
書「
遊
魚
」、
渡
す
。

五
日　

晴

午
後
三
時
、
辰
澤
氏
の
招
待
に
て
亀
嶋
町
偕
楽
園
へ
御
出
ま
し
。
十
一
時
頃
、
御
帰
宅
。

石
原
氏
不
来
。

六
日　

曇
天

太
谷
の
代
人
、
地
所
の
件
に
て
来
。
東
京
の
後
藤
氏
よ
り
、
電
話
に
て
面
談
申
込
み
来
る
。

十
四
日
、
午
前
十
時
頃
を
約
す
。
千
葉　

和
田
新
氏
、
箱
根　

妹
尾
氏
よ
り
、
催
足マ

マ

の
書

翰
来
る
。

七
日　

晴

比
叡
山
延
暦
寺
よ
り
、
松
茸
到
来
。
京
都　

田
中
金
三
郎
よ
り
、
松
茸
到
来
。

八
日　

晴

斎
藤
隆
三
氏
来
。

九
日　

晴

島
田
友
春
氏
来
。

十
日　

晴

朝
、
堀
口
氏
へ
電
話
を
掛
け
る
。
下
の
春
木
氏
宅
を
訪
ふ
。
破
損
せ
し
屏
ハ
髙
橋
源
三
と

か
云
ふ
出
入
の
者
の
手
に
て
、
修
復
さ
せ
る
由
。
倉
林
外
七
氏
、
堀
口
氏
、
屏
風
を
見
に

来
る
。
泰
文
社
の
使
、金
地
屏
風
半
双（
二
枚
曲
）、鑑
定
ニ
持
参
。
席
画
ら
し
き「
黄
初
平
」

な
り
。
四
十
二
三
年
頃
の
作
。
青
山
南
町
五
ノ
三
三　

内
山
栄
吉
氏
、
買
取
し
由
。
内
山

氏
宛
葉
書
に
て
真
筆
の
由
申
し
送
く
る
。
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十
一
日　

慨マ
マ

ね
晴

高
嶌
屋
使
、
半
切
の
催
足
ニ
来
る
。
廿
日
、
大
阪
に
て
展
観
の
由
。
岩
崎
氏
、
本
牧
学
校

教
師
、
屏
風
を
見
に
来
る
。
青
木
鎌
太
郎
、
箱
書
に
来
る
。
小
品「
稲
妻
」。
越
後　

桑
原

藤
右
ヱ
門
よ
り
、
梨
十
三
個
到
来
す
。
午
後
、
国
民
、
大
和
、
朝
日
、
時
事
新
聞
記
者
来
。

御
屏
風
の
件
の
記
事
の
事
に
就
い
て
。

十
二
日　

曇
天

寺
内
新
太
郎
、
井
上
清
氏
、
御
屏
風
受
取
に
来
る
。
午
後
、
自
動
車
に
て
送
く
る
、
横
浜

駅
ま
で
。
佐
藤
栄
市
使
、
箱
書
に
来
る
。
尺
五
、
粗
画「
白
菊
」。
岡
野
拾
策
氏
、
春
田
の

件
に
て
来
。
山
田
様
会
ふ
。

十
三
日　

雨

山
形
己
之
次
郎
氏
、
夫
人
同
伴
に
て
下
の
下
村
ま
で
来
り
、
御
屏
風
拝
見
の
為
め
な
る
も
、

発
送
後
故
断
る
。
大
観
氏
よ
り
封
書
一
、
書
留
一
、
来
。
京
都
出
品
の
絵
に
故
障
の
生
せ

し
と
云
。
斎
藤
隆
三
氏
よ
り
、
電
話
、
明
治
神
宮
拝
観
の
事
と
京
都
出
品
画
の
件
。

十
四
日　

晴

後
藤
良
、
北
澤
楽
天
氏
来
訪
。
画
室
へ
通
る
。
神
戸
新
聞
社
の
依
頼
、
尺
八「
錦
木
」（
錦

木
の
下
に
二
本
の
百
日
草
あ
り
）、
書
留
に
て
出
す
。
辰
澤
氏
宛
封
書
二
通
出
す
。
一
つ

ハ
書
留
。
植
清
、
廿
六
円
支
払
ふ
。

十
五
日　

晴

午
後
八
時
に
て
京
都
へ
御
立
ち
。
同
車
中
、
斎
藤
隆
三
、
中
村
岳
陵
氏
な
と
あ
り
。

十
六
日　

晴

大
掃
除
を
な
す
。
畳
屋
二
人
、
手
伝
ひ
に
頼
む
。
横
浜
日
々
新
聞
記
者
来
。

十
七
日　

雨

小
倉
市　

藤
田
弥
五
郎
氏
宛
、
返
事
出
す
。
山
形
よ
り
の
男
三
人
、
石
燈
籠
そ
な
へ
の
た

め
庭
を
見
に
来
る
。

十
八
日　

晴

沼
津
銀
行
へ
返
事
出
す
。
松
嶌
勝
之
助
へ
端
書
に
て
出
来
の
通
知
出
す
。
奥
田
氏
来
。
電

燈
会
社
よ
り
、
電
球
等
調
べ
に
来
る
。
髙
嶌
屋（
京
橋
）よ
り
、
電
話
に
て
催
足マ

マ

。

十
九
日　

慨マ
マ

ね
晴

神
戸
新
聞
社　

米
津
氏
よ
り
、
端
書
に
て
受
取
来
る
。

廿
日　

曇
後
雨

寺
内
へ
屏
風
を
見
に
行
く
。
未
た
仕
上
ら
ず
。
明
後
廿
二
日
に
出
来
の
由
。
松
嶌
勝
之
助
、

尺
五（
菩
提
樹
の
下
に
坐
の
老
人［
○
］あ
り
。
画
題
は「
静
寂
」と
の
由
）一
枚
渡
す
。
旅
行

先
き
の
先
生
よ
り
、
荷
物
の
み
先
き
に
送
り
来
る
。
二
三
日
中
に
は
御
帰
り
な
ら
ん
。

廿
一
日　

雨

終
日
雨
。
別
し
て
事
も
な
し
。
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廿
二
日　

曇
天

吹
き
降
り
な
る
も
午
後
に
止
む
。
別
し
て
崩
れ
も
な
し
。
水
道
局
よ
り
、
水
漏
の
と
こ
ろ

修
繕
ニ
来
る
。
植
清
、
午
後
よ
り
来
る
。
先
生
よ
り
、
明
朝
七
時
帰
宅
と
の
電
報
来
る（
午

後
十
一
時
過
ぎ
の
由
）。

廿
三
日　

曇
天

朝
八
時
前
、
先
生
御
帰
り
。
中
村
大
観
氏
よ
り
、
松
茸
一
籠
至
来
。
大
阪
髙
嶌
や
よ
り
の

小
荷
物
着
。
内
務
省　

井
上
氏
よ
り
、電
話
に
て
明
後
廿
五
日
、神
宮
拝
観
の
事
申
し
来
る
。

夜
、
法
隆
寺
、
醍
醐
寺
、
髙
山
藤
右
衛
門
、
髙
嶌
屋
へ
礼
状
書
く
。

廿
四
日　

晴

南
米
岳
、
カ
タ
ロ
グ
一
部
持
参
。
京
都　

中
村
大
観
使
、
催
足マ

マ

に
来
る
。
明
治
神
宮
造
営

局
よ
り
、
来
月
一
日
、
鎮
座
祭
の
招
待
状
来
。

廿
五
日　

晴

先
生
初
め
一
同
、
明
治
神
宮
、
拝
観
す
べ
く
出
京
。
同
行
十
六
七
人
。

コ
レ
ヨ
リ
以
下
英
時
記
ス

●
大
正
九
年
十
月
二
十
六

〔
以
上
欄
外
〕

日

二
十
六
日（
火
）　

快
晴

午
前
。
精
藝
出
版
合
資
会
社
員　

宮
本
直
一
氏
、
会
社
発
行
の
現
代
大
家
名
画
集
刊
行
の

件
に
付
来
訪
。
横
浜　

茂
木
氏
の
使
、
木
村
武
山
氏
筆
、
達
磨
之
図
の
箱
書
、
依
頼
に
て

来
訪
。
預
か
ら
ず
。

午
後
。
島
田
悦
山
氏
、
南
葵�［
紀
］美
術
会
ノ
代
表
ニ
テ
、
桐
箱
入［
○
］画
帳
持
参
。
依
頼

に
応
ず
。
期
間
不
定
。

ス〔
欄
外
〕ミ

和
歌
山
県
紀
伊
新
和
歌
ノ
浦
の
米
榮
旅
館
支
店
よ
り
、
か
ま
す
の
糟
漬
一
樽
、
鉄
道

便
に
て
着
。

二
十
七
日（
水
）　

曇
後
雨

ス〔
欄
外
〕ミ

午
後
、
下
村
伯
父
上
、
双
璧
会
会
員
の
箱
書
持
参
。
観
音
之
図
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
本
郷
湯
島
六
ノ
二
八
、
萩
原
文
一
氏
の
使
箱
書
持
参
。
図
は
桜
樹
下
の
公
卿
。

両
者
共
、
期
間
不
定
。

半〔
欄
外
〕

ズ
ミ
東
京
小
石
川
区
関
口
町
二
〇
〇
、
奥
田
芳
彦
氏
よ
り
来
信
。
近
々
来
訪
の
由
。

ス〔
欄
外
〕ミ�

�

和
歌
の
浦
米
榮
旅
館
へ
礼
状
発
信
。

二
十
八
日（
木
）　

快
晴

ス〔
欄
外
〕ミ

午
後
、
島
田
友
春
氏
、
溝
口
禎
次
郎
氏
の［
○�
］絵
絹
持
参
。

ス〔
欄
外
〕ミ

大
阪
市
南
区
日
本
橋
筋
一
丁
目
東
北
角　

奥
田
弥
生
氏
よ
り
、
鉄
道
便
に
て
松
茸
一

籠
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

わ
ん
や
主
人
、
双
璧
会
の
用
件
に
て
来
訪
。

ス〔
欄
外
〕ミ

大
阪
市
南
区
日
本
橋
の
奥
田
氏
よ
り
、
松
茸
の
案
内
�

�［
送
］状
着
。
当
日
直
ち
に
礼
状

を
発
す
。

半〔
欄
外
〕

ス
ミ
大
阪
市
西
区
江
戸
堀
南
通
一
丁
目
二
〇　

飯
田
呉
服
店
美
術
部
よ
り
、［
○�
］紙
本

の
催
促
状
着
。
倉
嶋
次
之
亮
氏
よ
り
、
近
々
揮
毫
依
頼
の
為
、
扇
面
一
枚
発
送
の
由
来
信
。

例
の
小
林
正
月
よ
り［
○
］画
の
催
促
来
る
。
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二
十
九
日（
金
）　

曇

ス〔
欄
外
〕ミ

午
前
、
横
浜
久
保
山
停
留
場
工　

三
浦
李
岳
氏
よ
り
、
横
浜
日
々
新
聞
、
五
六
枚（
中

央
一
枚
の
第
一
面
に
父
に
過
日
面
会
せ
し
時
の
感
想
文
掲
載
と
あ
り
た
り
）着
。
午
後
夕

刻
、
高
村
光
雲
氏
照
会
に
て
、
天
賞
堂
店
員　

亀
田
福
松
氏
、［
○
］色
紙
四
枚（
内
三
枚

は
鳥
ノ
子
、
一
枚
は
裏
箔
）持
参
。
期
間
不
定
。

三
十
日（
土
曜
日
）　

雷
雨
後
晴

午
前
、
英
時
、
上
京
、
後
れ
て
母
喜
久
世
、
弘
、
上
京
す
。
共
に
林
伯
母
帰
京
せ
ら
る
。

宮
内
省
調
度
頭　

吉
田
平
吾
氏
よ
り
、
過
一
月
御
依
頼
の
皇
后
ノ
宮
御
風
呂
先
御
屏
風
に

関
す
る［
○
］催
促
状（
書
留
）着
。

午
後
、山
田
叔
父
来
訪
、雑
談
す
。（
以
上
小
生
留
守
ニ
付
章
兄
記
ス
）。
南
葵
育
英
会
よ
り
、

例
会
の
通
知
書（
往
復
葉
書
）着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

島
田
友
春
氏
よ
り
、
溝
口
氏
新
築
祝
ひ
の
絵
、
来
月
十
日
頃
揮
毫
の
こ
と
、
及
骨
董

買
付
け
の
可
非
を
問
ふ
手
紙
着
。
齋
藤
隆
三
氏
よ
り
、
神
宮
御
屏
風
写
真
発
送
の
こ
と
、

ス〔
欄
外
〕ミ

及
予
て
依
頼
の
二
尺
物
の［
○
］催
促
状
着
。

三
十
一
日（
日
曜
日
）　

晴

ス〔
欄
外
〕ミ

午
前
、
新
潟
県
蒲
原
郡
金
沢　

渡
邊
僖
四
郎
氏
よ
り
、
梨
の
送
り
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

芝
巴
町
六
一　

中
村
平
兵
衛
氏
よ
り
、
箱
書
の
依
頼
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

右
、
中
村
氏
に
直
ち
に
返
信（
往
復
端
書
の
）に
て
、
承
諾
の
通
知
を
為
す
。
黒
須
廣

吉
氏
、
観
山
会
の
日
取
撰
定
、
及
来
年
旅
行
先
の
選
定
、
相
談
に
来
る
。
予
て
貸
与
せ
し

雅
邦
翁
の
画
幅
を
持
参
。

ス〔
欄
外
〕ミ

山
手
本
町
警
察
署
武
術
教
師　

田
口
巳
之
吉
氏
、
信
州　

柴
田
克
巳
氏
の
代
理
に
て
、

［
○
］小
点
物
の
催
促
に
来
る
。
来
月
二
十
五
日
迄
と
の
こ
と
。

ス〔
欄
外
〕ミ

府
下
田
端
一
八
三
滑
川
方　

勝
渓
彫
金
会
発
起
人
一
同
よ
り
、
会
の
報
告
書
来
。
倉

嶋
次
之
亮
氏
よ
り
、
予
て
通
知
あ
り
し［
○
］扇
面
郵
便
小
荷
物
に
て
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

午
後
。
齋
藤
隆
三
氏
よ
り
、
写
真
二
葉
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

奥
田
芳
彦
氏［
○�
］半
折�［
切
］一
枚
、
依
頼
の
為
来
訪
。
早
々
に
要
す
る
と
の
こ
と
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
牧
学
校
長　

人
見
鹿
太
郎
氏
の
勤
続
三
十
年
紀
念
祝
賀
贈
呈
に
当
つ
べ
き
寄
附
金

募
集
に
、
発
起
人
一
同
来
訪
。

十〔
欄
外
〕

一
月

十
一
月
一
日（
月
曜
日
）　

曇
後
雨

小
林
正
月
よ
り
、
例
の
駄
句
一
二
、
及［
○
］催
促
の
葉
書
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
牧
小
学
校
よ
り
寄
附
金
の
催
促
に
小
使
来
る
。
寄
附
金
と
し
て
金
五
円
を
人
見
校

長
に
呈
出
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

建
畠
大
夢
氏
よ
り
招
待
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

山
田
伯
父
上
、
明
治
神
宮
鎮
座
祭
に
参
列
せ
ら
れ
、
餅
一
折
、
及
祝
盃
一
箱
の
御
供

物
を
分
譲
せ
ら
れ
た
り
。

十
一
月
二
日（
火
曜
日
）　

快
晴

章
、
英
時
、
山
田
の
伯
父
上
と
共
に
、
青
山
外
苑
競
馬
場
に
於
け
る
流
鏑
馬
を
観
覧
に
出

か
く
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
牧
小
学
校
校
長　

人
見
鹿
太
郎
氏
寄
附
金
の
礼
に
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
麹
町
区
飯
田
町
三
丁
目
九
番
地　

株
式
会
社
能
楽
書
院
よ
り
、
縦
一
尺
五
寸
、

横
一
尺
位
の
本（
内
様�［
容
］未
見�［
知
］）小
包
郵
便
に
て
着
。
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ス〔
欄
外
〕ミ

能
楽
書
院
よ
り
、
能
面
大
観
内
容
見
本
郵
便
に
て
着
。

十
一
月
三
日（
水
曜
日
）　

曇
後
雨

ス〔
欄
外
〕ミ

午
後
、
髙
橋
敏（
中
根
岸
町
百
八
番
地
安
楽
寺
横
丁
）夫
人
は
、
亡
夫（
高
橋
廣
湖
氏
）

の
香
奠
御
礼
と
し
て
香
合
一
個
持
参
す
。
三
溪
園
、
河
田
氏
、
樋
口
氏
の
揮
毫
依
頼
の
件

に
付
来
訪
。

ス〔
欄
外
〕ミ

明
治
神
宮
御
屏
風
写
真
二
葉
、
二
三
日
の
間
貸
与
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

湯
島
六
ノ
二
八　

萩
原
文
一
氏
使
、
箱
書
の
催
促
に
来
る
。
両
三
日
中
に
右
所
に
届

け
遣
ス
約
束
な
り
。

ス〔
欄
外
〕ミ

山
形
氏
、
夕
方
石
燈
籠
の
件（
全
く
謝
絶
す
）に
付
い
て
来
訪
。
明
治
神
宮
表
参
道
新

設
記
念
と
し
て
、
純
銀
盃
一
対（
服
部
製
）下
さ
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

和
歌
山
市
本
町
一
丁
目　

髙
山
藤
右
衛
門
氏
よ
り
、
父
立
寄
り
の
際
揮
毫
せ
し
物
の

礼
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

駒
込
林
町
一
〇
五
、
関
如
来
氏
よ
り
、
二
三
日
中
に
来
訪
の
こ
と
、
及
観
山
画
集
発

行
の
日
を
問
ひ
合
は
す
手
紙
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

審
美
画
会
よ
り
審
美（
十
一
月
号
）着
。

十
一
月
四
日（
木
曜
日
）　

快
晴

宮
川
大
壽
氏（
麻
布
区
箪
笥
町
五
番
地
）、
予
ね
て
依
頼
の［
○
］尺
五
、一
枚
の
催
促
に
来

る
。
預
り
あ
り
し
小
包
、
郵
便
及
為
替
受
取
。

ス〔
欄
外
〕ミ

及
、
母
よ
り
、
指
出
せ
し
金
卅
円
の
受
取
等
を
返
す
。
揮
毫
取
急
ぎ
。

東
京
市
四
谷
区
南
寺
町
二
三
番
地　

板
東
勘
七
氏
、
叡
山
延
暦
寺
地
方
部
長　

坊
城
英
巖

氏
の
発
起
に
か
ゝ
る
思
想
問
題
研
究
所
と
云
ふ
の�
如
き
観
音
を
本
尊
と
す
る
、
宣
伝
道
場

な
る
も
の
を
起
す
る
に
付
、
勧
進
帳
内
に
寄
附
と
し
て
貼
り
付
く
る［
○
］小
点
物（
本
尊

の
観
音
の
現
物
大
、
或
は
引
延
の
図
を
描
く
こ
と
）の�
依
頼
に
来
訪
。
四
五
日
後
に
再
び

相
談
に
来
訪
の
由
。
観
音
像［
○�
］写
真
二
枚�
葉（
実
物
大
の
も
の
及
引
延
し
の
も
の
）預
る
。

揮
毫
期
間
、
不
定
。

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
橋
の
経
師
職　

根
岸
氏
の
使
、
予
て
依
頼
の
箱
書
二
幅（
図
は
髙
士
及
紅
葉
）を

取
り
に
来
る
。
二
幅
と
も
間
違
な
く
渡
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

又
観
山
会

�

�

�［
員�
］井
上
辰
九
郎

�

�

�［
徳
三
］氏
に
揮
毫
し
上
げ
し
書
初
め
の
図
一
幅
、
箱
書

依
頼
の
為
、
預
け
行
き
た
り
。
期
間
不
定
、
近
い
内
に
。

ス〔
欄
外
〕ミ

髙
島
屋
呉
服
店
美
術
部　

髙
橋
初
郎［
○
］半
□�［
切
］紙
本
一
枚
、［
○
○
�

�

］画
帳
一
冊
、

［
○�
］小
点
物（
尺
五
を
長
さ
七
八
寸
に
切
り
し
横
物
）一
点
の
催
促
に
来
訪
。
十
三
日
の
展

覧
会
迄
に
間［
に
］合
ふ
様
、
揮
毫
の
こ
と
。
多
平
君
よ
り
百
目
柿
一
箱
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

審
美
画
会
よ
り
、
鑑
定
依
頼
の
端
書
着
。
井
上
徳
三
氏
は
京
都
よ
り
、
画
の［
○
］催

促
状
を
よ
こ
す
。
放
任
々
々
。

ス〔
欄
外
〕ミ

有
田
音
松
氏
よ
り
、
自
分
着�
作
の
国
民
の
声
及
国
士
の
声
二
冊
と
共
に
、
単
ざ
く
、

及
色
紙
各
一
枚
づ
ゝ
、
送
り
来
る
。
漸�［
暫
ら
］く
放
任
の
と
。

ス〔
欄
外
〕ミ

審
美
画
会（
日
本
橋
区
通
四
丁
目
）よ
り
、
白
鷺
の
群
の
図
、
鑑
定
の
為
送
り
来
る
。

期
間
不
定
。

十
一
月
五
日（
金
曜
日
）　

快
晴

ス〔
欄
外
〕ミ

本
牧
の
青
木
氏
使
、
春
草
氏
筆
、
日
之
出
に
松
の
図
、
箱
書
の
為
持
参
。
二
三
日
中

に
取
り
に
来
る
筈
。
東
京
の
松
田
氏（
書
画
店
）使
、［
○
］画
、
催
促
の
為
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

芝
区
西
久
保
巴
町
六
一　

中
村
平
兵
衛
氏
、
箱
書
一
幅
持
参
。
出
来
次
第
通
知
の
筈
。

ス〔
欄
外
〕ミ

先
日
送
り
来
り
し
能
楽
大
観
の
一
部
、
本
日
全
く
返
済
す
。
普
通
便
で
。
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ス〔
欄
外
〕ミ

新
潟
県
の
渡
辺
喜
四
郎
氏
よ
り
、
鉄
道
便
に
て
梨
一
箱
着
。
直
ち
に
礼
状
を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

九
月
分
の
水
道
料
、
本
日
、
全
部
納
む
。

ス〔
欄
外
〕ミ

弘
前
市
茂
餅［
新
］町
一
七　

画
家
三
上
大
弘
氏
よ
り
、
己
が
画
会
後
援
の
為
、
出
品

し
呉
れ
と
の
用
件
に
て
来
信
。
放
任
。

ス〔
欄
外
〕ミ

関
如
来
氏
に
、
観
山
会
の
観
山
画
集
発
行
日
は
黒
須
廣
吉
氏
に
問
は
れ
た
し
と
の
返

信
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
日
よ
り
、
物
置
裏
土
手
工
事
の
為
、
土
工（
三
人
）従
事
初
む
。

十
一
月
六
日（
土
曜
日
）　

快
晴

宇
都
宮
の
河
合
の
一
族（
同
行
八
人
）来
訪
。
広
島
市
中
島
本
町
十
七
番
地　

大
江
幸
輔
氏
、

広
島
市
水
道
主
町
一
〇
九
番
地　

髙
羽
幸
槌
氏
の
照
会
に
て
、
手
製
の
純
銀
製
金
赤
銅
像

眼（
松
上
の
孔
雀
の
図
）の
花
瓶
一
箇
持
参
。［
○
］画
の
依
頼
を
な
す
。
寸
法
不
定
、
花
瓶

の
価
額
、
百
五
拾
円
見
当
。

ス〔
欄
外
〕ミ

横
浜
の［
○
］栗
林
氏
、
画
の
催
促
に
来
る
。
柿
一
籠
持
参
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
会
の
田
中
氏
、
此
の
秋
の
展
覧
会
に
出
品
す
べ
き［
○
］画
の
催
促
に
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

横
浜
市
本
町
六
丁
目
八
一
番
地　

合
資
会
社
朝
松
組
よ
り
、
昨
日
、
渡
邊
喜
四
郎
氏

よ
り
送
り
来
り
し
梨
一
箱
の
運
賃［
と
し
て
］、
五
拾
銭
支
払
ひ
し
を
返
済
す
べ
き
由
、
文

面
の
手
紙
着
。

東
京
市
本
郷
区
駒
込
神
明
町
四
四
五　

橋
本
静
水
氏
よ
り
右
次
第
依
頼
し
来
る
。

　

一
、［
○
］尺
八
絹
本　
　
　

一
葉　
　

青
木
弥
兵
衛
氏

　

一
、［
○
］尺
五
絹
本　
　
　
　

　々
　

橋
本
吉
次
郎
氏

　
　
　
　

右
二
点
共
図
題
随
意
の
事

　

潤
筆
料
と
て
前
者
一
千
円
、
後
者
五
百
円
、
出
来
次
第
持
参
の
事
。

十
一
月
七
日（
日
曜
日
）　

晴

ス〔
欄
外
〕ミ

神
田
区
一
ツ
橋
通
町
十
一
番
地
、
沓
名
藤
吾
氏
、
孤
月
氏
筆
屏
風
捲
り（
半
双
）、
鴨

の
図
鑑
定
に
持
参
。
真
筆
。
明
治
卅
九
年
の
作
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
郷
区
金
助
町
、
山
口
政
二
郎
の
使
、
箱
書（
鹿
の
図
）持
参
。
鑑
定
物
と
し
て
、
紙

本［
ス
ミ
］半
折�［
切
］（
図
は
黄
初
平
）、
双
幅
持
参
真
筆
。［
ス
ミ
］箱
書
は
預
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
牧
町
、
青
木
氏
、
箱
書
の
催
促
に
来
る
。
造
営
局
よ
り
御
供
物
と
し
て
餅
一
箱
送

り
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

審
美
画
会
に
白
鷺
の
図
は
真
筆
な
る
こ
と
を
発
信
す
。

十
一
月
八
日（
月
曜
日
）　

快
晴

ス〔
欄
外
〕ミ

明
治
神
宮
造
営
局
に
頒
賜
品（
餅
一
箱
）の［
到
来
］通
知
を
発
す
。
返
信
な
り
。

ス〔
欄
外
〕ミ

明
治
神
宮
造
営
局
よ
り
、
頒
賜
品
の
案
内
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

審
美
画
会
よ
り
、
鑑
定
物
の
催
促
状
着
。

未
返
�

�［
ス〔

欄
外
〕ミ

］審
美
画
会
に
鑑
定
物
を
発
送
す

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�［
普
通
便
に
て

�

�

�

�

�

］（
取
消
す
）未
だ
発
送
せ
ず

�〻

�

�

�

�

�

�

�

�

。

［
未
だ
］放
任
。

返〔

欄

外

〕

送
ズ
ミ
有
田
音
松
氏
に
自
作
の
本
と
交
換
的
に
揮
毫
を
依
頼
し
来
り
し
物
を
返
送（
普

通
便
に
て
）す
。（
未
だ
発
送
せ
ざ
る
由
、
放
任

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

）

ス〔
欄
外
〕ミ

有
田
音
松
氏
に
揮
毫
の
断
り
状
を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

朝
日
新
聞
社
よ
り
、
横
山
大
観
氏
に
当
て
た
る
手
紙
舞
ひ
込
み
た
る
に
付
廻
送
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

先
日
廿
七
日
に
依
頼
を
受
け
し
萩
原
文
一
氏
の
箱
書
出
来
。
直
ち
に
通
知
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

わ
ん
や
屋
の
会
の
箱
書（
先
月
二
十
七
日
持
参
）出
来
。
下
村
晴
時
氏
宅
に
持
参
。
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十
一
月
九
日（
火
曜
日
）　

快
晴
風
強
し
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
牧
の
青
木
氏
、
箱
書（
本
月
五
日
持
参
）出
来
に
付
、
使
、
取
り
に
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
橋
の
石
川
安
助
氏
使
、
箱
書
持
参
。
図
は
布
袋
。
尺
八
物
な
り
。
直
ち
に
出
来

渡
す
。

半〔
欄
外
〕

ズ
ミ
井
上
徳
三
氏
、
築
地
の
井
上
徳
兵
衛
氏
の［
○
］画
帖
七
枚（
期
間
不
定
）、
及
自
分

の［
○�
］小
物
一
点（
期
間
不
定
）の
催
促
に
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

七
日
に
来
訪
せ
し
沓
名
藤
吾
氏
よ
り
、
鑑
定
物
の
問
ひ
合
せ（
作
者
及
製
作
月
日
）の

手
紙
来
る
。
即
ち
に
返
信
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
高
輪
泉
岳
寺
内　

鹿
苑
学
院
設
立
後
援
会
本
部
事
務
所（
南
千
住
三
之
輪

二
八
六
）よ
り
、
会
に
出
品
せ
ら
れ
た
き
由
来
信
。

ス〔
欄
外
〕ミ

鬼
頭
如
石
氏
、
及
豊
嶋
渠
成
氏
の
個
人
展
覧
会
の
招
待
券
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

関
如
来
氏
よ
り
手
紙
着
。
用
件
は
娘
の
費
用
の
為
、
揮
毫
を
願
ふ
と
の
事
。
放
任
。

十
一
月
十
日（
水
曜
日
）　

晴

ス〔
欄
外
〕ミ

三
溪
園
の
河
田
氏
、
予
て
貸
し
置
き
し
明
治
神
宮
御
屏
風
写
真
二
葉
、
返
却
に
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

名
古
屋
日
々
新
聞
記
者　

山
口
新
一
氏
画
の
揮
毫
依
頼
に
来
る
。
断
然
、
謝
絶
す
。

本
日
、入
江
多
平
氏
、下
村
晴
時
氏
二
階
へ
移
転
す
。
午
前
、電
話
に
て
南
記
美
術
会
よ
り
、

［
○
］画
帖
の
催
促
為
し
来
る
。
期
間
未
定
。

十
一
月
十
一
日（
木
曜
日
）　

少
雨

ス〔
欄
外
〕ミ

芝
の
中
村
早
兵
衛
氏
、
箱
書
を
取
り
に
来
る
。
図
題
、
松
風
。
寸
法
、
二
尺
巾
。

ス〔
欄
外
〕ミ

横
浜
野
毛
の
某
氏
、
鑑
定
物
持
参
。
図
は
竹
に
雀
。
寸
法
、
二
尺
巾
。
筆
者
、
大
観
。

真
筆
。

十
一
月
十
二
日（
金
曜
日
）　

雨
後
晴

美
術
学
校
内　

フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
記
念
会
よ
り
、
美
術
学
校
々
友
会
雑
誌
一
部
着
。
関
如
来

氏
よ
り
、
両
三
日
中
に
来
訪
す
る
由
端
書
に
て
申
越
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

島
田
友
春
氏
、
明
日
来
訪
の
事
、
及
例
の
骨
董
相
談
、
及
溝
口
氏
の［
○�
］依
頼
物
、

問
ひ
合
せ
等
来
信
。
東
京
市
外
西
ヶ
原
一
三　

乾
南
陽
氏
よ
り
来
信
。
用
件
は
友
人
よ
り

依
頼
を
受
け
し
物
の
揮
毫
依
頼
に
付
て
、
来
訪
の
上
都
合
を
伺
ひ
度
き
事
。
予
て
預
り
置

き
た
る
、
狩
野
家
風
俗
人
物
画
幅
の
代
り
た
る［
○
］半
切
一
枚
、
及
栄
之［
筆
三
画
幅
］の

代
り
た
る［
○
］半
切
一
枚
、
並
に
以
上
に
関
係
な
き［
○
］色
紙（
画
面
に
は
例
の［
・
・
］

色
紙
と
あ
り
）一
枚
の
催
促
状
な
り
。

ス� 〔
欄
外
〕ミ�

南
紀
美
術
会
よ
り
、
来
る
廿
三
日
よ
り
三
越
に
開
催
の
展
覧
会
に
出
品
、
御
援
助
希�

願
上
げ

�

�

�［
下
さ
れ
］度
き
由
�

�［
し
と
］云
ひ
来
る
。［
尚
］、
廿
四
日
は
当
番
に
付
、
早
朝
よ
り

出
席
下
れ
等
勝
手
な
る
こ
と
を
云
ひ
来
れ
り
。

ス〔
欄
外
〕ミ

青
山
南
町
五
ノ
四
五　

北
澤
楽
天
氏
よ
り
、
自
作
の
明
治
天
皇
の
御
聖
像
進
呈
の
為
、

両
三
日
中
に
使
来
訪
の
由
、
手
紙
来
る
。

十
一
月
十
三
日（
土
曜
日
）　

晴
後
雨

半� 〔
欄
外
〕

ス
ミ
高
島
屋
美
術
部
主
任　

高
橋
初
郎
氏
、
電
話
に
て
本
月
廿
日
頃
大
坂
に
開
催
す
べ�

き�［
る
］展
覧
会
に
出
品
す
べ
き［
○�
］半
折�［
切
］、
及［
○�
］小
点
物（
共
に
紙
本
）、

不� 〔
欄
外
〕済�

並
に
飯
田
氏
に
祝
ふ［
○�
］画
帖（
絹
本
）一
枚
の
催
促
を
為
し
来
る
。
共
に
、
本
月

十
五
日
頃
迄
と
の
こ
と
。

ス〔
欄
外
〕ミ

北
澤
楽
天
氏
使
、
昨
日
手
紙
の
趣
取
り
、
天
皇
御
聖
像
進
呈
の
為
来
訪
。

ス〔
欄
外
〕ミ

先
月
廿
七
日
、
依
頼
を
受
け
し
萩
原
文
一
氏
箱
書
、
本
日
使
持
参
の
為
ち

�

�

�

�

�

取
り
に
来

る
。
図
題
大
宝
人
。
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ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
市
内
藤
新
宿
町
一
丁
目
六
〇　

中
村
米
三
氏
使
、
箱
書
持
参
。
鑑
定
の
結
果
、

偽
物
と
判
明
。
一
昨
年
、
一
度
持
参
せ
し
こ
と
あ
り
し
、
春
草
氏
筆
柏
に
鳥
の
図（
春
草

画
集
中
に
あ
る
も
の
ゝ
唯
杉
を
取
り
去
り
た
る
も
の
）。
寸
法
、
尺
五
。

出〔

欄

外

〕

来
ス
ミ
三
越
呉
服
店
美
術
部
主
任
代
理　

橋
本
氏
、
予
て
依
頼
せ
し
中
村
、
朝
吹
両
氏

に
寄
贈
の［
○
］金
屏
風
一
双
の
催
促
に
来
る
。
出
来
な
ら
十
二
月
四
日（
此
の
日
、朝
吹
氏
、

洋
行
よ
り
帰
宅
の
筈
）頃
迄
、
是
非
願
ひ
度
し
と
云
ふ
。

ス〔
欄
外
〕ミ

島
田
友
春
氏
、
午
前
、
来
訪
。
用
件
は
昨
日
の
文
面
と
等
し
か
る
べ
け
れ
ば
、
此
処

に
略
す
。
乾
南
陽
氏
、
午
後
、
来
訪
。
用
件
は
昨
日
の
文
面
の
如
か
る
べ
け
れ
ば
此
処
に

省
略
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
日
、
母
上
、
伯
父
上（
山
田
の
）と
同
道
に
て
、
時
春
兄
を
東
京
見
物
に
伴
ふ
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
市
下
谷
区
御
徒
町
二
丁
目
拾
七
番
地　

瀬
能
正
太
氏
よ
り
、［
○
］催
促
状
着
、

二
十
日
頃
、
来
訪
の
由
。

不〔

欄

外

〕

済
ス
ミ
�

�

東
京
市
浅
草
区
福
富
町
二
十
八
番
地　

矢
尾
豊
氏
よ
り
、［
○
］催
促
状
着
。
両

三
日
中
に
来
訪
の
由
。

十
一
月
十
四
日（
日
曜
日
）快
晴

ス〔
欄
外
〕ミ

審
美
画
会
よ
り
、
八
日
に
送
る
筈
な
り
し
白
鷺
の
図
を
返
送
し
下
れ
と
の
手
紙
着
。

放
任
。

ス〔
欄
外
〕ミ

郡
山
町
、
川
口
誠
三
郎
氏
よ
り
、
土
産
の
百
目
柿
一
箱
の
案
内
状
着
。
本
月
二
十
二

日
頃
、
当マ

マ

着
の
由
。

ス〔
欄
外
〕ミ

府
下
瀧
ノ
川
町
田
端
百
八
十
三
番
地　

勝
溪
彫
金
会
発
起
人
一
同
、
及
会
主　

滑
川

勝
溪
氏
よ
り
、
招
待
状
着
。

ス� 〔
欄
外
〕ミ�

琅
玕
洞
主　

林
數
之
助
氏
よ
り
、［
○
］画
帖
の
依
頼
を
受
く
。
揮
毫
料
と
し
て
金

二
百
円
受
く
。
期
間
は
本
年
十
二
月
中
旬
迄
と
の
こ
と
。
絹
は
以
前
に
預
り
あ
り
。

ス〔
欄
外
〕ミ

北
澤
楽
天
氏
へ
礼
状（
封
筒
）を
発
す
。（
章
兄
筆
）

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
橋
区
住
吉
町
十
六
番
地　

都
表
具
根
岸
鉄
太
郎
氏
へ
箱
書
出
来
の
通
知
書
を
発

す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

源
園
養
鶏
場
よ
り
、
ト
ム
ソ
ン
系
横
斑
プ
リ
マ
ス
ロ
ツ
ク
三
羽（
一
雄
二
雌
）着
す
。

十
一
月
十
五
日（
月
曜
日
）快
晴

本
日
、
章
兄
、
時
春
兄
の
病
室［
を
］訪
問
。
芝
区
西
久
保
巴
町
二
十
四
番
地
、
現
代
之
美

術
社
よ
り
、
現
代
之
美
術
一
部
着
。
東
京
府
淀
橋
町
角
筈
一
番
地　

堀
野
摠
次
郎
氏
よ
り
、

大
正
元
年
及
明
治
四
十
五
年
日
附
の
往
復
葉
書
返
信
三
枚（
内
二
枚
は
五
浦
よ
り
、
一
枚

は
出
先
の
母
よ
り
の
）、
及
絹
の
小
点
物（
縦
一
尺
横
七
寸
）持
参
。
右［
葉
書
］は
五
浦
時

代
に
右
の
方
よ
り
、
東
京
四
谷
区
の
長
岡
某
氏
よ
り
の
照
会
に
て
、
依
頼
を
受
け
た
る
物

の
催
促
状
の
返
信
な
り
。
又
、［
○
］絹
は
当
時
依
頼
を
受
け
し
物
と
同
形
の
も
の
な
り
。

揮
毫
料
を
受
取
し
や
否
や
を
調
査
し
、
合
ふ
こ
と
に
し
て
一
先
返
答
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
市
小
石
川
区
竹
早
町
七
八　

三
宅
鑛
一
博
士
よ
り
、
診
察
は
本
月
廿
三
日（
大

祭
日
）に
、
略
為
す
べ
し
と
の
返
信
来
る
。
例
の
小
林
止
月
氏
よ
り
、［
○
］半
折�［
切
］画

の
催
促
状
着
。

□� 〔
欄
外
〕

ス
ミ
高
島
屋
呉
服
店
美
術
部　

田
中
信
吉
氏
よ
り
、
先
日
、
高
橋
初
郎
氏
よ
り
あ
り
た

る
催
促
と
同
様
の
画
の
催
促
状
着
。

ス〔
欄
外
〕

ミ
○
２　

紙
本
半
折�［
切
］双
幅（
寒
山
拾
得
の
図
）、
及
絹
本
横
物［
瓢
鯰
図（
瓢
鮉
）（
縦

一
尺
四
寸
、
横
二
尺
八
寸
位
）（
可
成
大
な
る
も
の
）、
書
留
小
包
便
に
て
大
阪
市
西
区
江

戸
堀
南
通
一
丁
目
二
拾
番
地　

高
島
屋
飯
田
呉
服
店
美
術
部
宛
着
送
す
。
高
橋
初
郎
氏
へ

右
画
の
発
送
を
通
知
す
。
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十
一
月
十
六
日（
火
曜
日
）快
晴

ス〔
欄
外
〕ミ

本
月
七
日
に
依
頼
を
受
け
し
山
口
政
二
郎
の
箱
書（
鹿
の
図
）、
本
日
取
り
に
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

福
島
県
岩
代
国
郡
山
郡
山
町　

川
口
誠
三
郎
氏
よ
り
、
十
四
日
に
案
内
状
に
接
せ
し

通
り
、
百
目
柿
一
箱
、
鉄
道
便
に
て
安
着
。
直
ち
に
同
氏
に
向
っ
て
礼
状
を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
高
島
屋
の
高
橋
初
郎
氏
へ
、
予
て
依
頼
を
受
け
し
画
帳
の
寸
法
失
念
に
附
、
問

合
は
す
。
竹
内
常
吉
氏［
○
］小
点
物（
自
分
の
）及
自
分
の
照
会
せ
し
宮
本
氏
の［
○
］尺
八

の
催
促
に
来
訪
。

ス〔
欄
外
〕ミ

審
美
画
会
よ
り
、
鑑
定
物
返
送
の
催
促
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
牛
込
区
喜
久
井
町
十
八　

溝
口
禎
次
郎
氏
よ
り
、
先
日
、
島
田
友
春
氏
の
持
参

せ
し
太
田
氏
の［
○�
］尺
八（
不
明
）絹
本
の
催
促
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
市
日
本
橋
矢
ノ
倉
町
一
番
地　

幽
篁
堂　

本
山
豊
實
氏
よ
り
、
南
画
師
林
苔
巖

氏
の
展
覧
会
の
招
待
状
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
府
荏
原
郡
松
澤
村　

東
京
府
立
松
澤
病
院
よ
り
、
領
収
証
書（
十
一
月
十
三
日

よ
り［
の
］十
一
月
分
入
院
料
、
金
五
拾
四
円
の
）及
領
置
証（
小
遣
金
金
六
円
の
）着
。

十
一
月
十
七
日（
水
曜
日
）晴
後
曇

本
日
、
母
上
、
及
伯
母
上
は
、
喜
久
代
、
豊
、
弘
等
を
伴
ひ
東
京
に
出
か
け
ら
る
。
菱
田

春
雄
君
自
作
の
画
四
点
、
批
評
を
請
ふ
為
持
参
。
小
倉
市
鍛
冶
町
八
十
九　

藤
田
彌
五
郎

氏
よ
り
、［
○（
尺
八
一
枚
）］画
の
催
促
状
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

田
山
花
袋
、
徳
田
秋
声
両
氏
誕
生
五
十
年
祝
賀
会
よ
り
、
会
の
案
内
状
着
。
欠
席
を

申
し
出
づ（
端
書
に
て
）。

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
橋
区
芳
町
十
三
番
地　

鐘
英
堂
齋
藤
美
術
店
よ
り
、
鐘
英
と
名
付
く
る
画
集
、

小
包
便
に
て
着
。

十
一
月
十
八
日（
木
曜
日
）晴

○〔
欄
外
〕

ス
ミ
１　

東
京
市
下
谷
区
御
徒
町
二
ノ
十
七　

瀬
能
正
之
氏
へ
、
金
地
横
物（
横
三
尺

縦
二
尺
）、
絹
本
、
図
題
日
之
出
、
本
日
�

�

郵
便
書
留
小
包
に
て
発
送
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

大
阪
高
島
屋
呉
服
店
美
術
部
よ
り
、
出
品
画
の
礼
状
着
。
乾
南
陽
氏
よ
り
、［
○
］半

切
四
幅
対（
図
題
は
倭
人
物
へ
一
寸
景
色
又
は
草
花
を
あ
し
ら
ひ
、
彩
色
四
季
と
の
こ
と
）、

来
月
十
日
迄
、
揮
毫
の
こ
と
依
頼
し
来
る
。
会
へ
出
品
の
由
。

ス〔
欄
外
〕ミ

松
澤
病
院
よ
り
、
十
二
月
分
入
院
料
、
十
一
月
二
十
六
日
迄
、
納
付
の
こ
と
と
の
告

�

�

�

�

�

�

□�［
せ
ら
れ
度
し
と
の
］告
知
書
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

横
浜
本
牧
町　

青
木
辰
五
郎
氏
、
西
郷
孤
月
氏
筆
、
尺
八
絹
本
の
箱
書
持
参
。
図
題
、

初
春
。
直
に
出
来
。

ス〔
欄
外
〕ミ

審
美
画
会
よ
り
、
予
て［
よ
り
］依
頼
の
鑑
定
物
を
取
り
に
来
る
。

十
一
月
十
九
日（
金
曜
日
）晴

済� 〔
欄
外
〕□�

高
橋
初
郎
氏
よ
り
、
画
の
礼
及
飯
田
新
七
氏
還
暦
祝
ひ
の［
○�
］画
帖
、
寸
法
の
通
知

来
る
。
画
帖
は
尺
三
絹
本
を
横
に
枠
張
り
し
た
る
も
の
。
寸
法
は
縦
九
寸
、
横
一
尺
二
寸

四
分
。

□〔
欄
外
〕□

井
上
徳
三
氏
よ
り
、
予
て
よ
り
依
頼
の［
●
］画
の
催
促
状
着
。

○〔
欄
外
〕

ス
ミ
北
澤
楽
天
氏
に
宛
て
、
南
紀
美
術
会
第
二
回
展
覧
会
の
出
品
画（
図
題
静
清
、
寸

法
尺
八
絹
本
、
非
売
品
と
す
）を
書
留
郵
便
小
包
に
て
発
送
。
同
時
に
右
画
の
通
知
書
を

も
発
す
。
東
京
浅
草
の
矢
尾
豊
氏
、
予
て
三
百
五
拾
円
に
て
依
頼
せ
し［
○
］尺
八
絹
本
一

枚
の
催
促
に
来
る
。
母
は
画
は
全
く
済
み
金.

は
外
に
預
ら
ず
と
云
ふ
。
本
人
は
、
大
正
六

年（
不
明
）頃
、
暮
に
金
を
持
参（
然
も
裸
金
に
て
）し
無
理
に
揮
毫
承
諾
を
得
て
帰
り
し
な

り
と
申
し
立
つ
。
よ
く
相
方
に
調
査
す
る
こ
と
ゝ
し
て
、
一
先
づ
返
答
す
。
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ス〔
欄
外
〕ミ

中
村
大
觀
氏（
東
京
市
京
橋
区
銀
座
三
丁
目
拾
七
番
地
三
間
印
刷
所
内　

日
本
大
觀

発
行
所
。
自
宅
は
京
都
市
疎
水
浜
通
松
原
北
入
）、
予
て
よ
り［
の
］依
頼
品（
尺
八
を
長
さ

一
尺
五
寸
五
分
に
切
り
し
横
物
）［
○�
］小
点
物
の
催
促
に
来
る
。
本
牧
小
港
の
市
川
氏
祖

母
来
訪
。

十
一
月
二
十
日（
土
曜
日
）雨

ス〔
欄
外
〕ミ

京
都
に
あ
る
中
村
岳
陵
氏
よ
り
、
旅
行
地
の
様
を
通
知
し
来
る
。
矢
尾
豊
氏
、
母
宛

に
て
昨
日
の
話
の
如
く
手
付
金
を
渡
せ
し
は
、
大
正
六
年
拾
二
月
拾
四
日
な
り
と
云
ひ
来

る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

瀬
能
正
太
氏
よ
り
、
画
の
到
着
通
知
状
着
。
小
林
正
月
よ
り
、
例
の［
○
］双
幅
の
催

促
状
来
る
。
日
本
橋
区
通
一
丁
目
十
九
番
地　

大
倉
書
店
編
輯
部
よ
り
、
古
今
名
家
落
款

印
譜
出
版
に
付
、
父
の
常
用
の
印
影
並
に
落
款
を
記
入
し
下
れ
と
小
片
の
紙
同
封
に
て
、

依
頼
し
来
る
。
放
任
。

○〔

欄

外

〕

半
ズ
ミ
夕
刻
、
奥
田
芳
彦
氏
来
訪
、
出
来
の
画（
尺
五
、
絹
本
、
南
山
望
）を
渡
す
。
未

だ［
○
］豆
画
帳
は
出
来
せ
ず
。
東
京
市
日
本
橋
区
瀬
戸
物
町
二
十
三
番
地　

松
田
亀
七
氏

来
訪
。
用
件
は
、
那
智
の
瀧（［
●
］尺
八
）出
来
の
上�
筈
な
る
に
後
一
枚（
尺
八
）揮
毫
依
頼

し
来
る
。
八
百
円
は
、
大
正
六
年
十
二
月
持
参
と
の
こ
と
。

ス〔
欄
外
〕ミ

青
森
県
北
津
軽
郡
小
澤
村　

宮
越
正
治
氏
よ
り
、
土
産
の
林
檎
一
箱
の
案
内
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

京
都
市
麸
屋
町
三
条
下　

田
中
左
川
氏
よ
り
、
京
都
院
展
の
報
告
書
着
。

十
一
月
二
十
一
日（
日
曜
日
）曇
後
晴

ス〔
欄
外
〕ミ

大
正
八
年
九
月
十
八
日
、
京
橋
区
新
栄
町
三
ノ
五　

佐
々
政
徳
氏
よ
り
、
揮
毫
料
と

し
て
金
一
千
円
受
け
取
り
し
所
、
今
回
都
合
に
よ
り
同
□�
氏
は
芝
区
二
本
榎
西
町
二
番
地

　

岩
倉
具
顯
氏
に
権
利
を
譲
渡
せ
ら
れ
し
に
よ
り
、
二
十
三
日
、
岩
倉
氏
代
理
人
、
浅
草

区
南
元
町
一
番
地　

弁
護
士
小
山
初
治
氏
は
、
右
揮
毫
料
金
一
千
円
取
り
に
来
ら
る
由
、

書
留
郵
便
に
て
云
ひ
来
る
。

十
一
月
二
十
二
日（
月
曜
日
）　

晴

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
に
於
け
る
中
村
大
観
氏
よ
り
、［
○
］画（
小
点
物
）の
催
促
及
出
来
の
上
は
三
間

印
刷
所（
宿
所
は
十
九
日
に
記
入
し
あ
り
）内
、
中
村
大
観
宛
に
送
附
せ
ら
れ
度
し
と
の
手

紙
着
。
期
間
は
本
月
中
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
市
日
本
橋
区
瀬
戸
物
町　

松
田
氏
よ
り
、
予
て
依
頼
の

�

�

�［
預
り
置�
し
］［
○
］色
紙

（
春
草
筆
）、
近
々
使
屋
を
以
て
取
り
に
来
る
由
、
又
其
の
画
と
対
に
な
る［
○
］色
紙
一
枚
、

依
頼
し
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

北
澤
楽
天
氏
よ
り
、
出
品
画
の
到
着
通
知
来
る
。
長
野
県
須
坂
町　

松
澤
彦
太
郎
氏

よ
り
、
息
死
亡
の
通
知
並
に
近
々
来
訪
問
合
せ
状
着
。

半〔
欄
外
〕

ズ
ミ
奥
田
芳
彦
氏
よ
り
、
先
日
渡
せ
し
尺
五
の
礼
並
に［
○
］豆
画
帳
の
催
促
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

青
森
県
北
津
軽
郡
内
潟
村
字
尾
別　

宮
越
正
治
氏
よ
り
、
林
檎
一
箱
、
鉄
道
便
に
て

着
。
直
ち
に
礼
状
を
出
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

北
澤
楽
天
氏
よ
り
、
出
品
画
の
礼
状
、
英
時
宛
に
て
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
市
麹
町
区
下
二
番
町
十
四
番
地　

純
正
美
術
社
よ
り
、
本「
芳
崖
と
雅
邦
」の
広

告
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

午
後
十
一
時
頃
、
西
崖
下
の
春
木
氏
宅
よ
り
、
突
然
火
を
失
っ
し
一
家
半
焼
の
憂
目

に
合
ひ
た
り
。
風
下
の
會
田
氏
宅
及
吉
田
氏
宅
を
見
舞
ふ
。
女
児（
十
一
才
？
）焼
死
せ
る

騒
ぎ
あ
り
た
り
。
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十
一
月
二
十
三
日（
火
曜
日
）風
雨
稍
〻
寒
し

ス〔
欄
外
〕ミ

島
田
友
春
氏
よ
り
、［
○�
］画
の
催
促
状
着
。
直
ち
に
四
五
日
延
引
す
べ
し
と
電
報
を

発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

二
十
一
日
に
通
知
あ
り
た
る
小
山
初
治
氏
よ
り
、使
と
し
て
和
田
誠
助
な
る
者
、佐
々

氏
よ
り
岩
倉
氏
に
宛
た
る
譲
渡
状
及
下
村
宅
よ
り
佐
々
氏
に
宛
た
る
預
り
状（
入
江
多
平

君
筆
）の
二
証［
書
］を
持
参
。
父
面
談
の
末
、
使
よ
り
一
仟
円
の
受
取
証
を
取
り
て
現
金

を
渡
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

佐
々
氏
へ
岩
倉
氏
の
金
一
仟
円
、
請
□�［
求
］は
□�
承
知
な
り
や
否
や
を
問
ひ
合
す（
章

兄
筆
）。

ス〔
欄
外
〕ミ

溝
口
禎
次
郎
氏
よ
り
、
二
十
五
日
に
帝
室
御
物
を�
の
拝
観
を
許
可
す
る
故
来
ら
れ
た

し
と
の
手
紙
着
。

○〔

欄

外

〕

○
ス
ミ
比
叡
山
天
台
宗
務
庁
内　

木
下
氏
宛
に
て
、
予
て
よ
り
依
頼
の
画（
二
尺
幅
三

尺
の
横
物
）、
□�
書
留
小
包
に
て
発
送
。

十
一
月
二
十
四
日（
水
曜
日
）雨
後
晴

ス〔
欄
外
〕ミ

昨
日
端
書
に
て
問
ひ
合
せ
し
佐
々
政
徳
氏
来
訪
。
岩
倉
氏
代
理
の
小
山
弁
護
士
よ
り

来
り
し
内
容
配
達
証
明
の
手
紙
を
証
拠
品
と
し
て
、
借
り
受
け
た
し
と
て
持
□�
ち
行
き
た

り
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
牧
町
青
木
氏
使
、
良
寛
筆
書
二
幅
持
参
、
二
幅
共
偽
物
。
宮
川
大
壽
氏
よ
り
、
内

容
配
達
証
明
の
書
留
便
に
て
依
頼
の［
○
］画（
二
尺
巾
、
竪
四
尺
九
寸
）、
本
年
内
に
是
非

揮
毫
せ
よ
、
若
し
揮
毫
せ
ざ
る
時
は
訟
取�
す
べ
し
な
ど
お
ど
し
来
る
。
直
ち
に
約
速マ

マ〔
束
〕

の
相
違
せ
る
こ
と（
即
先
年
約
速マ

マ

せ
し
は
五
尺
な
り
し
を
、
二
尺
巾
丈
四
尺
九
寸
な
る
も

の
請
求
し
来
り
し
事
）を
問
ひ
正
す
為
、
端
書
を
出
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

昨
夕
、
北
上
俊
明
君
、
予
て
依
頼
し
置
か
れ
し［
○
］画
の
催
促
に
母
子
の
名
に

�

�

�

�

�

来
訪
。

玩
具
、食
品
等
持
参
。年
内
に
願
ひ
度
し
と
の
こ
と
。諸
井
恒
平
氏
よ
り
、予
て
依
頼
の［
○
］

「
四
条
の
橋
」の
図
、
至
急
願
ひ
度
き
由
云
ひ
来
る
。

十
一
月
二
十
五
日（
木
曜
日
）曇

児
玉
素
行
氏
、
千
葉
県
我
孫
子
町
に
移
転
せ
り
と
の
通
知
来
る
。
相
州
箱
根
湯
本
福
住
橋

畔　

含
翠
堂
妹
尾
春
太
郎
氏
よ
り
、［
○
］半
打マ

マ

の
催
促
状
着
。
近
々
来
訪
、
そ
れ
迄
と
の

こ
と
。
午
後
、
児
玉
素
行
氏
来
訪
。
画
室
に
て
父
と
面
談
。
二
三
時
間
に
し
て
帰
宅
せ
る
。

例
の
小
林
正
月
氏
よ
り
、［
○
］双
幅
画
の
催
促
来
る
。
武
州
加
須
町　

荻
野
松
藏
氏
よ
り
、

鑑
定
の
日
取
り
問
合
せ
来
る
。
直
ち
に
何
時
に
て
も
宜
敷
し
と
の
通
知
を
発
す
。
夕
刻
、

大
久
保
氏
母
子
来
訪
。
神
戸
市
葺
合
町　

竹
田
文
吉
氏
よ
り
、［
○
］画
の
催
促
状
着
。
直

ち
に
本
年
内
に
揮
毫
は
不
可
能
な
り
と
の
通
知
状
を
発
す
。
千
葉
県
東
金
町　

和
田
昇
氏

よ
り
、
近
々
参
上
す
と
の
手
紙
着
。

十
一
月
二
十
六
日（
金
曜
日
）曇
後
雨

ス〔
欄
外
〕ミ

京
都
市
御
幸
町
通
四
条
上
ル
近
又
旅
館
内　

田
中
良
助
氏
よ
り
、
奈
良
漬
一
樽
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

栃
木
県
下
野
国
塩
谷
郡
関
谷
村
郵
便
局
区
内　

金
澤
江
連
善
多
氏
よ
り
、
柚
実
一
箱

鉄
道
便
に
て
着
。
直
ち
に
礼
状
を
発
す
。
矢
尾
豊
氏
令
兄　

櫻
井
氏
来
訪
。
三
幅
対
の
揮

毫
料
、
金
二
百
円
の
手
付
金
と
し
て
、
金
五
拾
円
は
大
正
六
年
六
月
十
三
日
、
母
に
渡
せ

り
と
云
ふ
。
母
の
書
き
し
受
取
証
を
持
参
す
。
近
々
、
又
来
訪
す
と
の
こ
と
。

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
美
術
院
よ
り
、
本
月
二
十
八
日
、
偕
楽
園
に
於
て
相
談
し
度
き
故
来
会
し
下
れ

と
の
手
紙
着
。
直
ち
に
出
席
す
べ
し
と
の
通
知
を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

横
浜
久
保
山
停
留
場
上　

三
浦
杏
岳
氏
よ
り
、
近
火
見
舞
状
着
。
関
如
来
氏
よ
り
、
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二
十
八
九
日
頃
参
上
す
べ
し
と
の
手
紙
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
日
、
母
上
、
時
春
兄
を
病
院
に
見
舞
ふ
。

ス〔
欄
外
〕ミ

茶
の
間
の
畳
表
を
取
換
ふ
。
本
日
は
十
畳
の
み
相
済
む
。

十
一
月
二
十
七
日（
土
曜
日
）晴
風
強
し

宮
川
大
壽
氏
よ
り
、
内
容
�

�

書
留
便
に
て
二
十
四
日
に
手
紙
に
あ
る
如
く
、［
○
］二
尺
巾
、

丈
四
尺
九
寸
の
も
の
に
て
願
ひ
度
し
と
云
ひ
来
る
。
北
上
俊
明
君
よ
り
、
是
非［
○
］画
幅

に
て
年
内
に
頂
き
度
し
と
の
手
紙
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

田
口
掬
汀
氏
よ
り
、
比
叡
山
の
依
頼
画
用
の
枠
一
組
送
り
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

小
林
正
月
氏
よ
り
、
鑑
定
物
二
幅
着
。
真
綿
少
量
同
封
、
鑑
定
物
は
二
幅
乍
ら
同
封

［
○
］説
明
書
の
如
く
大
し
た
も
の
に
非
ず
。

ス〔
欄
外
〕ミ

畳
の
表
換
、
本
日
全
部
済
む
。

ス〔
欄
外
〕

ミ
○
溝
口
禎
次
郎
へ
依
頼
書（
尺
八
、
絹
本
、
和
歌
の
浦
一
枚
）出
来
に
付
、
書
留
郵
便

に
て
発
送
す
。

十
一
月
二
十
八
日（
日
曜
日
）快
晴

ス〔
欄
外
〕ミ

信
州　

柴
田
克
己
氏
使　

田
口
己
之
吉
氏
来
訪
。
約
速マ

マ

通
り
、
小
点
物
、
出
来
し
あ

ら
ざ
る
に
付
、
明
日
迄�
必
ず
御
渡
し
す
べ
し
と
返
答
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
市
日
本
橋
区
箔
屋
町
十
六
番
地　

泉
田
吟
松
堂
酒
井
誠
一
郎
氏
、
鑑
定
物
持
参
。

西
郷
孤
月
氏
筆
、
尺
八
絹
本
、
図
題
、
秋
野
。
櫻
井
氏
来
訪
。
来
月
十
日
、
相
談
取
次
の

為
再
び
来
訪
の
由
。
京
橋
区
彌
左
衛
門
町　

蔭
山
興
東
氏（
国
華
社
）、
予
て
よ
り
依
頼
受

け
お
り
し［
○
］尺
八
一
幅（
画
料
未
納
）の
催
促
に
来
訪
。

ス〔
欄
外
〕ミ

徳�
井
上
徳
三
氏
父　

徳
兵
衛
氏
来
訪
。
依
頼
の［
○
］横
物
近
々
に
願
ひ
度
し
と
云
ふ
。

本
月
四
日
、
根
岸
鉄
太
郎
氏
の
持
参
せ
し
箱
書
の
催
促
に
来
訪
。
東
京
市
本
郷
区
駒
込
動

坂
町
二
二
七　

髙
田
早
苗
氏
よ
り
、
近
い
内
に
観
山
会
開
催
す
べ
き
に
付
、［
不
日
］黒
須

廣
吉
氏
を
よ
り
�

�［
つ
か
わ
］す
べ
し
と
の
手
紙
着
。
京
都
市
上
京
区
新
道
通
東
丸
太
町
上
ル

　

洛
陽
美
術
社
よ
り
、
洛
陽
美
術（
雑
誌
）一
部
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

大
阪
市
北
区
中
之
島
三
丁
目　

大
阪
朝
日
新
聞
社
よ
り
、
新
年
の
挿
絵
依
頼
し
来
る
。

十
一
月
二
十
九
日（
月
曜
日
）晴

芝
区
伊
皿
子
三
十
七
番
地　

森
豊
之
助
氏
使
、
麻
布
区
霞
町
一
番
地　

若
山
猪
作
氏
、
大

正
四
年
二
月
上
旬
、
金
一
百
円
を
以
て
依
頼
せ
し［
○
］大
画
選
紙マ

マ

の
催
促
に
来
訪
。
結
局
、

金
一
百
円
の
受
取
証
の
送
付
を
希
ふ
こ
と
ゝ
し
て
返
答
す
。

ス〔
欄
外
〕

ミ
○
１　

柴
田
克
己
氏
使　

田
口
己
之
吉
氏
、
約
速マ

マ

の
画（［
○
］小
点
物
、
絹
本
、
図
題
、

梅
）、
取
り
に
来
る
。
確
に
渡
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

大
阪
朝
日
新
聞
社
学
芸
部
に
対
し
揮
毫
断
り
状
を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
牧
小
学
校
訓
導　

氏
家
直
氏
来
訪
。
病
気
見
舞
ひ
。

ス〔
欄
外
〕ミ

小
林
正
月
氏
に
鑑
定
物
二
幅（
二
幅
共
真
偽
不
明
）、
返
送
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

大
阪
市
北
区
曽
根
崎
上
四
丁
目
二
三
三　

大
阪
時
事
新
報
社
よ
り
、
新
年
の
挿
絵
依

頼
し
来
る
。
直
ち
に
断
り
状
を
発
す
。

半〔
欄
外
〕ズ

高
橋
初
郎
氏
来
訪
。
紙
本
半
折
双
幅
及
紙
本
横
幅
一
枚
の
礼
と
し
て
、
金
一
仟
円
持

参
。
確
に
受
取
る
。［
○
］団
扇
四
点
、［
○�
］画
帖
は
早
々
に
願
ひ
度
し
と
。
吟
松
堂
酒
井

誠
一
郎
氏
使
、
箱
書
を
取
り
に
来
る
。
長
谷
榮
吉
氏
来
訪
。［
○
］紙
本
半
打マ

マ

一
枚
、［
○
］

絹
地
色
紙
四
枚
、
来
月
十
日
頃
迄
に
願
ひ
度
し
と
云
ふ
。
出
来
次
第
通
知
の
約
速マ

マ

。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
市
外
戸
塚
町
下
戸
塚
荒
井
山　

紀
淑
雄
氏
よ
り
、
本
年
夏
持
参
せ
し
古
画
と
交

換
に
新
校
舎
買
入
�

�

増
設
費
追
加
金
に
要
す
る
五
仟
円
を［
○�
］画
に
て
□�
頂
き
度
し
と
云
ひ
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来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

根
岸
鉄
太
郎
氏
使
、
箱
書
を
取
り
に
来
る
。
図
題
書
初
め
、
小
点
物
。

十
一
月
三
十
日（
火
曜
日
）曇
厳
寒

ス〔
欄
外
〕ミ

溝
口
禎
次
郎
よ
り
、
画
の
到
着
状
、
並
に
礼
状
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
美
術
院
よ
り
、
北
米
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ト
博
物
館
主
催
巡
廻
展
覧
会
の
件
に
関
す

る
通
知
書
着
。
石
原
春
秋
氏
来
訪
。
画
室
に
て
父
と
面
談
の
末
帰
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

紀
淑
雄
氏
に
対
し
、
本
年
内
に
揮
毫
は
不
可
能
な
れ
ば
来
春
迄
待
た
れ
度
し
と
の
問

ひ
合
せ
文
を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
郷
区
真
砂
町
十
五
番
地　

金
親
豊
治
郎
氏
使
、.

鑑
定
物
持
参
。
偽
物
。
図
は
雨
中

の
白
鷺
二
羽
、
尺
五
巾
、
絹
本
。

ス〔
欄
外
〕ミ

齋
藤
隆
三
氏
よ
り
、
高
野
の
赤
不
動
の
実
大
写
真
一
葉
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

田
中
良
助
氏
来
訪
。［
○�
］尺
八
一
枚
、
来
月
十
日
頃
迄
、
願
ひ
度
し
と
云
ふ
。
揮
毫

料
未
納
。

ス〔
欄
外
〕ミ

島
田
友
春
氏
、
溝
口
禎
次
郎
氏
の
画
を
取
り
に
来
る
。
既
に
発
送
済
な
る
こ
と
を
告

げ
し
を
以
て
、
礼
を
残
し
て
帰
る
。
竹
田
文
吉
氏
よ
り
、
松
本
藤
田
両
氏
の［
○
］画
は
成

る
べ
く
年
内
に
願
ひ
度
し
と
云
ひ
来
る
。（
返
事
は
結
局
前
と
同
様
な
れ
ば
放
任
と
す
）

ス〔
欄
外
〕ミ

午
後
七
時
、
石
原
氏
秘
蔵
児
、
愛
蔵
君
、
心
臓
病
で
歿
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
日
、
岡
野
氏
よ
り
来
り
し
金
千
百
五
十
円
の
内
、
千
円
を
春
田
氏
へ
五
拾
円
を
春

木
氏
へ
、
百
円
を
田
代
氏
へ
、
夫
々
見
舞
金
と
し
て
分
配
す
。
但
し
此
の
半
金（
百
七
拾

五
円
）は
岡
野
氏
へ
返
済
す
。

十〔
欄
外
〕

二
月

十
二
月
一
日（
水
曜
日
）　

晴

ス〔
欄
外
〕ミ

橋
本
氏（
三
越
呉
服
店
美
術
部
内
）［
○
］屏
風
の
催
促
に
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

中
村
大
観
氏
の
使［
○
］小
点
物
の
催
促
に
来
る
。

十
年
三
月
十
八
日
、
森
氏
使
／
絵
絹
代
ト
シ
テ
揮
毫
料
／
追
加
金
金
一
百
円
也
／
ヲ
預
て

行
ク
確
に
受

〔
以
上
欄
外
〕

取

森
豊
之
助
氏
よ
り
、
書
留
便
に
て
金
一
百
円
の
受
取
証（
母
の
筆
本
物
な
り
）を
送
附
し
来

る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

石
原
氏
宅
へ
、
通
夜
の
為
、
十
二
時
頃
迄
、
座
り
暮
す
。

十
二
月
二
日（
木
曜
日
）大
雨
後
晴

�

�

�

�　

快
晴

ス〔
欄
外
〕ミ

紀
淑
雄
氏
に
対
し
古
画
引
換
の
画
幅（
五
千
円
以
上
の
価
額
の
も
の
）揮
毫
を
全
部
承

認
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

石
原
氏
の
葬
式
を
送
り
て
會
澤
火
葬
場
へ
行
く
。

ス〔
欄
外
〕ミ

蔭
山
興
東
氏（
國
華
社
）國
華（
百
四
十
五
号
ヨ
リ
百
八
十
七
号
迄
、
百
二
拾
九
円
）持

参
。
確
に
金
は
受
取
引
換
で
本
人
へ
渡
す
。

○〔
欄
外
〕

ス
ミ
１　

中
村
大
観
氏
依
頼
の
小
点
物（
絹
本
、
巖
島
之
図
）、
京
橋
区
銀
座
三
丁
目
拾

七
番
地
三
間
印
刷
所
宛
に
て
�

�［
書
留
に
て
］発
送
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

小
林
正
月
氏
よ
り
、
鑑
定
物
の
到
着
状
着
。
田
口
掬
汀
氏
よ
り
、
四
日
午
前
参
上
す

と
の
通
知
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

南
紀
美
術
会
よ
り
、
展
覧
会
に
関
す
る
相
談
会
に
出
席
せ
ら
る
ゝ
や
否
や
、
問
ひ
合

せ
来
る
。
直
ち
に
欠
席
の
由
通
知
す
。
山
宮
半
四
郎
氏（
越
後
国
地
蔵
野
町
）よ
り
、［
○
］

還
暦
画
帖（
枠
の
内
法
、
横
正
味
六
寸
八
分
、
堅マ

マ

正
味
九
寸
二
分
五
厘
の
由
）及［
○
］婚
礼
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用
画
幅
の
催
促
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

北
澤
楽
天
氏
よ
り
、
近
々
出
品
画
返
却
、
並
に
御
礼
の
為
後
藤
氏
と
来
訪
の
由
。

十
二
月
三
日（
金
曜
日
）大
雨
、
晴
、
風

ス〔
欄
外
〕ミ

母
上
、
長
井
利
衛
門
氏
宅
へ
病
気
見
舞
に
出
掛
け
ら
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

林
數
之
助
氏
来
訪
。
先
月
十
四
日
依
頼
せ
し［
●
］画
帳
は
、
十
日
頃
迄
に
出
来
る
な

ら
願
ひ
度
し
と
云
ふ
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
内
米
津
久
戸
町　

義
士
会
出
版
部　

鈴
木
竹
芝
氏
よ
り
�

�

、
小
堀
鞆
音
氏
の
紹
介

で
来
訪
。
直
ち
に
帰
宅
。

ス〔
欄
外
〕ミ

１　

高
島
屋
呉
服
店
美
術
部
依
頼
の
還
暦
祝
ひ
画
帳
出
来
に
付
、
母
上
、
東
京
高
島

屋
呉
服
店
美
術
部
主
任
の
髙
橋
初
郎
氏
へ
渡
す
。
画
帳
寸
法
は
先
月
十
九
日
の
日
記
に
記

戴�
載
の
如
し
。
図
題
は
雲
海
。
此
れ
に
て
高
島
屋
依
頼
は
全
部
相
済
む
。（
但
し
三
点
の

み
な
り
、
他
に
扇
面
四
点
あ
り
）

ス〔
欄
外
〕ミ

橋
本
秀
二
郎
氏
よ
り
、
屏
風
の
箱
書
は
寸
時
ひ
か
へ
居
ら
れ
度
し
と
の
手
紙
着
。

十
二
月
四
日（
土
曜
日
）晴
、
風

ス〔
欄
外
〕ミ

本
日
、障
子
全
部
張
換
に
着
手
。
玄
関
、応
接
間
、客
間
、廊
下（
南
側
八
畳
三
間
の
分
）

は
相
済
む
。

ス〔
欄
外
〕ミ

田
口
掬
汀
氏
よ
り
、
本
日
の
訪
問
は
明
日
午
前
中
に
変
更
せ
る
由
速
達
便
に
て
云
ひ

来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

田
中
良
助
氏
に
、
画
出
来
に
附
取
り
に
来
ら
れ
度
き�
し
と
発
信
。

ス〔
欄
外
〕ミ

北
澤
楽
天
氏
、
後
藤
良
氏
、
同
道
に
て
南
紀
美
術
会
出
品
物
を
返
済
に
来
る
。
画
室

に
て
父
と
し
ば
し
面
談
の
末
去
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

蔭
山
義
三
郎
氏（
東
京
市
小
石
川
区
大
塚
上
町
十
二
、
国
華
社
々
員
）よ
り
、
受
取
証

書（
手
紙
）来
る
。
乾
南
陽
氏
よ
り
、［
○
］半
打�［
折
］、
及［
○
］色
紙
の
催
促
状
着
。
本
月

十
日
頃
、
取
り
に
来
る
と
云
ふ
。

ス〔
欄
外
〕ミ

林
伯
母
上
よ
り
来
信
。
別
に
大
し
た
用
も
な
し
。

ス〔
欄
外
〕ミ

清
水
氏（
三
越
呉
服
店
美
術
部
）、
目
下
揮
毫
中
の
寄
贈
屏
風
を
見
聞
に
来
る
。

十
二
月
五
日（
日
曜
日
）曇

ス〔
欄
外
〕ミ

川
島
鐡
之
助
氏
来
訪
。
大
正
九
年
早
春
、
渡
せ
し
二
尺
五
寸
絹
本
の
追
加
分
と
し
て

当
時
持
参
せ
し
児
玉
素
行（
当
時
の
号
は
天
来
）氏
の
二
枚
折
屏
風（
ま
く
り
、
絹
本
、
高

山
植
物
の
図
）を
取
る
こ
と
ゝ
せ
り
。
受
取
は
先
方
の
意
に
よ
り
て
特
に
取
ら
ず
。

ス〔
欄
外
〕ミ

松
田
亀
七
氏
使
、
色
紙
を
取
り
に
来
る
。
四
五
日
し
て
又
取
り
に
来
る
由
。

○〔
欄
外
〕

ス
ミ
１　

田
中
良
助
氏（
株
式
会
社
東
京
会
常
務
取
締
役　

事
務
所　

神
田
区
五
軒
町

十
番
地
、
自
宅　

牛
込
区
柳
方
町
二
十
五
番
地
）使
、
画
を
取
り
に
来
る
。
田
中
良
助
氏

筆
手
紙
同
封
に
て
、
川
崎
銀
行
小
切
手
、
額
面
金
一
仟
円
の
も
の
持
参（［
内
金
と
し
て
の
］

受
取
証
を
渡
す
）。
是
れ
と
引
換
に
、
画（
一
尺［
八
寸
］幅
、
絹
本
、
図
題
、
新
和
歌
の
浦
）

を
渡
す
。
約
束
は
一
仟
五
百
円
。
和
田
鼎
氏
よ
り
、
先
月
二
十
五
日
の
紙
上
に
て
は
、
本

日
来
訪
の
筈
な
り
し
を
本
月
十
二
日
に
変
更
せ
り
と
の
通
知
来
る
。
片
田
覺
氏（
福
岡
県

鞍
手
郡
直
方
町
外
百
合
野
貝
島
旧
宅
内
）よ
り
、
予
て
依
頼
の［
○
］画
、
近
々
に
願
ひ
度

し
と
云
ひ
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

中
村
大
観
氏
よ
り
、
小
点
物
到
着
通
知（
端
書
）来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

田
口
掬
汀（
鏡
次
郎
）氏
、
比
叡
山
の
依
頼
画
催
促
に
来
る
。
画
畫�［
室
］に
て
寸
時
父

と
面
談
の
後
去
る
。
和
歌
山
日
々
新
聞
社
印
刷
部
よ
り
、
和
歌
山
県
人
名
簿（
洋
本
）前
編

一
部
送
り
来
る
。
放
任
。
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十
二
月
六
日（
月
曜
日
）曇

ス〔
欄
外
〕ミ

紀
伊
新
報
社
長　

小
山
邦
松
氏
、
使
を
以
て
、
今
回
、
社
建
設
の
美
術
品
陳
列
所
出

品
の
染
筆
揮
毫
依
頼
し
来
る
。
断
然
拒
絶
せ
り
。

ス〔
欄
外
〕ミ

北
海
之
実
業
社
よ
り
、
新
年
号
の
挿
画
依
頼
し
来
る
。
同
時
に
絵
絹（
小
片
物
）を
送

附
し
来
る
。
拒
絶
す
。
返
送
の
積
り
。

ス〔
欄
外
〕ミ

林
数
之
助
氏
よ
り
、
赤
不
動
の［
○
］催
促
状
着
。
目
下
揮
毫
中
な
り
。

ス〔
欄
外
〕ミ

先
月
二
十
五
日
、
問
合
せ
状
を
よ
こ
せ
し
萩
野
松
蔵
氏
使
、
鑑
定
物（
二
尺
巾
、
絹
本
、

寿
老
之
図
）持
参
。
ひ
ど
き
偽
物
な
り
き
。
田
中
積
㆑
穂
博
士
、
予
て
依
頼
の［
●
］画
、
催

促
に
来
る
。
関
如
来
氏
来
訪
。
用
件
は
山
田
源
一
郎
に
問
合
せ
ら
れ
度
し
と
云
ふ
。
先
月

九
日
の
日
記
に
記
入
あ
り
。

半〔
欄
外
〕

ズ
ミ
井
上
徳
三
氏［
○
］、
画
の
催
促
に
来
訪
。
近
々
に
揮
毫
願
ひ
度
し
と
云
ふ
。
乾
南

陽
氏
に
対
し
、
十
日
迄
に
揮
毫
は
不
可
能
な
り
と
の
通
知
を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

長
谷
榮
吉
氏
に
対
し
、
画
は
来
春
迄
待
た
れ
度
し
と
の
手
紙
を
章
兄
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

北
上
氏
、
母
子
画
の
催
促
に
来
訪
。

十
二
月
七
日（
火
曜
日
）雨
後
大
吹
雪

ス〔
欄
外
〕ミ

北
海
道
美
術
倶
楽
部（
北
海
道
小
樽
区
花
園
町
北
海
道�
之
実
業
社
内
）へ
絵
絹
を
普
通

便
に
て
返
送
す
。
大
塚
源
太
郎
氏
、
川
島
鉄
之
助
氏
の
件
に
附
�

�

、
及
予
て
依
頼
を
受
け
し

い
け
す
の
書
直
し［
○
］、
画
幅
の
催
促
、
及
鑑
定
物（
本
人
持
参
、
墨
絵
の
竹
に
蝙
蝠
の
図
、

尺
五
絹
本
、金
泥
の
落
款
入
）の
為
来
訪
。
鑑
定
物
は
ひ
ど
き
偽
物
な
り
き
。
川�［
松
］嶋［
勝

之
助
］の
箱
書（
ふ
た
の
み［
尺
五
静
清
］）を
持
た
す
。
此
日
、
大
い
に
雪
降
り
、
六
寸
余

の
積
雪
を
見
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

米
榮
支
店（
紀
伊
新
和
歌
浦
海
浜
）よ
り
、
密マ

マ

柑
一
箱
の
案
内
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

齋
藤
隆
三
氏
よ
り
、
十
一
二
日
頃
、
画
幅
頂
戴
に
伺
ふ
べ
し
と
の
通
知
状
着
。

十
二
月
八
日（
水
曜
日
）晴
後
曇

小
林
正
月
氏
よ
り
、
双
幅
画
の［
○
］合
作
書
揮
毫
の
催
促
状
着
。
大
倉
書
店
編
輯
部
よ
り
、

古
今
画
家
落
款
印
譜
編
輯
に
付
き
、
用
紙
へ
落
款
と
印
譜
賜
は
り
度
し
と
云
ひ
来
る
。
放

任
と
の
こ
と
。

ス〔
欄
外
〕ミ

三
越
呉
服
店
通
信
販
売
部
よ
り
、
宮
越
正
治
氏
の
註
問
品
の
送
附
案
内
状
着
。
山
西

亀
三
郎
氏
よ
り
、
予
て
よ
り（
五
年
前
）依
頼
せ
し［
○
］画
幅
の
揮
毫
、
成
る
べ
く
至
急
に

賜
は
り
度
し
と
云
ひ
来
る
。
住
所
は
大
阪
市
東
区
徳
井
町
二
な
り
。

ス〔
欄
外
〕ミ

午
後
よ
り
、
父
、
美
術
院
へ
、
母
、
喜
久
代
と
同
道
に
て
鶴
屋
へ
出
懸
け
ら
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

関
如
来
氏
よ
り
、
来
信
、
別
に
用
な
し
。

ス〔
欄
外
〕ミ

三
越
呉
服
店
よ
り
、
宮
越
正
治
氏
註
問
の
葡
萄
酒
二
本
、
鉄
道
便
に
て
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

柴
田
克
己
氏
よ
り
、
横
物
の
礼
状
着
。
内
藤
政
宗
氏（
帝
室
技
芸
員
会
、
東
京
市
下

谷
区
仲
御
徒
町
四
丁
目
三
十
一
番
地
）よ
り
、［
○
］紀
念
品（
多
分
画
な
ら
ん
）の
揮
毫
、

至
急
に
願
ひ
度
し
と
云
ひ
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

御
留
守
中
、
藤
田
、
入
江
美
法
両
氏
、
写
真
屋
二
名
を
伴
れ
て
来
り
、
不
動
尊
像
及

聖
徳
太
子
像
を
夫
々
二
三
枚
づ
ゝ
写
し
て
去
る
。
松
田
理
学
士
着

�

�

�

�

�

�［
松
田
謝
一
郎
著
］の
仏

像
画
集
に
掲
採�［
載
］す
る
な
る
由
。

ス〔
欄
外
〕ミ

横
山
助
一
氏（
岡
山
県
阿
哲
郡
野
馳
村
）よ
り
、
小
包（
吉
備
団
子
粉
）着
手
紙
来
る
迄

放
任
。

十
二
月
九
日（
金�［
木
］曜
日
）晴

石
原
春
秋
氏
来
訪
。
別
に
大
し
た
用
件
な
し
。
下
の
伯
父
上
、
鬼
の
写
生
の
為
粘
土
持
参
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に
て
来
た
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

林
の
伯
母
上
、
山
田
伯
父
上
、
宅
引
越
手
伝
の
為
来
訪
。

十
二
月
十
日（
土�［
金
］曜
日
）　

晴

ス〔
欄
外
〕ミ

本
日
、山
田
伯
父
上
、旧
春
田
氏
別
宅
へ
移
転
の
為
一
同
大
い
に
働
く
。
半
分
片
付
く
。

藤
田
青
花
氏
、
画
室
の
不
動
明
王
、
及
太
子
六
才
の
御
像
の
写
真
七
八
葉
持
参
。
思
わ
し

か
ら
ず
。
石
原
春
秋
氏
来
訪
。
別
に
用
な
し
。

先
月
十
九
日
／
ノ
分
ト
同

〔
以
上
欄
外
〕

じ

○〔
欄
外
〕

ス
ミ
齋
藤
隆
三
氏
来
訪
。
依
頼
画（
尺
八
寸
巾
、
絹
本
、
図
題
静
清
。）を
渡
す
。
此
画

は
先
月
十
九
日
南
葵
美
術
展
覧
会
へ
出
品
せ
し
も
の
。

ス〔
欄
外
〕ミ

宮
内
一
氏（
得
應
軒
）、
予
て
依
頼
し
置
き
し
年
賀
用
名
刺
二
百
枚
）並
に
封
筒（
二
百

枚
）全
部
で
、
金
五
円
四
拾
銭
也
を
持
参
。
刷
子
�

�

は
け

4

4

を
五
本
あ
つ
ら
ふ
。

ス〔
欄
外
〕ミ

田
口
掬
汀
氏
よ
り
、「
襖
絵
選
集
」上
下
二
部
□�
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

三
越
呉
服
店
よ
り
、
屏
風
の
箱
書
用
板
二
枚
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

北
上
俊
明
氏
よ
り
、
礼
状（
先
日
の
画
を
引
受
け
し
に
対
す
る
）着
。
松
嶋
勝
之
助
氏

（
京
都
東
六
条
下
珠マ

マ数
屋
町
華
陽
館
方
）よ
り
、
画
の
礼
状
□�
に
箱
書
及［
●
］色
紙
の
催
促

状
着
。
藤
田
彌
五
郎
氏
よ
り
、［
○
］画
の
催
促
状
着
。
十
月
下
旬
迄
と
の
約
束
な
り
し［
に

如
何
］、
と
云
ふ�［
ひ
来
る
］。
少
々
怒
気
を
含
む
様
子
。

半〔

欄

外

〕

ハ
ス
ミ
井
上
徳
三
氏
よ
り
、［
○
］横
物
、［
○
］小
点
物
は
、
是
非
年
内
に
願
ひ
度
し
云
々

来
信
。

十
二
月
十
一
日（
日�［
土
］曜
日
）　

曇

本
日
、
山
田
伯
父
上
、
宅
引
越
応
接
に
行
く
。
夕
刻
迄
に
全
く
移
り
済
む
。
美
術
院
よ
り
、

明
年
二
月
、
上
野
に
開
か
る
べ
き
試
作
展
覧
会
の
報
告
書
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

米
栄
旅
館
支
店
よ
り
密マ

マ

柑
一
箱
着（
鉄
道
便
に
て
）。

ス〔
欄
外
〕ミ

新
井
徳
二
郎
氏（
長
岡
市
東
神
田
町
）よ
り
、
梨
の
送
附
案
内
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

橋
本
秀
二
郎
氏
よ
り
、［
屏
風
］箱
書
用
板
二
枚
の
送
附
通
知
書
、
速
達
便
に
て
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

萩
野
仲
三
郎
氏（
明
治
神
宮
造
営
局
長
）、
井
上
清
氏
、
同
道
に
て
明
治
神
宮
御
屏
風

揮
毫
の
礼
に
来
る
。金
七
仟
円
の
御
下
賜
に
な
る
。倉
嶋
□�［
庄
］三
郎
、倉
嶋
常
二
郎
両
氏
、

先
年（
五
浦
時
代
）御
依
頼
し
置
き
し［
○
］尺
八
観
音
の
図
、
御
揮
毫
願
ひ
度
し
と
云
ひ
来

る
。
全
々マ

マ

覚
え
ざ
る
こ
と
な
り
と
云
ひ
張
り
し
か
ば
止
む
な
く
帰
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

人
見
鹿
太
郎（
本
牧
学
校
々
長
）、
豊
の
病
気
見
舞
に
来
訪
。

ス〔
欄
外
〕ミ

橋
本
秀
二
郎
氏
来
訪
。
屏
風
の［
○
］箱
書
都
合
上
至
急
願
ひ
度
し
と
云
ひ
来
る
。
黒

須
廣
吉
氏
、
観
山
会
日
取
撰
定
の
為
来
訪
。
二
十
日
ま
で
に
決
定
と
の
こ
と
。

十
二
月
十
二
日（
日
曜
日
）　

晴
後
曇
雨

ス〔
欄
外
〕ミ

信
州
の
某
氏
、
白
蛇
之
図（
尺
八
絹
本
、
偽
物
）鑑
定
に
持
参
。

ス〔
欄
外
〕ミ

橋
本
秀
二
郎
氏
へ
電
報（
紀
念
寄
贈
屏
風
の
箱
書
出
来
の
通
知
）を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

東
京
下
谷
区
上
根
岸
の
植
物
病
院
技
師
、
庭
園
の
樹
木
消
毒
如
何
を
問
ひ
合
せ
来
る
。

原
氏
宅
に
て
聞
か
れ
度
し
と
云
ひ
て
帰
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
牧
学
校
訓
導
、
眞
船
氏
来
訪
。
梅
木
晃
氏（
大
分
県
中
津
町
米
町
）、
廣
川
哨
月
氏

（
福
岡
県
福
岡
市
外
住
吉
町
春
吉
新
屋
）の
紹
介
に
て
、
画
の
依
頼
希
望
ら
し
き
文
面
の
手

紙
を
及�
廣
川
哨
月
氏
手
紙
、
及
菓
子
折
二
箱（
価
額
二
円
内
外
の
も
の
）と
共
に
持
た
せ
寄

す
。
別
に
確
答
せ
ず
。

ス〔
欄
外
〕ミ

株
式
会
社
東
京
会（
東
京
市
神
田
区
五
軒
町
十
番
地
）よ
り
、
展
覧
会
の
案
内
状
及
招

待
状
二
枚
着
。
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ス〔
欄
外
〕ミ

渡
辺
吉
松
氏（
本
郷
駒
込
動
坂
三
七
五
）よ
り
、
現
代
之
美
術
社
発
行
の
本
へ
先
生
の

新
年
に
於
け
る
意
見
を
発
表
し
下
れ
と
の
手
紙
着
。
直
ち
に
謝
絶
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

宮
越
正
治
氏
に
御
歳
暮
の
礼
状
を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

米
栄
旅
館
支
店
へ
密マ

マ

柑
の
礼
状
を
発
す
。

十
二
月
十
三
日（
月
曜
日
）晴
後
曇
雨

○〔
欄
外
〕

ス
ミ
林
数
之
助
氏
来
訪
。
依
頼
の
画
帖（
高
野
山
赤
不
動
縮
図
極
彩
色
絹
本
）を
渡
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

石
原
春
秋
氏
、
明
治
神
宮
御
屏
風
手
伝
揮
毫
料
と
し
て
金
二
百
円
渡
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

三
越
呉
服
店
屏
風
箱
書
出
来
に
付
、
使
へ
渡
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

寺
内
新
太
郎
氏
箱
書
持
参
。
図
題
、三
保
之
松
原
。
大
横
物
、絹
本
。
三
原
屋
所
有
）。

ス〔
欄
外
〕ミ

橋
本
秀
二
郎
氏
よ
り
、［
○
］屏
風
は
成
る
べ
く
十
五
日
迄
願
ひ
度
し
と
の
電
報（
返

信
附
）着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

橋
本
秀
次
郎
氏
へ
電
話
に
て
屏
風
は
十
六
日
頃
出
来
に
附
、
一
隻
の
み
に
て
も
よ
ろ

し
け
れ
は
出
来
次
第
通
知
す
べ
し
と
の
通
知
を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

入
江
冨
年
氏（
宇
都
市
外
下
澤
）よ
り
、
な
す
の
漬
物
一
樽
、
鉄
道
便
に
て
着
。
直
ち

に
礼
状
を
発
す
。
倭
絵
刊
行
会
事
務
所（
東
京
市
日
本
橋
区
葭
町
二
丁
目
十
二
番
地
）よ
り
、

倭
絵
逸
品
集
入
会
申
込
案
内
状
着
。
堀
野
總
摠
次
郎
、
及
青
木
鎌
次
郎
両
氏（
豊
多
摩
郡

淀
橋
町
角
筈
一
番
地
）よ
り
、
先
月
十
五
日（
月
曜
日
）に
来
訪
の
上
、
細�
委
細
上
述
せ
し

如
く
、
牛
込
長
岡
正
伸
氏
の
依
頼
せ
し［
○
］半
切
、
及［
○
］画
帖
用
小
絹
本
の
揮
毫
、
多

少
の
画
料
追
加
す
べ
き
に
よ
り
揮
毫
な
し
下
れ
と
の
手
紙
着
。
唯
々
其
の
絵
は
、
調
査
の

結
果
、
出
来
僞
な
る
む
ね
返
答
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

便
宜
運
送
店（
東
北
本
線
宇
都
宮
駅
前
）よ
り
、
入
江
氏
発
送
野
菜
一
箱
送
附
せ
し
む

ね
通
知
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

横
山
助
一
氏
よ
り
、
愚
祖
父
米
寿
記
念
と
し
て
林
に
於
て
産
出
し
た
る
勝
栗
の
送
附

通
知
書
着
。
品
物
は
本
月
九
日
、
既
に
着
。
放
任
し
あ
り
。
返
送
通
知
発
。

ス〔
欄
外
〕ミ

松
本
政
成
氏
へ
長
野
県
下
高
井
郡
倭
村
岳
麗
園
）よ
り
、
返
送
料
封
入
に
て
画
の
依

頼
品
御
礼
と
し
て
、
菜
果
一
箱
送
附
通
知
来
る
。
書
留
便
。

ス〔
欄
外
〕ミ

齋
藤
隆
三
氏
よ
り
、
十
二
月
の
同
人
会
は
忘
年
会
を
兼
ね
、
来
る
二
十
二
日
、
伊

豫
紋
で
開
く
事
も
通
知
来
る
。
中
村
太
助
氏（
山
形
県
酒
田
町
上
田
町
）よ
り
、［
●
］依

頼
画
は
是
非
、
年
内
に
願
ひ
度
し
と
の
手
紙
着
。
画
料
は
大
正
七
年
七
月
十
二
日
迄
に
、

二
百
五
十
円
預
る
。
豊
島
俊
文
氏（
静
岡
県
庵
原
郡
由
比
町
万
松
園
）よ
り
密マ

マ

柑
一
箱
の
案

内
状
着
。
松
平
頼
壽
氏（
香
川
県
教
育
会
長
）よ
り
、
加
藤
慊
吉
氏（
香
川
県
教
育
会
香
川

郡
部
会
長
）よ
り
�

�［
の
］今
回
藍
綬
褒
章
下
賜［
に
関
し
］、
紀
念
画
帖
製
作
し
た
き
次
第
、

本
小
片
二
点
へ
揮
毫
な
し
下
れ
と
の
手
紙
着
。
放
任
の
こ
と
。

ス〔
欄
外
〕ミ

章
兄
と
共
に
年
賀
状
を
書
き
初
む
。

ス〔
欄
外
〕ミ

野
毛　

栗
林
氏
よ
り
、
藤
四
郎
の
茶
壺
一
個
持
参
。

十
二
月
十
四
日（
火
曜
日
）晴

ス〔
欄
外
〕ミ

英
時
、
松
澤
の
病
院
に
時
春
兄
を
訪
ふ
。

ス〔
欄
外
〕ミ

禎
次
郎
氏
来
訪
。
天
野
七
三
郎
氏
よ
り
の
使
物（
資
生
堂
化
粧
品
）持
参
。
追
っ
て
礼

に
来
る
由
。
天
野
氏
住
所
、
本
所
区
相
生
町
三
ノ
十
九

ス〔
欄
外
〕ミ

新
井
徳
次
郎
氏
よ
り
、
梨
果
一
箱
鉄
道
便
に
て
着
。（
十
五
日
の
分
に
廻
す
）

ス〔
欄
外
〕ミ

音
菊
よ
り
、
鮭
二
本
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

豊
島
俊
文
氏
よ
り
、
密マ

マ

柑
一
箱
、
鉄
道
便
に
て
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
美
術
学
院（
本
郷
湯
島
、
田
口
掬
汀
氏
）へ
、「
襖
絵
選
集
」の
到
着
通
知
状
を
発

す
。
幹
子
夫
人
、
午
後
四
時
頃
、
女
児
分
娩
す
。
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ス〔
欄
外
〕ミ

松
本
政
成
氏
よ
り
、
梨
子
一
箱
、
鉄
道
便
に
て
着
。

十
二
月
十
五
日（
水
曜
日
）晴

ス〔
欄
外
〕ミ

音
菊（
日
本
橋
区
呉
服
町
）へ
歳
暮
の
礼
状
を
出
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

豊
島
俊
文
氏
へ
密マ

マ

柑
の
礼
状
を
着
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

中
村
太
助
氏
へ
画
は
明
春
迄
待
た
れ
度
し
と
の
通
知
を
出
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

藤
田
彌
五
郎
氏
へ
明
春
迄
揮
毫
猶
予
せ
ら
れ
度
し
と
の
通
知
を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

高
島
屋
呉
服
店
美
術
部
よ
り
、
箱
書（
図
題
瓢
鯰
、
横
物（
十
一
月
十
五
日
）持
参
。

ス〔
欄
外
〕ミ

高
築
誠
五
郎
氏
鮭
の
溝�
糟
漬
一
樽
、
持
参
。
画
料
遅
遠マ

マ

の
詫
に
来
訪
。

ス〔
欄
外
〕ミ

新
井
徳
次
郎
氏
よ
り
�

�

へ
梨
の
礼
状
を
出
す
。
堀
江
い
そ
氏（
八
王
子
市
寺
町
一
番
地
）

よ
り
、
久
保
田
氏
の［
○
］画
、
年
内
に
願
ひ
度
し
と
云
ひ
来
る
。
放
任
。

ス〔
欄
外
〕ミ

出
崎
幸
助
氏（
徳
島
県
福
山
市
古
吉
津
町
）よ
り
、
数
年
前
依
頼
せ
し［
○
］小
片
一
枚
、

是
非
願
ひ
度
し
と
云
ひ
来
る
。
金
は
八
九
円
。
ず
っ
と
以
前
に
持
参
せ
し
と
云
ふ
。

ス〔
欄
外
〕ミ

宮
越
正
治
氏
よ
り
、
葡
萄
酒
の
案
内
状
着（
物
品
は
八
日
に
既
着
）。

ス〔
欄
外
〕ミ

林
牧
之
助
氏
よ
り
、
画
帖
の
礼
状
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

音
菊
よ
り
、
歳
暮
の
鮭
の
案
内
状
着（
物
品
は
十
四
日
に
着
し
あ
り
）。
田
口
掬
汀
氏

よ
り
、
先
日
御
願
ひ
せ
し
尺
五
縦
物
は［
○
］尺
八
横
物
に
願
ひ
度
し
と
云
ひ
来
る
。
例
の

小
林
正
月
氏
よ
り
、
双
幅
画
の
催
促
状
着
。
松
本
政
成
氏
よ
り
、［
○
］画
帖
を
送
り
来
る
。

引
受
け
た
る
な
り
。
本
年
の
画
の
整
理
の
為
、
下
欄
に
附
□
�

�

符
号
を
附
く
。
〳･･･

至
急

ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
、
〵･･･

延
引
ス
ル
モ
サ
シ
ツ
カ
ヘ
ナ
キ
モ
ノ
、
○･･･

本
年
内
ニ
是
非
揮

毫
ス
ベ
キ
モ
ノ
、
ス
ミ･･･

全
ク
ソ
ノ
記
事
ノ
事
ノ
ミ
ハ
用
ズ
ミ
ナ
ル
モ
ノ

ス〔
欄
外
〕ミ

大
正
十
年
の
年
賀
状（
百
十
二
枚
）、
本
日
全
く
書
き
終
る
。

十
二
月
十
六
日（
木
曜
日
）晴

ス〔
欄
外
〕ミ

堀
内
英
智
氏（
亀
戸
町
五
ノ
橋
日
比
谷
廿
号
地
）、
鑑
定
の
為
、
色
紙（
絹
地
）［
父
筆

ろ
ば
ノ
図
］一
枚
、
春
草
筆
猿
、（
尺
八
絹
本
）持
参
。
二
幅
乍
ら
偽
物
。
柴
崎
法
律
事
務

所（
東
京
市
日
本
橋
区
通
三
丁
目
五
番
地
）の
柴
崎
五
十
二
氏
よ
り
、
近
日
、
川
崎
鉄
之
助

の
件
に
つ
き
参
上
す
べ
し
と
通
知
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
美
術
院
よ
り
、
同
人
会
兼
忘
年
会
の
通
知
書［
○
］来
る
。
出
席
の
返
信
。

ス〔
欄
外
〕ミ

山
崎
傳
之
助
氏（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
四
百
町
和
歌
山
新
聞
社
長
）よ
り
、
本
月
五
日

着
、
和
歌
山
県
人
名
簿（
前
編
）の
代
り
と
し
て
後
編
に
掲
採マ

マ

す
べ
き
小
点
物
を
揮
毫
し
下

れ
と
の
手
紙
着
。
放
任
。
関
如
来
氏
よ
り
、
画
は
本
年
内
に
願
ひ
度
し
と
云
ひ
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

木
村
文
雄
氏（
名
古
屋
市
）よ
り
、
奈
良
漬
一
箱
着
。
直
ち
に
礼
状
を
出
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

三
越
呉
服
店
美
術
部
よ
り
、
金
屏
風
一
隻
、
荷
車
に
て
着
く
。

十
二
月
十
七
日（
金
曜
日
）晴

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
興
業
銀
行（
麹
町
区
銭
瓶
町
）よ
り
、
信
託
預
金
の
利
子（
税
除
き
た
る
も
の
）の

通
知
書
、
並
に
領
収
証（
原
稿
）着
。
利
子
は
未
だ
来
ず
。
林
代
藏
氏（
満
洲
長
春
府
日
本

橋
通
二
〇
）よ
り
、
本
店
改
築
祝
ひ
の
小
点
物
願
ひ
度
し
と
云
ひ
来
る
。
放
任
。
妹
尾
春

太
郎
氏
よ
り
�

�（
相
州
箱
根
湯
本
）、［
●
］画（
半
打
一
枚
）の
催
促
に
来
訪
。
近
日
出
来
次
第

送
附
す
べ
し
と
約
束
す
。
箱
書
は
明
春
持
ち
帰
る
べ
し
と
云
ふ
。
例
の
小
林
画
狂
人
よ
り
、

絵
の［
○
］催
促
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

石
田
放
光
堂（
京
都
市
烏
丸
通
二
条
南
入
）よ
り
、
漬
物（
千
枚
漬
）一
樽
、
鉄
道
便
に

て
着
。
直
ち
に
礼
状
を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

吉
弘
茂
義
氏（
大
阪
市
北
区
堂
島
濱
通
一
丁
目
）よ
り
、
新
聞
の
挿
絵
を
揮
毫
し
下
れ

と
云
ひ
来
る
。
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○〔
欄
外
〕

ス
ミ
下
の
下
村
へ
、
尺
五
、
絹
本
、
三
幅
対
、
図
題
、
菅
公
、
及
尺
八
、
絹
本
、
一
幅
、

図
題
、
朝
陽
、
章
兄
持
参
。

十
二
月
十
八
日（
土
曜
日
）雨

ス〔
欄
外
〕ミ

林
数
之
助
氏
、
雨
之
題
の
画
、
催
促
に
来
る
。
又
同
氏
よ
り
、
美
術
院
同
人
、
高
野

紀
行
紀
念
展
覧
会
の
目
録
着
。

十
二
月
十
九
日（
日
曜
日
）晴

ス〔
欄
外
〕ミ

南
米
岳
氏
使
、
箱
書
に
来
る
。
図
は
醉
李
白
、
二
尺
幅
、
絹
本
、
真
物
。

○〔
欄
外
〕

ス
ミ
　〳

松
田
氏
使
、
色
紙
を
取
り
に［
来
る
］。
持
ち
帰
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

松
本
正
成
氏（
新マ

マ潟
、
県
下
髙
井
郡
倭
村
柳
澤
）よ
り
、
林
檎
一
箱
鉄
道
便
に
て
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

入
江
冨
年
氏
よ
り
、
白
菜
一
包
着
。
直
ち
に
礼
状
を
出
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

高
橋
初
郎
氏
よ
り
、
明
初
春
大
阪
店
に
て
な
す
会
の［
○
］出
品
画
幅（
尺
八
）一
枚
、

是
非
年
内
に
願
ひ
度
し
と
云
ひ
来
る
。
小
宮
半
四
郎
氏
よ
り
、
還
暦［
○
］画
帖
の
催
促
状

着
。
松
澤
病
院
よ
り
、
一
月
分
の
入
院
料
の
通
知
状
着
。
二
十
六
日
迄
納
め
願
度
し
と
。

横
山
助
一
氏
よ
り
、
何
か
祖
父
の
米
寿
紀
念
に
画
き
下
れ
と
云
ひ
来
る
。
断
謝
の
つ
も
り
。

（
二
十
日
の
記
事
に
廻
す
）。

ス〔
欄
外
〕ミ

目
黒
十
郎
氏（
新
潟
県
長
岡
市
表
四
之
町
）よ
り
、
梨
一
箱
着
。

十
二
月
二
十
日（
月
曜
日
）晴

ス〔
欄
外
〕ミ

三
越
美
術
部
よ
り
、
電
報
に
て
画
の
発
送
問
合
せ
来
る
。
市
川
の
老
母
、
画
の［
○
］

催
促
に
来
訪
。

ス〔
欄
外
〕ミ

三
越
へ
電
話
に
て
屏
風
出
来
、
及
荷
造
出
来
の
通
知
を
な
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

島
田
友
春
氏
来
訪
。
画
室
に
て
父
と
面
談
未
帰
宅
。
金
一
仟
円
確
に
手
渡
し
す
。
裏

の
物
置
脇
へ
鳥
小
屋
の
建
築
を
初
む
。

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
興
業
銀
行
へ
領
収
証
を
発
送
す
。

十
二
月
二
十
一
日（
火
曜
日
）晴

本
日
も
章
兄
と
早
朝
よ
り
鳥
小
屋
の
建
築
に
努
力
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

義
士
会
の
使
、
来
り
何
か
是
非
揮
毫
給
は
り
度
し
と
云
ふ
。
断
謝
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

下
村
早
之
進
氏
夫
人
来
訪
。

ス〔
欄
外
〕ミ

藤
田
氏
来
訪
。
研
究
会
一
同
の
歳
暮
持
参
。

ス〔
欄
外
〕ミ

石
原
氏
へ
歳
暮
持
参
の
為
、
父
出
掛
く
。

ス〔
欄
外
〕ミ

橋
本
秀
二
郎
氏（
麻
布
区
笄
町
）よ
り
、
礼
状（
屏
風
の
）着
。（
図
題
駒
仙
人
、
双
幅

の
片
方
の
み
持
参（
駒
の
方
）、
□�
尺
五
絹
本
偽
物
）持
参
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
牧
小
学
校
よ
り
、
本
牧
青
年
修
養
園
創
立
委
員
会
決
議
事
項
通
知
書
着
。

◎〔
欄
外
〕

ス
ミ
三
越
呉
服
店
美
術
部
よ
り
、
出
来
の
金
屏
風
二
双
取
り
に
来
る
。
二
双
と
も
確
に

渡
す
。

十
二
月
二
十
二
日（
水
曜
日
）晴

本
日
も
相
変
ら
ず
、
鳥
小
屋
の
建
造
に
一
日
従
事
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

坂
本
武
成
氏（
千
葉
県
市
原
郡
姉
﨑
町
三
三
五
）、
岸
畑
久
吉
氏（
明
治
卅
八
年
度
美

術
学
校
出
身
）の
照
会
。
自
分
の
古
希
の
紀
念
と
し
て
何
か
画
き
下
れ
と
絵
絹
同
封
に
て

送
り
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

興
業
銀
行
よ
り
、
小
切
手
に
て
利
子
を
送
り
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

宮
内
省
内
蔵
寮
よ
り
、
本
年
度
技
芸
員
手
当
と
し
て
百
円
の
受
取
方
通
知
書
着
。

34



（ ）50 【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

ス〔
欄
外
〕ミ

林
の
伯
母
上
宅
へ
、
梨
一
箱
発
送
。
横
浜
税
務
署
よ
り
、
営
業
税
調
査
通
知
状
着
。

近
々
、
返
事
を
出
す
筈
。

ス〔
欄
外
〕ミ

本
日
、
父
、
伊
豫
紋
の
同
人
会
、
兼
忘
年
会
へ
出
席
す
。

十
二
月
二
十
三
日（
木
曜
日
）晴

本
日
も
前
日
に
引
続
き
、
建
造
に
終
日［
を
］費
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

井
上
徳
三
氏
使
、
手
紙
持
参
。
至
急［
○
］画
を
願
ひ
度
し
と
の
こ
と
。

ス〔
欄
外
〕ミ

中
野
貫
一
氏（
新
潟
県
中
蒲
原
郡
金
澤
津
）よ
り
、
年
末
年
賀
の
礼
を
欠
く
由
通
知
来

る
。

○〔
欄
外
〕

ス
ミ
井
上
徳
三
氏
使
へ
画
を
渡
す
。
横
物
、
絹
本
、
図
題
、
朝
陽
。

ス〔
欄
外
〕ミ

江
波
医
院
会
計
部（
東
京
市
本
郷
春
木
町
二
ノ
二
九
）よ
り
、
大
正
八
年
一
月
よ
り
六

月
迄
の
父
の
薬
代
、
請
求
し
来
る
。
母
の
云
ふ
に
全
く
支
払
ひ
し
も
の
な
り
と
云
ふ
。
放

任
々
々
。

十
二
月
二
十
四
日（
金
曜
日
）晴

ス〔
欄
外
〕ミ

三
越
呉
服
店
美
術
部
よ
り
、
残
り
の
金
屏
風
一
双
取
り
に
来
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

伊
東（
本
牧
町
）氏
よ
り
、
歳
暮
持
参
。

ス〔
欄
外
〕ミ

常
磐（
本
郷
弥
生
町
）よ
り
、
父
の
寒
山
拾
得（
尺
八
双
幅
）箱
書
の
為
持
参
。

ス〔
欄
外
〕ミ

下
山
儀
三
郎
氏（
東
京
市
麹
町
区
元
園
町
）よ
り
、
年
末
年
始
の
礼
を
欠
く
由
通
知
来

る
。
奥
田
芳
彦
氏
よ
り
、［
○
］画
帳
の
催
促
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

宮
内
省
本
金
庫（
東
京
市
京
橋
区
木
挽
町
七
丁
目
六
番
地
、
株
式
会
社
十
五
銀
行
）よ

り
、
小
切
手
に
て
百
円
着
。

十
二
月
二
十
五
日（
土
曜
日
）晴

ス〔
欄
外
〕ミ

寺
内
銀
次
郎
氏
使
、歳
暮
持
参
。
関
如
来
氏
よ
り
、［
○
］画
の
催
促
状
着
。
放
任
々
々
。

ス〔
欄
外
〕ミ

林
伯
母
上
よ
り
、
手
紙
着
。
別
に
大
し
た
用
事
も
な
し
。

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
美
術
院
よ
り
、
近
々
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
博
物
館
巡
廻
展
覧
会
出
品
用
画
絹
、
発

送
す
べ
し
と
の
通
知
、及
出
品
規
定
着
。妹
尾
春
太
郎
氏
よ
り
、［
●
］画
の
催
促
状
着
。近
々

発
送
の
約
束
な
り
し
な
り
。

ス〔
欄
外
〕ミ

矢
口
政
次
郎
氏（
茨
城
県
新
治
郡
田
舎
村
高
崎
）よ
り
、
公
魚［
ワ
カ
サ
ギ
の
送
状
］一�

箱�
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

井
上
一
郎
氏（
東
京
市
四
谷
区
南
町
山
田
方
）、
無
理
押
附
け
の
画
の
依
頼
の
手
紙
を

寄
す
。
後
に
本
人
絵
絹
を
持
参
し
来
り
、
無
理
に
預
け
去
ら
ん
と
す
る
を
謝
絶
し
帰
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

夕
刻
、
林
の
伯
母
の
宅
に
至
り
宿
泊
。

ス〔
欄
外
〕ミ

松
田
亀
七
氏
使
、
鑑
定
物（
春
草
筆
、
紙
本
半
打［
一
枚
］、
図
は
雌
鶏
）、
及
箱
書（
父

筆
、
尺
八
絹
本
、
図
題
山
麓
）持
参
。

○〔
欄
外
〕

ス
ミ
〳
大
阪
高
島
呉
服
店
へ
、横
物
、絹
本
、一
幅
、図
題
、和
歌
の
浦
を［
書
留
便
に
て
］

発
送
す
。
田
中
喜
兵
衛
氏（
千
葉
県
下
総
市
川
町
）よ
り
、
醤
油
樽
の
発
送
通
知
着
。

十
二
月
二
十
六
日（
日
曜
日
）晴
天

ス〔
欄
外
〕ミ

津
田
藤
太
郎
氏
、
歳
暮
持
参
。

ス〔
欄
外
〕ミ

堀
喜
二
氏（
濱
寺
）来
訪
。
画
室
に
て
父
と
し
ば
し
面
談
の
末
帰
る
。

ス〔
欄
外
〕ミ

小
生
、
林
良
吉
、
元
吉
二
君
と
共
に
上
野
に
向
ふ
。
途
中
渡
辺
宅
へ
歳
暮
持
参
。

○〔
欄
外
〕

ス
ミ
北
上
氏
ヘ
（〳
尺
八
、
絹
本
一
、
図
題
、
水
墨
の
月
に
竹
）を
持
参
。

ス〔
欄
外
〕ミ

下
村
の
伯
父
、
本
月
十
七
日
渡
せ
し
尺
五
、三
幅
対
、
及
尺
八
一
幅
の
半
金
と
し
て
、

金
七
百
五
拾
円
持
参
。
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（ ）49【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

ス〔
欄
外
〕ミ

矢
口
政
次
郎
氏
よ
り
、
公
魚
の
箱
結
箱
。

ス〔
欄
外
〕ミ

小
林
正
月
氏
よ
り
、鑑
定
物
持
参
�

�

送
り
来
る
。
金
五
拾
銭
同
封
。
午
後
、小
生
、帰
宅
。

直
ち
に
鳥
小
屋
の
造
築
に
取
掛
る
。

○〔
欄
外
〕

ス
ミ
〳
夕
刻
、
石
原
氏
宅
へ
栗
林
氏
の
依
頼
画（
尺
八
絹
本
一
、
図
題
醉
李
白
）、
溝
口

禎
次
郎
氏
よ
り
、
近
々
絹
張
り
の
屏
風
一
双
発
送
す
べ
し
と
の
手
紙
着
。
堀
江
い
そ
氏
よ

り
、
久
保
田
氏
の［
●
］絵
の
催
促
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

田
中
良
助
氏
よ
り
、
礼
金
の
少
量
な
り
し
詫
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

橋
本
秀
二
郎
氏
よ
り
、
屏
風
出
来
の
礼
状
着
。

十
二
月
二
十
七
日（
月
曜
日　

晴
風
強
し
。

乙
部
喜
兵
衛
氏
よ
り
、
菜
漬
の
案
内
状
着
。
宮
川
大
壽
氏
よ
り
、
例
の
お
ど
か
し
文
句
の

手
紙（
葉
書
の
書
留
）着
。
発
信
地
は
、
静
岡
県
富
士
郡
吉
原
町
鯛
屋
旅
館
）。

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
美
術
院
よ
り
、
新
年
宴
会
の
通
知
書
来
る
。
一
月
二
日
午
前
十
時
よ
り
と
の
こ

と
。
小
林
文
七
氏（
浅
草
区
駒
形
町
七
番
地
）よ
り
、
例
会
の
招
待
状
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

竹
田
文
吉
氏
よ
り
、
近
々
酒
樽
を
送
る
べ
し
と
の
手
紙
着
。

ス〔
欄
外
〕ミ

日
本
美
術
院
よ
り
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
出
品
画
の
用
品
、
鉄
道
便
に
て
着
。
関
如
来

氏
使
、
同
氏
の
手
紙（
例
の［
○
］画
の
催
促
）持
参
。
出
来
次
第
通
知
の
約
。

ス〔
欄
外
〕ミ

御
明
亀
五
郎
氏（
奈
良
氏
中
新
屋
町
）よ
り
、
春
日
厨
子
、
鉄
道
便
に
て
着
。
運
賃

十
八
円
四
拾
銭
。
井
上
徳
三
氏
、
予
て
依
頼
の
井
上
氏
親
族
の［
●
］画
の
催
促
に
来
訪
。

ス〔
欄
外
〕ミ

長
井
利
右
衛
門
氏
へ
歳
暮
の
礼
状
を
出
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

目
黒
十
郎
氏
へ
十
九
日
着
の
梨
の
礼
状
を
発
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

矢
口
政
次
郎
氏
へ
公
魚
の
礼
状
を
出
す
。

ス〔
欄
外
〕ミ

小
林
正
月
氏
へ
鑑
定
物（
尺
五
絹
本
？
一
幅
、
松
に
鶴
の
図
探
幽
齋
筆
と
あ
り
、
大

偽
物
）を
返
送
。
田
口
掬
汀
氏
よ
り
、
年
頭
欠
礼
の
通
知
状
着
。

十
二
月
二
十
八
日（
火
曜
日
）晴
後
強
風

松
島
勝
之
助
氏（
静
岡
県
焼
津
町
）よ
り
、
密マ

マ

柑
一
箱
、
鉄
道
便
に
て
着
。
直
ち
に
礼
状
を

出
す
。
中
畑
米
次
郎
氏（
飛
騨
吉
城
郡
上
室
村
）よ
り
、
わ
さ
び
及
ね
ぎ
の
案
内
状
着
。
朝

松
組
運
送
店
よ
り
、
先
月
六
日
、
渡
辺
喜
四
郎
氏
よ
り
、
来
り
し
荷
物
の
運
賃
過
剰
髙
、

金
五
拾
銭
を
返
済
に
来
る
。
受
取
を
渡
す
。
宮
川
大
壽
氏
へ
依
頼
画
出
来
の
通
知
を
発
す
。

南
治
五
郎
氏（
巽
画
会
本
部
東
京
下
谷
区
竹
町
二
七
）へ
依
頼
画
出
来
の
通
知
を
発
す
。
兵

藤
祐
三
郎（
茨
城
県
新
治
郡
志
筑
村
長
）氏
よ
り
、
紀
念
画
揮
毫
給
は
り
度
し
と
て
小
切
の

紙
同
封
し
来
る
。
放
任
。

十
二
月
二
十
九
日（
水
曜
日
）晴

榎
本
恭
三
氏（
相
州
箱
根
小
涌
谷
）よ
り
、
山
芋
一
箱
鉄
道
便
に
て
着
。
直
ち
に
礼
状
を
出

す
。
中
畑
米
次
郎
氏（
飛
騨
国
吉
城
郡
上
室
村
）よ
り
、
わ
さ
び
、
及
ね
ぎ
一
箱
着
。
直
ち

に
礼
状
を
出
す
。
木
下
運
輸
店（
東
海
道
線
住
吉
駅
前
、
兵
庫
県
武
庫
郡
灘
住
吉
村
）よ
り
、

竹
田
文
吉
氏
発
送
の
酒
樽
の
荷
引
換
書
来
る
。
島
田
友
春
氏
よ
り
近
々
粟
漬
着
す
由
云
ひ

来
る
。
山
田
中
氏（
英
京
在
）よ
り
年
始
状
着
。
大
和
絵
刊
行
会
よ
り
、
病
の
草
紙
一
巻
着
。

溝
口
禎
次
郎
氏
よ
り
、
御
風
呂
先
屏
風
着
。
御
明
亀
五
郎
氏
へ
奈
良
左
右
田
銀
行
支
店
の

小
切
手（
二
百
八
拾
円
）を
書
留
便
に
て
着�
発
送
。
母
、市
川
老
姥
宅
へ
、画（
尺
五
絹
本
、一
、

水
黒マ

マ

の
竹
）を
持
参
。
乙
部
喜
兵
衛
氏
よ
り
、
な
づ
け
一
樽
鉄
道
便
に
て
着
。
南
治
五
郎

氏
使
へ
画（
尺
五
絹
本
一
幅
、
水
黒マ

マ

の
竹
）を
渡
す
。
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（ ）48 【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

十
二
月
三
十
日（
木
曜
日
）晴

伊
藤
四
郎
右
衛
門
氏
よ
り
、
年
末
年
始
欠
礼
の
通
知
来
。
尾
川
昭
純
氏
よ
り
、
年
末
年
始

欠
礼
の
通
知
来
る
。

十
二
月
三
十
一
日（
金
曜
日
）雪
後
晴

高
島
屋
呉
服
店
美
術
部
よ
り
、
二
十
五
日
発
送
の
新
年
の
画
及
還
暦
画
帳
共�
の
礼
と
し
て

金
一
仟
円
小
切
手
に
て
来
る
。
直
ち
に
受
取
を
出
す
。
両
国
回
漕
店
横
浜
出
張
所（
横
浜

市
山
吹
町
二
ノ
四
）よ
り
、
田
中
喜
兵
衛
氏
よ
り
送
り
来
り
し
醤
油
一
樽
を
至
急
引
取
ら

れ
度
し
と
の
手
紙
着
。
年
末
年
始
欠
礼
の
通
知
、
小
倉
文
彦
氏（
千
葉
県
山
武
郡
東
金
町
）

よ
り
来
る
。
乙
部
、
田
中
、
竹
田
三
氏
へ
礼
状
を
発
す
。

（
大
正
九
年
度
終
了
）

大
正
十
年
度

一
月
元
旦（
土
曜
日
）　

晴

一
月
六
日（
晴
）

△
母
、
朝
十
一
時
頃
よ
り
松
澤
病
院
へ
。

△
髙
田
早
苗
氏
書
生
、
奥
田
義
彦
氏
来
訪
し
、
昨
二
日
に
約
せ
し
小
画
帖
に
付
き
、
叔
父

山
田
政
三
氏
と
問
答
の
末
、
昨�
該
者
は
昨
年
の
絵
に
対
し
て
は
、
第
二
、
即
ち
全
然
異
な

り
た
る
問
題
な
り
と
し
、
一
先
づ
該
物
を
返
送
し
揮
毫
を
拒
絶
す
る
こ
と
ゝ
す（
注
意
、

昨�［
明
］日
は
該
画
帖
を
さ
が
さ
ざ
る
可
ら
す
）。

△
母
、
夜
十
時
頃
帰
宅
、
弟
豊
を
戸
崎
町
の
林
家
よ
り
同
伴
。

一
月
七
日（
晴
）

△
齋
藤
隆
三
氏
書
生
、
箱
書
持
参
預
る
。
尺
八
、
達
磨
之
図
、
極
最
近
之
作
。

△
高
槻
氏
、
年
始
に
来
る
。

△
高
島
屋
□�
呉
服
店
美
術
部
髙
橋
初
郎
氏
来
る
。
色
紙
二
枚
を
依
頼
、
又
金
セ
ン
紙（
ニ
ー

ム
粉
製
）て
ふ
近
頃
製
造
せ
ら
れ
し
紙
に
試
筆
さ
れ
た
し
と
て
持
参
、
計
三
枚
、
兎
に
角

預
る
。

△
夕
、
林
元
吉
君
帰
京
。
竹
田
文
吉
氏
へ
酒
樽
の
礼
状
。
金
閣
寺
に
納
豆
の
礼
状
。
妹
尾

春
太
郎
氏
へ
揮
毫
四
五
日
延
期
の
頼
状
。

大
正
十
年
二
月
の
日
記

一
日（
火
曜
日
）晴

乾
南
陽
氏
よ
り
、
土
佐
鰯
の
干
物
鉄
道
便
に
て
着
、
発
送
地　

高
知
市
本
町
大
住
病
院
。

前
田
兼
寶
氏（
宮
城
県
警
察
部
長
官
舎
）よ
り
、
鮎
の
案
内
状
着
。

二
日（
水
曜
日
）晴

乾
南
陽
氏
よ
り
、
干
物
の
案
内
状
着
。
直
ち
に
礼
状
を
発
す
。
前
田
譲
、
阪
野
五
兵
衛
両

氏
よ
り
、
渡
辺
氏
紹
介
の
画
を
催
促
し
来
る
。
渡
辺
千
代
次
氏（
五
浦
）よ
り
、
税
金
の
書

付
沢
山
着
。
日
本
美
術
部�
院
よ
り
、
同
人
会
議
の
通
知
書
来
る
。

〔
欄
外
〕以
上
記
入

�

�

�

�

　
　
　

ナ
キ
モ
ノ
ハ
暗

�

�

�

�

�

�

　
　
　

記
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

�

�

�

�

�

�

�
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大
正
十
年
五
月
分

一
日（
日
曜
日
）晴

父
上
、
渋
澤
子
爵
邸
の
園
遊
会
に
出
席
す
。
遠
藤
觀
伸
氏（
神
田
南
甲
賀
町
拾
八
番
地
）、

絵
の
依
頼
に
来
る
、
謝
絶
す
。
先
年
千
葉
よ
り
、
大
盆
栽
を
贈
り
来
り
し
人
な
り
。
昨
日

は
久
方
振
り
に
て
渡
邊
の
伯
母
上
、
林
の
伯
母
上
、
千
代
子
等
と
共
に
来
ら
る
。

二
日（
月
曜
日
）曇
後
晴

午
後
、
南
米
岳
氏
、
及
外
一
人
、
古
画
数
点
持
参
す
。

三
日（
火
曜
日
）晴

小
生
、
上
野
の
博
物
館
に
於
け
る
高
野
山
の
宝
物
展
覧
会
を
見
に
趣
く
。
父
の
二
十
五
菩

薩
来
迎
図
の
写
し
を
展
覧
窓
に
見
受
け
た
り
。

以
上
、
無
記
入
の
部
は
、
暗
記
或
は
手
帖
の
備
忘
録
欄
中
に
記
入
せ
る
も
の
知
る
可
し

以
下
必
録　
　

大
正
十
年
六
月
一
日

六〔
欄
外
〕月

一
日（
水
曜
日
）風
雨

別
に
変
っ
た
こ
と
も
な
し
。

二
日（
木
曜
日
）雨
後
風

美
阜
屋
美
術
部（
名
古
屋
市
中
区
矢
崎
町
一
ノ
切
）よ
り
、
父
の
若
書
き
鳩
の
図（
尺
八
紙

本
水
墨
画
）箱
書
依
頼
の
為
送
り
来
る
。
午
後
、
東
京
会
の
田
中
良
助
、
画
会
の
出
品
画

依
頼
に
来
る
。
万
事
手
紙
に
て
返
答
す
る
こ
と
ゝ
す
。

三
日（
金
曜
日
）晴

別
に
指
し
た
る
重
要
な
こ
と
も
な
し
。

四
日（
土
曜
日
）晴

田
中
良
助
よ
り
、
展
覧
会
の
出
品
画
揮
毫
料
と
し
て
無
理
推
し
付
に
金
一
仟
円
也
、
為
替

に
て
送
り
来
る
。
直
ち
に
返
還
す
。
徳
島
の
中
村
潘
多（
先
月
雅
邦
先
生
の
三
幅
対
の
箱

書
を
依
頼
し
来
り
し
者
）、
玉
堂
の
紹
介
状
の
返
還
依
頼
に
来
る
。
直
ち
に
送
附
し
や
る
。

余
、
東
京
に
趣マ

マ

く
。
戸
崎
町
の
伯
母
の
宅
へ
厄
介
に
な
る
。

五
日（
日
曜
日
）曇
む
し
あ
つ
き
日
な
り
き

福
三
郎
、
音
菊
主
婦
及
他
に
女
一
人
来
訪
。
父
面
会
す
。
余
、
上
野
竹
ノ
台
に
東
台
彫
塑

会
第
一
回
展
覧
会
を
観
る
。
小
倉
右
一
郎
氏
の
傑
作
大
部
を
し
め
居
た
り
。

六
日（
月
曜
日
）雨

井
上�［
口
］庄
蔵
、
川
端
龍
子
及
常
磐
楼
主　

大
塚
桝
太
郎
来
訪
。
画
室
に
て
父
と
面
談
の

後
帰
宅
す
。
余
、
東
京
の
稲
垣
商
店
へ
箱
書
を
持
参
す
。
後
、
戸
崎
町
に
泊
る
。

七
日（
火
曜
日
）曇

上
野
博
物
館
に
仏
像
・
石
器
時
代
遺
物
、
及
支
那
、
古
朝
鮮
土
器
を
見
る
。
何
時
に
倍
し

明
ら
か
な
る
日
な
り
き
。
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八
日（
水
曜
日
）曇

美
阜
屋
美
術
部
へ
箱
書
、
返
送（
書
留
便
）。
米
栄
旅
館
へ
三
宝
み
か
ん
の
礼
状
を
出
す
。

九
日（
木
曜
日
）晴

別
に
変
っ
た
こ
と
も
な
し
。

十
日（
金
曜
日
）曇

［（
下
村
）］原
の
伯
父
上
、
伯
母
上
、
来
訪
。
夜
、
貢
君
、
美
法
君
、
多
平
君
、
信
三
郎
君
、

及
章
兄
等
と
共
に
横
浜
青
年
会
館
に
西
欧
名
画
写
真
展
覧
会
を
観
に
行
く
。
夕
刻
、
伊
藤

氏
夫
人
、
箱
書
の
礼
に
来
訪
。

十
一
日（
土
曜
日
）雨

本
日
よ
り
、
梅
雨
。
早
朝
よ
り
、
章
兄
と
共
に
横
浜
青
年
会
館
の
複
製
写
真
展
覧
会
の
第

二
日
目
を
観
に
行
く
。
希
臘
彫
刻（
瀕
死
の
ゴ
ー
ル
人
）、
ラ
ハ
ァ
エ
ル
の
提
琴
家
、
及
ダ

ヰ
ン
チ
のBeatrice�dʼest

の
三
点
を
買
求
む
。
全
部
、
部
屋
に
懸
け
た
る
後
、
父
に
批
評

を
請
ひ
し
時
、提
琴
家
は
ラ
ハ
ァ
エ
ル
の
若
年
時
代
の
自
画
像
な
ら
ん
と
、又
瀕
死
の
ゴ
ー

ル
人
は
、
希
臘
彫
刻
中
最
も
自
由
な
る
作
と
し
て
よ
き
も
の
な
る
こ
と
を
云
は
れ
た
り
。

十
二
日（
日
曜
日
）曇

乾
南
陽
氏
、
色
々
�

�

半
打
二
枚（
之
の
揮
毫
料
と
し
て
、
金
二
百
円
持
参
）、
及
義
士
会
の
依

頼
品
た
る
小
点
物（
絵
絹
及
枠
は
同
氏
御
持
参
、
又
揮
毫
料
と
し
て
一
百
伍
拾
円
也
、
現

金
に
て
持
参
せ
ら
る
）、
一
枚
の
依
頼
に
来
訪
。
審
美
画
会
よ
り
、
西
郷
孤
月
筆
、
山
水

双
幅
之
図
、
箱
書
に
来
る
。
直
ち
に
出
来
。

十
三
日（
月
曜
日
）雨
後
晴

夜
、又
写
真
展
覧
会
に
趣
き
、Albrecht�D

urer

の
拾
三
歳
の
自
画
像
、一
枚
求
め
て
帰
る
。

十
四
日（
火
曜
日
）雨
後
晴

京
橋
楠
沼
氏
の
友
な
る
木
下
藤
次
郎
氏
来
訪
。
画
の
催
促
な
り
。

拾
五
日　

水
曜
日　

雨
後
晴

終
日
何
事
も
起
ら
ず
。

拾
六
日　

木
曜
日　

晴

指
し
て
変
り
た
る
こ
と
も
起
ら
ず
。

拾
七
日　

金
曜
日　

晴
後
曇

柴
崎
五
十
二（
弁
護
士
、
法
学
士
）な
る
も
の
、
例
の
大
塚
源
太
郎
及
川
嶋
鐡
之
助
の
件
に

付
、
調
査
に
来
る

拾
七�［
八
］　

土
曜
日　

雨

格
別
の
こ
と
な
し

拾
九
日　

日
曜
日　

雨

終
日
読
書
で
暮
す
。
変
な
し
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［
二
］拾
九�
日　

月
曜
日　

晴

西
川
大
六
の
使
、
山
口
な
る
も
の
、
依
頼
画
の
催
促
に
来
る
。
返
事
す
る
必
要
な
し
と
の

こ
と
。
大
塚
源
太
郎
及
松
嶋
勝
之
助
両
人
、
例
の
川
鉄
の
件
に
て
来
訪
。
万
事
、
小
田
の

伯
父
上
に
応
接
を
御
願
す
。
近
々
、
詫
状
を
以
て
、
一
切
事
件
、
温
和
に
解
決
す
る
こ
と
ゝ

す
。

廿
弐�［
一
］日　

火
曜
日　

曇
後
雨

格
別
の
事
な
し
。
三
浦
梧
堂（
小
点
物
）、
依
頼
画
の
催
促
に
来
る
。

廿
二
日　

水
曜
日　

雨
後
晴

変
た
る
こ
と
も
な
し
。

二
十
三
日（
木
曜
日
）快
晴

横
山
時
彦（
現
代
之
美
術
社
長
）、
去
年
四
月
、
依
頼
せ
し
依
頼
画
、
不
必
要
に
付
揮
毫
料

返
還
方
申
越
し
来
れ
ば
、
直
時
、
金
五
百
円
也
、
主
人
に
渡
す
。
受
取
依
頼
帳
に
在
り
。

二
十
四
日
―
二
十
七
日　

林
の
伯
母
上
宅
の
滞
留
中
。

二
十
九
日（
水
曜
日
）　

強
雨

西
巻
稲
村（
根
津
片
町
）、
五
浦
時
代
依
頼
の
画
帖
、
催
促
状
を
寄
す
。
出
鼻
を
把
ら
れ
ざ

る
様
な
返
事
を
出
す
。

卅
日（
木
曜
日
）雨
後
烈
風

松
嶋
勝
之
助
よ
り
、
詫
状
来
る
。
保
留
。

以
下
大
正
拾
年
七
月
分

一
日（
金
曜
日
）曇　

強
風

横
浜
開
港
記
念
日
。
早
朝
よ
り
花
火
を
打
ち
上
ぐ
。
荒
井
寛
方
氏（
上
根
岸
八
二
番
地
）よ

り
、
大
学
教
授
長
與
氏
の
依
頼
に
よ
る
画
の
引
受
如
何
の
問
合
せ
状
来
る
。「
期
間
不
定

な
れ
ば
」の
条
件
に
て
引
受
け
た
り
。

二
日（
土
曜
日
）雨
後
晴
風

格
別
の
こ
と
も
な
し
。

三
日（
日
曜
日
）晴

本
月
一
日
よ
り
、
扇
風
機
を
通
ず
可
き
に
何
等
見
廻
は
ら
ざ
れ
ば
勝
手
に
接
続
す
。
先
月

よ
り
手
伝
を
御
願
ひ
し
て
居
た
林
伯
母
上
、
本
日
御
法
事
の
為
帰
宅
せ
ら
る
。
午
後
、
鵜

殿
長
庚
氏
、
西
郷
南
洲
翁
の
筆
と
伝
ふ
る
物
を
売
り
に
来
ら
る
。
直
ち
に
返
還
す
る
筈
。

四
日（
月
曜
日
）快
晴

横
浜
火
災
保
険
株
式
会
社
よ
り
、
引
続
き
契
約
せ
ら
れ
た
し
と
の
通
知
来
る
。
満
期
は
七

月
九
日
と
の
こ
と
。

五
日（
火
曜
日
）　

快
晴

小
林
正
月
氏
依
頼
の
鑑
定
物
三
幅（
明
画　

一
、
応
挙
の
花
鳥
ま
く
り　

一
、
英
一
蝶
筆
、
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一
幅
）、
本
日
、
全
部
疑
な
き
も
の
な
り
し
と
の
手
紙
を
添
へ
て
返
す
。

六
日（
水
曜
日
）快
晴

松
田
眞
一
氏
使
、
御
中
元
に
来
る
。

七
日（
木
曜
日
）快
晴　

風

中
川
忠
順
氏
来
訪
。
画
室
に
て
父
と
面
談
。
井
上
徳
三
氏
、
中
元
の
挨
拶
を
兼
ね
依
頼
画

の
催
促
に
来
る
。
島
田
友
春
氏
、
中
元
進
物
、
及
仏
像
撰
集
画
巻
一
巻
、
御
持
参
。

八
日（
金
曜
日
）曇
強
風
後
雨

平
山
堂
主
伊
藤
平
蔵
氏
、
観
心
寺
に
関
す
る
書
一
巻
持
参
。
預
る（
□�［
篠
］崎
小
竹
筆
詩
）。

九
日（
土
曜
日
）雨

別
に
変
っ
た
事
も
な
し
。

十
日（
日
曜
日
）雨
後
晴　

強
風

奥
田
芳
彦
氏
よ
り
、
正
信
筆
の
画
幅
送
り
度
き
由
云
ひ
来
る
。
放
任
。
東
京
講
武
所（
東

京
本
郷
区
追
分
町
拾
番
地
）よ
り
、
紀
念
展
覧
会
に
出
品
す
べ
き
画
の
依
頼
を
致
し
来
る
。

又
絹
も
送
り
来
る
。
豊
嶋
俊
文
氏（
大
阪
市
北
区
若
松
町
八
予
審
廷
）よ
り
、
な
き
ご
と
を

云
ひ
来
る
。

十
一
日（
月
曜
日
）晴　

強
風

本
日
、
安
立
寺
へ
御
附
届
持
参
。
田
町
の
伯
父
宅
へ
御
中
元
持
参
。
林
御
伯
母
上
宅
へ
立

ち
寄
る
。
黒
須
廣
吉
氏
、
兼
て
依
頼
の
箱
□�
書
を
取
り
に
来
ら
る
。
取
築
僧
諸
代
の
筆
、

御
持
参
。
預
る
。
長
井
利
右
衛
門
氏
よ
り
、
御
中
元
と
し
て
焙
茶
一
鑵
着
。

十
二
日（
火
曜
日
）晴　

風

寺
内
銀
二
郎
氏
来
訪
。
画
室
に
て
父
と
面
談
。
長
井
利
右
衛
門
氏
へ
御
中
元
の
礼
状
を
出

す
。

東
京
講
武
所（
本
郷
追
分
町
）へ
絵
絹
、
返
還（
普
通
便
に
て
）。
田
町
の
伯
父
上
宅
へ
礼
状

を
出
す
。

十
三
日（
水
曜
日
）　

曇

船
員
事
業
婦
人
講
演
会
幹
事
な
る
も
の
、
両
人
に
て
来
訪
。
同
会
主
催
の
展
覧
会
出
品
の

揮
毫
品
、
依
頼
成
す
。
止
む
得
ず
引
受
け
た
り
。
栗
山
徳
三
郎
氏
来
訪
。

拾
四
日（
木
曜
日
）曇

高
林
清
之（
金
沢
市
十
三
間
町
十
九
番
地
）よ
り
、
御
中
元
と
し
て
土
産
、
長
生
殿
を
送
り

来
る
。
木
村
久
雄
氏（
大
久
保
間
八
町［
二
二
八
］）よ
り
、
御
中
元
と
し
て［
有
松
］紋
染
一

反
、
送
り
来
る
。
林
の
御
伯
母
上
よ
り
、
時
春
兄
の
事
に
付
来
信
。
明
日
、
宮
永
東
山
氏

来
訪
の
由
電
話
に
て
申
し
来
る
。

拾
五
日（
金
曜
日
）晴

宮
永
東
山
氏
来
訪
。
画
室
に
て
父
と
し
ば
ら
く
面
談
の
末
帰
宅
せ
ら
る
。

〔
一
行
記
事
な
し
〕
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十
六
日（
土
曜
日
）晴　

微
風

林
良
吉
君
来
訪
。
小
倉
文
彦
氏（
児
玉
素
行
氏
の
紹
介
な
る
）、
福
田
勇
氏（
朝
陽
社
主
幹
）

を
代
人
と
し
て
、
予
て
依
頼
の
尺
八
、
絹
本
、
四
幅
対
の
催
促
に
来
る
。
此
の
依
頼
は
、

父
が
児
玉
氏
よ
り
引
受
け
た
る
も
の
な
り
。
絹（
四
幅
対
分
）福
田
氏
よ
り
預
る
。
期
間
不

定
。

七
日（
日
曜
日
）　

晴　

微
風

良
吉
君
、
章
兄
等
と
海
水
浴
に
テ
ニ
ス
で
終
日
を
過
す
。

十
八
日（
月
曜
日
）　

晴
微
風

島
田
友
春
氏
、
午
前
八
時
頃
来
訪
。
午
前
七
時
拾
五
分
頃
、
第
六
男
、
此
世
に
出
づ
。
体

重
一
貫
五
百
匁
あ
り
た
り
。

十
九
日（
火
曜
日
）　

晴

格
別
の
こ
と
な
し
。

廿
日（
水
曜
日
）　

晴

髙
橋
初
郎
氏
、
書
中
見
舞
に
来
訪
。
荒
井
寛
方
氏
使
、
上
山
良
吉
氏
、
依
頼
画
の
こ
と
に

付
来
訪
。
揮
毫
料
と
し
て
金
一
仟
円
也
確
持
参
す
。
右
依
頼
品
は
森
村
氏
が
長
與
氏
に
、

長
與
氏
が
瀧
精
一
氏
に
、
瀧
氏
が
荒
井
氏
に
、
揮
毫
方
手
続
を
依�
経
□�
し
、
以
て
当
方
に

依
頼
せ
し
も
の
な
り
。
現
に
金
一
仟
円
也
は
森
村
氏
の
も
の
な
り
。

廿
一
日（
木
曜
日
）　

晴

松
田
の
使
、
鑑
定
物
持
参
。
右
は
春
草
筆
、
弁
財
天
女
。
箱
書
は
観
山
筆
。
両
者
真
筆
。

廿
二
日（
金
曜
日
）晴
後
曇

稲
垣
氏（
銀
座
の
質
屋
）よ
り
、
観
山
筆
、
瀑
布
の
図
、
箱
書
に
来
る
。
午
後
、
東
京
へ
買

物
が
て
ら
林
伯
母
宅
へ
寄
る
。

廿
三
日（
土
曜
日
）　

雨

留
守
中
、
岐
阜
の
林
代
蔵
、
依
頼
画
の
催
促
に
来
る
。
二
百
円
預
る
と
の
こ
と（
こ
れ
も

画
室
に
そ
の
証
拠
た
る
手
紙
あ
る
也
）。
談
判
の
結
果
、
無
期
間
に
し
て
画
題
寸
法
は
当

方
の
自
由
た
る
こ
と
と
な
る
。

廿
四
日（
日
曜
日
）　

雨

長
谷
京
吉
氏
使
、
箱
書
二
幅
持
参
。
図
に
木
瓜
、
及
び
舟
上
の
禅
僧
な
り
。

廿
五
日（
月
曜
日
）　

雨

格
別
の
こ
と
も
な
し
。
出
産
届
を
市
役
所
へ
出
す
。

廿
六
日（
火
曜
日
）雨
後
晴

赤
ん
坊
を
渡
辺
義
郎
医
士
へ
つ
れ
行
き
、
瘤
の
切
る
可
き
や
否
や
を
き
く
。
二
三
カ
月
後

が
よ
ろ
し
き
よ
し
申
さ
る
。
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（ ）42 【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

廿
七
日（
水
曜
日
）雨
曇

田
町
よ
り
、
産
婦
見
舞
と
し
て
菓
子
二
折
送
り
来
る
。
加
奈
陀
サ
ン
生
命
保
険
会
社
へ
対

し
て
引
続
き
加
入
す
る
む
ね
通
達
す
。

廿
八
日（
木
曜
日
）晴

坂
間
順
太
郎
氏
、
画
の
催
促
に
来
る
。
本
年
内
に
是
非
と
の
こ
と
。

廿
九
日（
金
曜
日
）晴

児
玉
天
来
氏
、
橋
本
永
邦
、
両
氏
来
訪
。
画
室
に
て
父
と
面
談
の
末
帰
ら
る
。

卅
日（
土
曜
日
）　

晴

京
橋
の
丸
万
堂
主
、
色
紙
の
催
促
に
来
る
。

卅
一
日（
日
曜
日
）　

晴
後
雨

格
別
の
事
も
な
し
。

〔
二
行
記
事
な
し
〕

八
月
中
の
日
記

一
日（
月
曜
日
）　

晴

橋
本
永
邦
氏
へ
、キ
ナ
皮
一
箱
、及
稀
塩
酸
一
壜
送
る
。
久
し
振
り
に
て
石
原
の
老
母
来
る
。

夜
、
父
、
同
人
の
相
談
会
に
て
錦
水
に
行
く
。

二
日（
火
曜
日
）　

曇
後
雨

島
田
友
春
氏
来
訪
。
乾
南
陽
氏
来
訪
。

三
日（
水
曜
日
）　

雨

夕
刻
、
前
田
青
邨
氏
来
訪
。

四
日（
木
曜
日
）晴

林
の
伯
母
上
、
病
院
に
時
春
兄
を
見
舞
ま
わ
る
。
髙
橋
初
郎
氏
、
平
尾
賛
平
氏
の
箱
書
の

事
に
て
来
訪
。

五
日（
金
曜
日
）　

晴

南
米
岳
の
妻
君
、
半
打マ

マ

催
促
か
た
が
た
産
婦
の
見
舞
品
と
し
て
白
布
少
量
持
参
。
横
浜
毎

朝
新
報
社（
横
浜
市
南
仲
通
四
ノ
七
三
）よ
り
、
絵
絹
ら
し
き
物
送
り
来
る
。
十
合
呉
服
店

美
術
部（
京
都
市
四
条
烏
丸
）よ
り
、
寸
法
随
意
に
て
絵
を
依
頼
し
来
る
。
三
浦
梧
堂（
京

都
市
河
原
町
四
条
上
ル
）よ
り
、
至
急
依
頼
画
の
揮
毫
を
願
ひ
度
し
と
の
手
紙
来
る
。

六
日（
土
曜
日
）　

晴　

非
常
に
暑
し

三
浦
梧
堂
へ
反
抗
的
な
る
返
事
を
出
し
て
遣
る
。
十
合
美
術
部
へ
依
頼
の
拒
絶
状
を
出
す
。

七
日（
日
曜
日
）　

晴　

本
牧
神
社
祭
礼
。
西
川
大
六
の
使
、
依
頼
画
の
問
い
正
し
に
来
る
。
野
末
嘉
七（
北
品
川
）、

箱
書
持
参
。
寺
内
新
太
郎
君
来
訪
。
永
井
氏
よ
り
礼
状
来
た
る
。
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八
日（
月
曜
日
）　

晴

黒
須
廣
吉
氏
、
画
室
に
父
と
面
談
。
数
時
後
帰
宅
。

九
日（
火
曜
日
）　

晴　

暑
熱
甚
し

夕
刻
、
市
川
氏
老
母
来
訪
。

拾
日（
水
曜
日
）　

晴

格
別
の
こ
と
も
な
し
。

拾
一
日（
木
曜
日
）　

晴

格
別
の
こ
と
も
な
し
。

拾
二
日（
金
曜
日
）　

晴

青
山
の
西
村
な
る
者
、
箱
書
持
参
。
席
画（
松
日
出
）。

拾
三
日（
土
曜
日
）　

晴

川
口
識
三
郎
氏
よ
り
桃
一
箱
着
。
礼
状
出
す
。
中
島
元
芳（
日
本
橋
区
浜
町
二
ノ
一
三
）の

色
紙
出
来
。

拾
四
日（
日
曜
日
）　

晴

宮
越
正
治
氏
よ
り
麦
酒
三
箱
着
。
礼
状
出
す
。

拾
五
日（
月
曜
日
）　

曇
後
雨

下
の
伯
父
上
、
南
紀
美
術
会
の
会
員
と
称
す
る
者
を
連
れ
て
来
ら
る
。
多
分
出
品
画
の
下

絵
の
こ
と
な
ら
ん
。

拾
六
日（
火
曜
日
）　

雨

中
島
元
芳
氏
へ
予
て
依
頼
の
色
紙
渡
す
。
図
は
湖
辺
の
鵜
飼
。

木
下
藤
次
郎
氏
、
予
て
依
頼
せ
し
尺
五
は
九
月
初
旬
迄
と
の
こ
と
。
安
住
伊
三
郎
氏（
堀

丹
青
堂
の
紹
介
人
）よ
り
、
防
蟲
剤
、
沢
山
送
付
し
来
る
。

拾
七
日（
水
曜
日
）　

雨

加
奈
陀
サ
ン
生
命
保
険
会
社
へ
、
本
年
分
払
込
金（
但
し
前
五
ヶ
年
間
の
配
当
を
差
引
）を

辛
酉
銀
行
の
小
切
手
に
て
支
払
ふ
。
野
村
忠
左
衛
門
へ
本
月
内
に
は
出
来
せ
ざ
る
可
し
と

の
通
知
状
を
発
す
。
乾
南
陽
氏
へ
卅
日
の
来
訪
を
後
一
週
間
程
、
延
引
せ
ら
れ
度
し
と
い

う
手
紙
を
発
す
。
安
住
伊
三
郎
氏
礼
状
を
出
す
。

拾
八
日（
木
曜
日
）　

雨
後
晴

宮
永
東
山
氏
来
訪
。
京
都
�

�［
近
江
長
濱
］の
下
郷
氏
の
依
頼
画
を
依
頼
せ
ら
る
。
不
得
止
、

引
受
。
金
一
仟
円
也
。
揮
毫
料
と
し
て
預
る
。

拾
九
日（
金
曜
日
）　

雨

加
奈
陀
サ
ン
生
命
保
険
会
社
よ
り
、
振
込
金
の
受
取
書
来
る
。
平
林
大
虚
、
下
絵
を�
の
校

閲
を
請
ひ
に
来
る
。
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（ ）40 【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

二
拾
日（
土
曜
日
）　

晴

午
後
、
妹
二
人
を
連
れ
て
東
京
の
伯
母
上
宅
へ
行
く
。

廿
一
日（
日
曜
日
）　

晴

格
別
の
こ
と
な
し
。

廿
二
日（
月
曜
日
）　

晴

不
明
。

廿
三
日（
火
曜
日
）

島
田
友
春
氏
来
訪
。
画
室
に
て
父
と
面
談
の
末
帰
る
。
澤
松
溪
氏
、
展
観
の
事
に
付
来
訪
。

石
津
東
耕
氏（
直
江
津
久
）来
訪
。

廿
四
日（
水
曜
日
）　

晴

変
り
な
し
。

廿
五
日（
木
曜
日
）　

晴

牧
内
元
太
郎（
横
浜
毎
朝
新
報
社
々
長
）、
東
宮
殿
下
御
帰
朝
紀
念
と
称
し
、
絵
の
依
頼
を

な
す
。
絵
絹
を
無
理
に
措
い
て
行
く
。
預
る
。
林
代
蔵
よ
り
、
小
切
手
に
て
金
一
百
円
也

を
送
り
来
る
。

廿
六
日（
金
曜
日
）晴
後
風
雨

鹿
沼
庄
八
氏（
東
京
市
麹
町
区
三
丁
目
十
九
）よ
り
金
七
円
也（
郵
便
為
替
）、
封
入
に
て
、

父
及
廣
業
氏
等
三
人
の
合
作
席
画（
前
に
太
田
吉
松
氏
所
有
）を
箱
書
依
頼
の
為
送
り
来

る
。
笠
井
栄
一
氏（
四
日
市
市
丸
池
）よ
り
、
金
二
円
也（
小
為
替
）封
入
に
て
箱
書
依
頼
の

為
、
扇
子（
箱
入
、
父
の
若
書
に
て
草
花
一
二
本
乱
れ
咲
く
物
）を
送
り
来
る
。
増
田
義
一

氏
よ
り
、
予
て
依
頼
あ
り
し
実
業
之
日
本
社
主
催
婦
人
展
覧
会
の
顧
問
た
る
こ
と
を
快
諾

せ
る
に
対
し
礼
状
を
寄
せ
ら
る
。
宮
永
東
山
氏
後
援
会
の
賛
助
員［
た
る
こ
と
］を
父
よ
り

依
頼
し
置
き
し
渋
沢
栄
一
氏
よ
り
、
断
り
状
着
。
早
速
、
此
由
、
宮
永
氏
に
通
知
す
。
林

代
蔵
氏
に
対
し
先
日
送
り
来
り
し
追
加
金
と
称
す
る
金
、
金
一
百
円
也（
銀
行
小
切
手
）を

手
紙
封
入
に
て
返
還
す
。
本
日
、
父
上
院
展
出
品
画
監
査
の
為
会
場
に
趣
く
。
先
年
、
洋

画
部
脱
退
に
も
拘
ら
ず
、
尚
百
点
に
近
き
般マ

マ

入
を
見
た
り
と
云
ふ
。
同
人
連
は
之
を
も
審

査
せ
り
と
。

廿
七
日（
土
曜
日
）大
風
後
晴

宮
永
東
山
氏
へ
渋
沢
栄
一
氏
よ
り
着
せ
し
断
り
状
に
添
手
紙
を
し
て
発
信
す
。

廿
八
日（
日
曜
日
）　

風
後
曇　

非
常
に
涼
し

藤
本
松
華
堂（
東
京
市
牛
込
区
榎
町
一
八
）主
よ
り
、
雅
邦
先
生
筆（
観
山
箱
書
付
）鑑
定
を

請
ひ
て
送
り
来
る
。
真
筆
。

廿
九
日（
月
曜
日
）　

雨

藤
本
松
華
堂
へ
鑑
定
物
、
返
送
す（
書
留
に
て
）。
鹿
沼
庄
八
氏
に
対
し
箱
書
返
送
す（
〃
）。

笠
井
栄
一
氏
へ
扇
面
箱
書
出
来
に
付
、
書
留
便
に
て
返
送
す
。
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卅
日（
火
曜
日
）　

雨

丸
山
義
人（
信
州
南
安
曇
郡
三
田
村
）よ
り
、
父
筆
楊
柳
観
音（
紙
本
半
折
）、
箱
書
の
為
送

り
来
る
。
実
業
之
日
本
社（
京
橋
区
南
鍋
町
二
ノ
拾
五
）よ
り
、
婦
人
展�
世
界
主
催
の
女
流

展
覧
会
の
顧
問
と
な
り
し
礼
状
着
。

卅
一
日（
水
曜
日
）　

曇

格
別
の
こ
と
も
な
し
。
原
富
太
郎
氏
へ
父
の
今
回
院
展
出
品
画
、楠
公（
尺
八
絹
本
三
幅
対
）

の
原
色
版
持
参
す
。

大
正
拾
年
九
月
中
日
記

一
日（
木
曜
日
）　

晴

院
展
招
待
日
に
付
、
父
、
東
京
に
出
懸
く
。

二
日（
金
曜
日
）　

晴
後
曇

格
別
の
事
も
な
し
。

三
日（
土
曜
日
）　

晴
天

東
宮
御
帰
朝
紀
念
日
。

四
日（
日
曜
日
）　

晴
後
雷
雨

夕
方
、
東
京
へ
行
く
。

五
日（
月
曜
日
）　

雨
後
晴

渡
貫
当
君
と
院
展
を
観
る
。

六
日（
火
曜
日
）　

雨

平
山
堂［
主
］来
訪
。「
南
山
を
望
む
」の
図（
尺
八
絹
本
双
幅
）を
渡
す
。

七
日（
水
曜
日
）　

雨

平
山
堂
主
来
訪
。
画
室
に
て
父
と
面
談
の
末
帰
る
。
横
山
助
一
氏
よ
り
、
同
氏
祖
父
筆
、

扇
面
一
本
着
。

八
日（
木
曜
日
）　

曇
風
雨
後
晴

南
芦
鳳
よ
り
お
ど
か
し
状
、
又
来
る
。
返
事
や
ら
ず
。
船
室
事
業
婦
人
後
援
会
へ
依
頼
画

は
又
暫
く
待
た
れ
度
き
む
ね
返
事
す
。

九
日（
金
曜
日
）　

雨

格
別
の
こ
と
な
し
。

拾
日（
土
曜
日
）　

晴

石
原
春
秋
、
児
玉
□�
素
行
、
牧
い
く（
同
じ
く
そ
の
子
）、
真
船
先
生
等
来
訪
。
松
本
政
成

氏
へ
林
檎
の
礼
状
を
出
す
。

拾
一
日（
日
曜
日
）　

曇

格
別
の
こ
と
も
な
し
。
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拾
二
日（
月
曜
日
）　

雨

横
山
助
一
氏
へ
礼
状
を
出
す
。
島
田
友
春
氏
来
訪
。
河
田
氏（
三
溪
園
）来
訪
。

拾
三
日（
火
曜
日
）　

雨

三
溪
園
よ
り
、
柿
本
寺
、
及
多
武
峯
寺
の
軸
二
点
を
持
参
。
し
ば
ら
く
貸
与
す
と
の
こ
と
。

仏
像
研
究
会
の
連
中
、
松
田
福
一
郎
氏
を
初
め
、
井
澤
蘇
水
、
藤
田
青
花
、
御
明
亀
五
郎
、

入
江
美
法
氏
等
来
訪
。
井
上
徳
三
氏
、
画
室
に
て
応
接
。

拾
四
日（
水
曜
日
）　

雨

佐
藤
一
法
氏（
鐙
谷
氏
の
隣
）、
金
田
傳
兵
衛
、
小
澤
八
五
郎
、
寺
の
件
に
付
、
画
室
に
て

父
と
面
談
の
末
、
年
内
に
尺
八
五
枚
画
く
事
を
決
る
。
新
井
四
郎
吉
、
箱
書
二
点（
浅
野

氏
□�［
所
］有
）持
参
。

拾
五
日（
木
曜
日
）　

雨

○〔
欄
外
〕島

田
友
春
氏
へ
、
尺
八
、
絹
本
、
画
題「
春
雨
」一
幅
、
書
留
小
包
郵
便
に
て
送
る
。
乾

南
陽
氏
来
訪
。
義
士
会
依
頼
の
小
点
物「
大
石
良
雄
」一
点
、
及
半
打
三
枚
持
行
か
る
。

拾
六
日（
金
曜
日
）―
―
―
―
廿
日（
火
曜
日
）此
間
殆
ど
雨
天

此
間
特
筆
す
べ
き
事
も
な
し
。

拾
八
日（
雨
）

元
吉
君
と
二
科
展
及
院
展
見
物
。

拾
九
日（
雨
後
晴
）

弟
豊
と
院
展
見
物
。
帰
浜
。

廿
日（
晴
）

御
明
亀
五
郎
氏
並
に
藤
田
青
花
氏
等
、
不
動
尊
参
観
。
父
と
面
談
後
帰
宅
。
金
田
傳
兵
衛

氏
使
、
佐
藤
一
法
氏
来
訪
。
画
室
に
て
父
と
面
談
帰
宅
。

廿
一
日（
晴
）　

水
曜
日

怚
井（
渋
井
）氏
夫
妻
□�
、
野
口
弘
毅
氏
同
伴
来
訪
。

廿
二
日（
晴
後
曇
雨
）　

木
曜
日

南
米
岳
、
及
野
村
忠
左
ヱ
門
へ
延
引
詫
状
体
の
も
の
出
す
。
も
っ
と
も
、
南
米
岳
に
は
半

折
一
幅
遣
る
つ
も
り
あ
り
。
島
田
友
春
氏
よ
り
、
芋
一
俵（
拾
一
貫
）、
着
。
上
品
な
り
。

廿
三
日（
雨
）　

金
曜
日

廿
四
日（
土
曜
日
）　

雨

廿
五
日（
日
曜
日
）　

雨

　

六
男
純（
ア
ツ
シ
）、
遂
に
午
後
八
時
十
五
分
永
眠
す
。

　

廿
七
日（
火
曜
日
）、
会�
相
澤
火
葬
場
に
て
火
葬
。

　

廿
九
日（
木
曜
日
）、
谷
中
安
立
寺
に
て
本
葬
の
段
取
。
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廿
九
日（
木
曜
日
）曇

内
藤
清
な
る
者
、
島
田
友
春
氏
に
先
頃
揮
毫
し
遣
し「
春
雨
之
図
」箱
書
付
に
て
持
参
。
鑑

定
請
は
り
。
□�
小
川
市
太
郎（
品
川
の
）、
尺
五
、
絹
本（
三
百
円
預
り
）の
催
促
に
来
る
。

大
正
拾
年
拾
月

一
日
よ
り
十
日
迄
、
小
生
留
守
に
て
万
事
章
兄
執
事
す
。
留
守
中［
一
日
頃
］、
千
住
の
岩

崎（
櫻
組
）氏
令
息
を
同
道
に
て
知
人
、
町
田
実
鞆
氏
及
町
田
豊
千
代
氏
の
依
頼
画
を
催
促

に
来
る
。

町
田
実
鞆
氏
分　
　

金
五
百
円
也
預　

秋
色
の
景
色�　

尺
五　

一
。

町
田
豊
千
代
氏
分　

金
一
仟
円
也
預　

淡
彩
山
水　
　

尺
八　

一
。

　
　

〃　
　
　
　
　

金
五
百
円
也
預　

秋
色
花
鳥　
　

尺
五　

一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
三
幅　

絶
対
無
期
日
に
て
承
諾
。

［
拾
一
日
］火
曜
日　

久
方
振
の
晴
天

君
島
庄
三
郎（
表
具
師　

京
都
市
麩
屋［
町
］通
二
条
北
入
）よ
り
、
松
茸
一
籠
着
。
美
術
時

報
社
記
者（
平
岡
鐡
男
）な
る
者
、
同
社
の
紀
念
製
作
な
る
画
帖
の
依
頼
に
来
る
。
色
紙

（
金
色
紙
本
裏
箔
）二
枚
、
置
き
行
く
。
絶
対
無
期
間
に
て
承
諾
。
諸
井
怕
平
氏
、
招マ

マ

介
の

木
村
松
三
郎
氏（
新
潟
県
長
岡
市
城
内
町
一
丁
目
、
東
京
宿
所　

本
郷
区
根
津
西
須
賀
町

十
六
）、
尺
八
の
依
頼
に
来
る
。
期
間
は
来
月
十
日
迄
と
か
。
不
止
得

�

�

�

不
得
止
引
受
。
此

の
絵
は
、
静
岡
の
和
田
豊
治
氏
へ
贈
呈
せ
る
ゝ
も
の
な
り
と
か
。

拾
二
日（
水
曜
日
）　

晴

関
口
梅
水（
日
本
橋
区
橘
町
三
丁
目
拾
番
地
）の
使
、
先
日
留
守
中
、
母
の
受
付
け
し
二
尺

巾
箱
書（
寿
老
之
図
）の
出
来
に
取
り
に
来
る
。
渡
す
。
泰
文
社
美
術
店
の
使
、
故
菱
田
春

草
氏
の
落
葉
之
図（
観
山
箱
書
、
武
山
再
鑑
）再
鑑
に
持
参
。
君
島
庄
三
郎
氏
へ
松
茸
の
礼

状
を
出
す
。
楠
八
十
兵
衛
氏（
深
川
区
吉
永
町
二
番
地
）よ
り
、
泰
文
社
よ
り
求
め
し
春
草

筆
落
葉
之
図
に
付
、
□�
証
明
書
依
頼
の
為
往
復
端
書
を
寄
越
す
。
即
時
返
信
す
。

拾
三
日（
木
曜
日
）　

曇
後
雨　

冷
気
甚
た
し

奥
田
彌
生（
大
阪
市
西
区
北
堀
口
御
池
通
一
丁
目
十
三
番
地
）よ
り
、
松
茸
一
籠
、
着
。
佐

藤
一
法
氏
、
例
の
件
に
て
応
接
間
に
父
と
面
談
す
。
宮
永
平
山
氏
よ
り
、「
シ
モ
ノ
エ［
イ

ソ
グ
］イ
ツ
デ
キ
ル
ヘ
」と
の
電
報
、
着
。
直
ち
に「
エ
デ
キ
シ
ダ
イ
オ
ク
ル　

シ
モ
ム
ラ
」

と
変
電
す
。

拾
四
日（
金
曜
日
）　

晴

馬
場
新
逸
氏（
横
浜
市
太
田
町
四
丁
目
六
番
地
伊
東
屋
敷
館
内
）、
同
旅
館
の
依
頼
せ
る「
日

出
」の
画
、箱
書
取
り
に
来
る
。渡
す
。奥
田
彌
生
氏
に
礼
状
を
発
す
。此
の
人
に
対
し
て
は
、

最
早
用
済
な
り
。

拾
五
日（
土
曜
日
）　

晴

鯨
井
吉
三
郎（
本
郷
区
森
川
町
一
番
地
）表
具
師
、
箱
書「
寒
山
拾
得
」持
参
。
青
木
百
太
郎

（
埼
玉
県
菖
蒲
町
）へ
鑑
定
物「
横
臥
梅
」図
返
送
す
。
偽
物
。
松
嶋
勝
之
助
、
予
て
依
頼
の

色
紙
の
催
促
に
来
る
。
本
月
廿
五
日
迄
に
願
ひ
度
し
と
、
大
粒
林
檎
拾
一
個
持
参
。

拾
六
日（
日
曜
日
）　

晴

○〔
欄
外
〕城

数
馬
氏（
朝
鮮
覆
法
院
長
）来
訪
。
画
室
に
て
父
と
面
談
の
末
帰
ら
る
。
同
氏
知
人
の
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（ ）36 【資料紹介】下村観山画房日記『日記帳』

依
頼
□�
に
よ
り
、「
陶
淵
明
」之
図
を
も
っ
て
行
か
る
。
下
の
伯
父
上
、
抱
一
上
人
筆「
富

士
に
龍
」之
図（
覆袱

紗
カ沙

）を
返
し
に
来
ら
る
。
此
幅
は
、
す
つ
と
以
前
に
祖
父
様
の
御
望
に

よ
り
、
下
村
へ
貸
し
出
せ
し
も
の
な
り
。
中
村
芳
泉（
越
後
国
鹿
峠
村
鹿
峠
郵
便
局
御
内
）

よ
り
来
り
し
絵
絹
、
真
綿
等
、
其
侭
返
還
す
。
絵
の
依
頼
な
り
。
真
綿
に
て
尺
五
を
画
か

せ
る
積
り
な
り
。
不
届
千
万
。
船
室
事
業
婦
人
後
援
会
へ
絵
は
展
覧
会
に
間
に
合
は
ざ
る

由
返
事
を
発
す
。

拾
七
日（
月
曜
日
）　

快
晴

山
川
忠
順
氏
子
息
二
人
、
用
件
に
て
来
訪
。
画
室
に
て
暫
時
、
父
と
面
談
の
後
帰
宅
。
松

田
真
一
老
人
、
□�
予
て
依
頼
の
那
智
之
瀧
の
図
の
催
促
に
来
る
。
廣
邦
精
夫
氏
そ
の
伯
父

坂
本
武
威
氏（
千
葉
姉
崎
町
）の
画
の
依
頼
に
来
ら
る
。
直
接
坂
本
氏
へ
謝
絶
状
を
発
す
。

高
野
某（
京
都
の
経
師
）、「
舟
子
」（
之
れ
は
以
前
大
塚
へ
渡
せ
し
図
と
思
ふ
）を
鑑
定
に
来

る
、
本
物
。
野
村
忠
左
衛
門
よ
り
、
又
例
の
画
の
催
促
状
来
る
。

拾
八
日（
水
曜
日
）　

快
晴

高
島
屋
の
番
頭
、
予
て
依
頼
の
二
尺
五
寸
巾
の
絵
を
取
り
に
来
る
。
明
日
取
り
に
来
る
。

早
々
。
野
村
忠
左
衛
門
へ
、
少
々
返
答
の
強
き
も
の
を
発
す
。
小
島
絵
絹
店（
花
園
町
寿
）

よ
り
、
註
問マ

マ

中
之
仮
巻
百
本
、
鉄
道
便
に
て
着
。
運
賃
共
、
拾
三
円
七
拾
銭
な
り
。
直
ち

に
支
払
ふ
。
野
末
嘉
七
、
先
日
依
頼
せ
し
小
点
物
と
か
の
催
促
に
来
る
。

拾
九
日（
水
曜
日
）　

快
晴

藤
田
青
花
氏
、
美
法
君
と
同
道
。
宮
川
長
春
筆
三
尺
巾
の
浮
世
絵（
肉
筆
）持
参
。
吉
谷
と

か
云
ふ
人
の
所
有
。
黒
須
廣
吉
氏
来
訪
。
田
中
良
助
氏
の
印
□
を
も
ら
い
に
来
訪
。
母
と

面
談
帰
宅
。

○〔
欄
外
〕高

島
屋
ノ
番
頭
、
予
て
依
頼
の
秋
の
画
題
の
展
覧
会
に
出
品
す
べ
き
画
を
取
り
に
来
る

「
初
冬
」と
題
す
る
三
尺
五
寸
巾
の
大
物
一
幅
渡
す
。
図
は
錦
木
の
頂
に
百
舌
鳥
が
さ
へ
ず

り
下
の
方
に
白
菊
の
二
三
株
見
ゆ
る
も
の
。

廿
日（
木
曜
日
）　

晴
後
曇

昨
日
、
藤
田
氏
持
参
の
長
春
筆
大
幅
、
四
百
円
に
て
手
に
入
る
。
青
花
氏
、
そ
の
持
主
な

る
吉
谷
と
か
云
ふ
人
と
来
る
。
高
山
徳
氏（
横
浜
根
岸
の
人
）の
家
人
太
田
鐡
次
郎
氏
の
使

と
し
て
、
□�
端
溪
の
大
硯（
珍
品
）持
参
。
太
田
伯
父
上
の
知
人
の
所
有
な
る
も
買
っ
て
も

ら
い
度
き
所
存
な
ら
ん
。
唯
、
観
覧
に
供
し
度
し
と
云
ふ
。
木
下
藤
次
郎
氏
来
訪
。
依
頼

画
は
明
後
日
あ
た
り
送
る
可
し
と
約
す
。
石
原
春
秋
氏
来
訪
、
画
室
に
て
父
と
談
後
帰
る
。

拾
年
拾
月
中
ノ
揮
毫
品

�

陶
淵
明�

（
尺
八
絹
本
）�

城
数
馬
氏
へ

�

初
冬（
錦
木
ニ
百
舌
鳥
）�

（
三
尺
五
寸
巾
）�

髙
嶋
屋
美
術
部
へ

�

鵜
飼�

（
尺
八
絹
本
）�

南
米
岳
へ

�

風
竹（
月
夜
ノ
竹
）�

小
点
物�

三
浦
梧
堂
へ

�

富
岳
と
日
の
出�

（
横
物
）�

城
数
馬
氏
へ

�

磯
の
朝（
日
の
出
之
図
）�

尺
五
絹
本�

い
と
う
呉
服
店（
登
屋
）

�
寿
老�

尺
五
絹
本�

木
下
藤
次
郎

�
南
山
を
望
む�

尺
五
絹
本�

野
村
忠
左
衛
門

拾
一
月
中
出
来
品

拾
年
七
月
中
出
来
品
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�

如
意
輪
観
世
音（
尺
八
）

�

聖
徳
太
子（
尺
八
）�

下
ノ
伯
父
上
持
参

�
仁
徳
天
皇（［
尺
巾
二
枚
］二
尺
双
）�

下
ノ
下
村
へ

�

帰
去
来（
尺
五
ノ
双
）�

下
ノ
伯
父
上
持
参

拾
年
八
月
中
出
来
品

�

河
原
の
鵜
飼（
大
絹
色
紙
）�

中
島
正�［
元
］芳
氏
へ（
丸
万
堂
）

�

楠
公（
原
富
太
郎
氏
依
頼
品
三
幅
対
）院
展
出
品
画　
　
　

極
彩
色
密
画

�

南
山
を
望
む（
尺
八
双
幅
）�

平
山
堂
主
へ　

伊
藤

�

大
石
良
雄（
小
墨
画
）�

義
士
会

�

維
摩（
尺
八
絹
本
）�

伊
藤
平
山
堂
主
へ

�

春
雨（
尺
八
絹
本
）�
島
田
友
春
氏
へ

【
裏
表
紙
内
】

〔
ラ
ベ
ル
貼
付
〕

　
　
　
　

12�T
abletten�a.0.1�G

　
　
　
　

ヂ
ア
ー
ル
錠「
チ
バ
」

　
　
　
　

D
iallybarbituräure

　
　
　
　

東
京
日
本
橋
区
本
町

　
　
　
　

発
売
元　

友
田
合
資
会
社

　
　
　
　

1.20g

【
裏
表
紙
】

〔
記
事
な
し
〕

【
挿
入
紙
片
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尺
五
寸
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寿
老
）東
京
日
本
橋

　
　
　
　

十
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
下
藤
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岐
阜
羽
島
郡
上
中
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尺
五
寸
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
山
望
）　

野
村
忠
左
衛
門
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Introducing Documents : Shimomura Kanzanʼs  
Nikki-cho (Studio Diary)

KASHIWAGI Tomoh

In 2013, the Shimomura Kanzan Retrospective, commemorating the 140th anniversary of the 
artist’s birth, was held at the Yokohama Museum of Art (from December 7, 2013 to February 11, 
2014). On this occasion, Shimomura’s surviving family gifted six volumes of the handwritten artistʼs 
studio diary to the museum. Transliterations and annotations on the first volume, On a Hill (October 
1, 1919 to June 30, 1920), were subsequently published as “Introducing Documents” in the Bulletin 
of Yokohama Museum of Art (issue nos. 16, 17). This issue is contained similar information on the 
second volume, titled Studio Diary (July 1, 1920 to October 20, 1921). The entries from July 1 to 
October 25 were recorded by the studio houseboy, Irie Tahei, and the remainder were made by 
Kanzan’s third son, Hidetoki Shimomura.

The diary provides a detailed record of studio and family events, including the dispatch and 
receipt of correspondence, a list of visitors, Kanzan’s personal activities (making art, going out), 
financial accounts. It also seems to have functioned as a reminder of the artist’s commissions, 
appeals for the delivery of works, and requests for authentication notes and appraisals. 

Major entries made during this period also provide a record of important works in Kanzan’s 
career. These include The Sun and the Moon (Yokohama Museum of Art Collection), a painting that 
was dedicated on the occasion of Crown Prince Yi Un’s (a member of the Korean imperial family) 
marriage to Princess Masako Nashimoto, an event that was held following Japan’s annexation of 
Korea; Flowers of Four Seasons, a folding screen made by special order for the inner shrine of Meiji 
Shrine in 1918; and Nanko (Tokyo National Museum Collection), which was made at the request of 
Hara Tomitaro (also known as Sankei) and shown in the 8th Revived Japan Art Institute Exhibition. 

At the same time, Hidetoki dispassionately recounts a tragedy that befell the family when 
Kanzan’s sixth son, Atsushi, died two months after he was born in the summer of 1921.

 (Project Director, Yokohama Museum of Art)
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